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本書は経済産業省の後援のもと、一般社団法人日本産業機械工業会が実施した平成

28 年度｢第 43 回優秀環境装置の表彰事業｣において受賞した優秀な環境装置の概要を

まとめたものである。 
 

国内経済は、アベノミクス景気が 52 ヶ月を超えバブル期を抜いて戦後 3 番目の長さ

になっている。産業機械の受注についても 2017 年度は 3 年ぶりにプラス見通しとな

っており、人手不足が顕著な物流関連の投資が増えるほか、IoT や AI などの新技術へ

の投資が活発になると見込んでいる。 
また、輸出の回復が鮮明になっており、リーマンショックが起きた 2008 年 9 月以

前の水準を回復し、東日本大震災が起きた 2010 年度以降、6 年ぶりに黒字となった。

米国経済が堅調だからこその黒字転換であるが、米国の政権交代により、黒字基調が

続けば米国からの風当たりが強まると言う不安材料もある。 
一方、近隣のアジア諸国に目を向けると、一時期より経済の発展スピードは鈍化し

たもののインフラ整備をはじめとした経済成長を第一とした方針に変わりはなく、生

産に直接関与しない周辺環境整備はどうしても後手となっているのが事実であり、依

然として深刻な環境問題を抱えている。 
我が国では、過去に深刻な環境問題に直面し、国、民間が協力して問題を克服して

きた経験を有している。民間企業においては厳しい法規制に対応するため、環境装置

の改良・開発に注力し、今日のような住み良い生活環境を作り上げ、持続可能な社会

創りに大いに貢献してきた実績があり、この経験と実績が必ずや発展途上国に大いに

役立つものと確信している。 
 

本事業は優秀な環境装置・システムを表彰し広く公表することで、環境保全技術の

研究・開発を一段と促進し、そうした技術・装置の普及により、地球環境の保全に資

することを目指すものである。 
 

本事業の実施にあたり格別のご支援を賜りました経済産業省、環境省、中小企業庁、

優秀環境装置審査委員会委員、優秀環境装置審査ＷＧ委員、並びに関係各位に厚く御

礼を申し上げる次第である。 
 
平成 29 年 6 月 

一般社団法人 日本産業機械工業会 
会 長  佃 和 夫 
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優秀環境装置審査委員会 

委 員 長  指 宿  堯 嗣 

 

優秀環境装置の表彰事業は一般社団法人日本産業機械工業会が経済産業省の

ご後援のもとに昭和 49 年度から実施しているもので、優秀な環境装置やシス

テムを表彰することにより、「持続可能な循環型経済社会」を実現するための環

境保全技術の研究・開発及び優秀な環境装置の普及を促進し、我が国環境装置

産業の振興を図ることを目的としている。 
 

本年度の表彰事業は、平成 28 年 9 月 5 日から平成 28 年 10 月 14 日までの

約１ヶ月半にわたって公募した。 
その結果、全国から大気汚染防止装置〔3 件〕、水質汚濁防止装置〔4 件〕、

廃棄物処理装置〔3 件〕、再資源化装置〔3 件〕、その他の環境負荷低減に資す

る装置〔2 件〕の応募があった。複数の分野にわたる応募もあったことから、

件数としては、合計 14 件であった。審査は、優秀環境装置表彰実施要綱及び

優秀環境装置審査要綱の規定に基づいて次のような手順で慎重かつ厳正に行っ

た。 
 

まず、優秀環境装置審査ＷＧにおいて、応募のあった環境装置に関し、その

独創性、性能、経済性及び将来性の各指標について一次評価を行った上で、実

地調査を行い、評価報告を取りまとめた。 
次いで、優秀環境装置審査委員会において、審査ＷＧから上程のあった評価

報告を総合的に勘案し審査を行い、第 43 回優秀環境装置の経済産業大臣賞 1
件、経済産業省産業技術環境局長賞 1 件、中小企業庁長官賞 1 件、日本産業機

械工業会会長賞 5 件を選定した。 
 

以上の受賞各装置は、いずれも地球環境の保全に極めて有効な環境装置とし

て高く評価されたものであり、今後の普及を期待すると共に開発にあたられた

各社のご努力に心から敬意を表したい。 
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㸦委 員㸧 

⣆㇂ ᩄ秀 経済産業省 〇㐀産業局長 

ᮎᯇ ᗈ行 経済産業省 産業技術環境局長 

ᐑ本  ⪽ 経済産業省 中小企業庁長官 

正⏣  ᐶ 環境省 大臣官ᡣ審㆟官 

小ᯘ ᠇᫂ 一般㈈団法人日本ရ質保ド機ᵓ 理事長 

ஂ㈅  ༟ 日本ၟ工会㆟ᡤ ᖖົ理事 

ᗉᒣ ᝋᙪ 一般㈈団法人機械振興༠会 会長 

大ᐑ ⱥ᫂ 一般社団法人日本機械工業㐃合会 会長 

㯮ᒾ  進 一般社団法人産業環境⟶理༠会 ᑓົ理事 

大和⏣秀 ᪩✄⏣大Ꮫ 理工Ꮫ術㝔 創㐀理工Ꮫ㒊 環境資源工Ꮫ⛉ ᩍᤵ 

ෆᒣ 一⨾ 㤳㒔大Ꮫᮾி 大Ꮫ㝔 㒔ᕷ環境⛉Ꮫ研究⛉ ᩍᤵ 

ఢ  和ኵ 一般社団法人日本産業機械工業会 会長 

⏣中 ಙ 一般社団法人日本産業機械工業会 ᑓົ理事 

 

審査ＷＧ 

㸦 査㸧 

➉ෆ ᾈኈ 国❧研究開発法人産業技術総合研究ᡤ ࣮ࢠࣝࢿ࢚・環境㡿ᇦ  

 研究ᡓ␎㒊 シ࣮ࣕࢪ࣮ࢿ࣐ࢽ 

㸦委 員㸧 

⏣中 ᖿஓ 国❧研究開発法人産業技術総合研究ᡤ 環境⟶理研究㒊㛛 研究㒊㛛長 

㎮ᕭ ᠇ྖ 国❧研究開発法人産業技術総合研究ᡤ 環境⟶理研究㒊㛛 

環境ᚤ⏕物研究ࣉ࣮ࣝࢢ ᐈ員研究員 

ຍⱱ  ᚭ 国❧研究開発法人産業技術総合研究ᡤ 環境⟶理研究㒊㛛 

資源⢭〇化Ꮫ研究ࣉ࣮ࣝࢢ 上⣭௵研究員 

ྡᮌ  ⛱ 一般社団法人産業環境⟶理༠会 資源・ࣜࣝࢡࢧ促進࣮ࢱࣥࢭ ᡤ長 

㐲⸨小ኴ㑻 一般社団法人産業環境⟶理༠会 人ᮦ⫱成・ฟ∧࣮ࢱࣥࢭ ᡤ長 

㕥ᮌ ᬕග 国❧研究開発法人᪂࣮ࢠࣝࢿ࢚・産業技術総合開発機ᵓ 環境㒊 ⤫ᣓᖿ 

ᰩᒣ 一㑻 一般㈈団法人日本環境⾨⏕࣮ࢱࣥࢭ 技術㢳ၥ 

▼⏣  ㈗ 公┈㈈団法人日本ୗ水㐨᪂技術機ᵓ 資源循環研究㒊 㒊長 

ᗉ野 ᙪ 一般社団法人日本産業機械工業会 ᖖົ理事 
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表彰装置及び応募数・受賞数 
 

 

㸺経済産業大臣賞㸼 
「高㏿ຍᅽᾋ上装置㸦H-DAF シ࣮ࣜࢬ㸧」 ࣀ࢞ࣝ࢜ओ 
 
㸺経済産業省産業技術環境局長賞㸼 
 ओࢢࣥࣜࢽࢪ࢚࣮ࣥ࢜ࢲ 「Ϫ㸧ࢱ࣮ࢯ࢚ࣟᮦ質選ู装置㸦ࢡࢵࢳスࣛࣉ」
 
㸺中小企業庁長官賞㸼  
「ᴃᯈ型ᅛᾮ分㞳装置㸦ス࣮ࣜࣂ࣮ࢭࢺࢵ㸧」 ओ研㟁社

 
㸺日本産業機械工業会会長賞㸼 㸦㸨応募⏦ㄳ᭩受順㸧 

 システムओ࣮ࢠࣝࢿ࢚࣮࣐ࣥࣖ 「シࣙࣥシステム࣮ࣞࢿ࢙ࢪ࣮ࢥࣟࢡ࣐ス࢞࢜ࣂ」
「シࣙࢢࣥࢽ࣮ࣜࢡࢺࢵ装置をලഛした高効⋡廃棄物発㟁ࣛ࣎」 ᪂日㕲ఫ㔠ࢢࣥࣜࢽࢪ࢚ࣥओ 
 NS  タ計ओࢺࣥࣛࣉ
 スओࢥ࣮࣍ 「Z㸧࣮ࢱ࣮ࢺス࣑㸦ࢱࢡࣞࢥࢺス࣑ࣝ࢜スࣞࢱࣝࣇ」
「␃ሪࡁ発⃰⦰装置」 ओࣛࢡࢧࢧ 
 日本ࣜࣥࣇओ 
「භࢵࣇ化◲㯤࢞ス回装置㸦SF6  ࢡࢵス回装置㸧」 ओຍ地テ࢞
 
 

応募数と受賞数 
分    野 応募件数 受賞件数 

大気汚染防止装置 
水質汚濁防止装置 
廃棄物処理装置 
㦁㡢・振ື防止装置 
ᅵተ・地ୗ水汚染ಟ装置 
再資源化装置 
その他環境負荷低減に資する装置 

 3 
 4 
 3 
 0 
 0 
 3 
 2 

2 
3 
1 
0 
0 
2 
1 

合   計  14ͤ 8ͤ 
ͤ複数の分野にわたる応募⏦ㄳがྵまれるため合計್は合いまࢇࡏ。 
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１㸬装置のヲ⣽ㄝ᫂ 
１㸬� ཎ理とᵓ成 

ຍᅽᾋ上法とは、ཎ水中のᠱ濁物質にᚤ⣽気Ἳを╔さࡏて、そのᚤ⣽気Ἳのᾋ力によって

ᠱ濁物質をᾋ上分㞳する上水㸦⏝水㸧や水のΎ化᪉法の一つである。 
ຍᅽᾋ上法のཎ理ᴫᛕ図を図 1 に♧す。ཎ水の一㒊または処理水の一㒊に✵気をῧຍし 0.2

㹼0.5MPa にຍᅽすると、✵気がその㣬和⃰度㏆くまで⁐ゎする㸦㣬和⃰度は水 及びᅽ力に

よりኚ化する㸧。この✵気を⁐ゎさࡏた水をຍᅽ水というが、ຍᅽ水をᛴ⃭にᖖᅽ㏆くまでᡠす

と㐣に⁐ゎした✵気がᚤ⣽な࣮࢚・ࣝࢲࣟࢥ㸦気Ἳᚄ㸸30㹼120μm㸧となってᯒฟし、

このᚤ⣽気Ἳがཎ水中のᠱ濁物質㸦ࢡࢵࣟࣇ㸧に᥋ゐ・╔することにより、ᠱ濁物質がᾋ力

をᚓて、ᾋ上分㞳が可能となる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上水㸦⏝水㸧および水ཎ水中のᠱ濁物質は、一般的にࢻࣟࢥ≧に分ᩓしていることがከ

いので、↓機จ㞟㸦PAC、◲㓟ࢻࣥࣂな㸧や高分Ꮚจ㞟をῧຍしてจ㞟さࢡࢵࣟࣇ、ࡏ

≧にしてから分㞳されるのが一般的であり、この分㞳にຍᅽᾋ上法を㐺⏝するሙ合をจ㞟ຍᅽ

ᾋ上とࡪ。 
จ㞟ຍᅽᾋ上は、ᠱ濁物質⃰度が数༑㹼約༓ mg/L 程度のཎ水に㐺⏝され、10㹼30mg/L 程

度のΎな処理水がᚓられる。 
ຍᅽᾋ上を⏝いた処理システムとしてはձ処理水ຍᅽ法、ղཎ水分ὶຍᅽ法、ճཎ水全㔞ຍ

経済産業大臣賞 

第 43 回 
優秀環境装置 

 ᰴᘧ会社ࣀ࢞ࣝ࢜

Ff－Fa＜0であれば浮上

フロック

気泡

気泡に働く力≒浮力 Fa＝ρVa g
（気泡の重力は小さいため無視できる）

フロックに働く力＝重力－浮力
Ff＝（ρs－ρ）Vf g

ρ ：水の密度
ρs ：フロックの密度
Ｖa ：気泡の体積
Ｖf ：フロックの体積
ｇ ：重力加速度

図 1 ຍᅽᾋ上法のཎ理ᴫᛕ図 
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ᅽ法の 3 つのࢭࣟࣉスがある。このうࡕղ、ճの᪉法はཎ水を┤᥋ຍᅽして✵気を⁐ゎさࡏる

᪉法であるが、ᠱ濁物質がከくྵまれるሙ合、✵気⁐ゎჾでのワまりのၥ㢟➼があり、ຍᅽ水

⏕成の࣮ࣝࣟࢺࣥࢥにᅔ㞴が⏕ࡌることがあるので、ձの処理水ຍᅽ法が一般的に᥇⏝されて

おり、本装置でもこの᪉法を᥇⏝している。 
本装置の࣮ࣟࣇを図 2 に♧す。๓ẁでจ㞟や pH 調ᩚをῧຍし、ࢡࢵࣟࣇᙧ成されたཎ

水はᾋ上ᵴの┤๓でຍᅽ水とΰ合され、ᾋ上ᵴෆにᑟධされる。ᚤ⣽気Ἳが╔することによ

りぢかࡅẚ重が㍍くなったࢡࢵࣟࣇはᾋ上ᵴෆで上᪼し、ス࢝ムとなってᾋ上ᵴ表㠃に⃰⦰さ

れる。⃰⦰されたス࢝ムはᾋ上ᵴ表㠃を᪕回するス࢝ムス࣮࣐࢟によりᥙࡁ取られ、⣔እに

ฟされる。ཎ水➼にྵまれる◁➼のẚ重の大ࡁい⢏Ꮚで、ᾋ上しࡁれずୗ㒊に一㒊ỿ㝆した汚

Ἶは、ྠ ᵝにᾋ上ᵴᗏ㠃を᪕回する汚Ἶス࣮࣐࢟によりᥙࡁ取られ、⣔እにฟされる。また、

ᅛᾮ分㞳された処理水はᾋ上ᵴୗ㒊㞟水⟶から水調ᩚሖを㏻ってฟされる。一᪉、ຍᅽ水

は処理水の一㒊を循環し、✵気⁐ゎࢡࣥࢱで 0.4㹼0.5MPa 程度のᅽ力で✵気をᙉไ的に⁐ࡅ㎸

まࡏることにより⏕成する。ここで⏕成されたຍᅽ水はᾋ上ᵴ┤๓に㓄置された減ᅽᘚにより

大気ᅽまでゎᨺされると、┤ᚄ 30㹼40μm 程度のᚤ⣽気Ἳとしてᯒฟし、ࢡࢵࣟࣇᙧ成された

ཎ水とΰ合される。 
本装置では、ᚑ来のຍᅽᾋ上装置よりもᾋ上ᵴの LV が大ࡁいので、ᾋ上ᵴが㠀ᖖに小型化

され、装置全యとしてもࢺࢡࣃࣥࢥとなる。また、ᾏእでいくつか᥇⏝実⦼のあるᨵⰋ型ຍᅽ

ᾋ上装置とẚ㍑しても、ᾋ上ᵴ LV はྠ➼以上となるので、ス࣮࣌ス࣓ࣜࢺࢵがあり、ᘓタ㈝

の๐減も可能となる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国ෆで᭱もከく᥇⏝されているᚑ来型ຍᅽᾋ上装置のᵴෆの水ὶࢪ࣮࣓図を図 3 に、ᚑ来

型ຍᅽᾋ上装置のᨵⰋ∧として、Ḣ⡿を中心とするᾏእでの᥇⏝実⦼があるᨵⰋ型ຍᅽᾋ上装

図 2 高㏿ຍᅽᾋ上装置࣮ࣟࣇ 

スカムスキマー 

汚泥スキマー 
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置㸦▴ᙧ㸧のᵴෆの水ὶࢪ࣮࣓図を図 4、5 に、本高㏿ຍᅽᾋ上装置のᵴෆの水ὶࢪ࣮࣓

図を図 6 に♧す。いずれの装置においても๓ẁで↓機จ㞟➼ῧຍし、ࢡࢵࣟࣇᙧ成されたཎ

水はᾋ上ᵴの┤๓でຍᅽ水とΰ合され、ᩚὶ⟄ෆ㸦▴ᙧ装置のሙ合は࣮ࣥࢰࢺࢡࢱࣥࢥ㸧でᚤ

⣽気Ἳと᥋ゐ・╔された後、ᾋ上ᵴෆにᑟධされる。この、ᚑ来型装置ではᵴෆのὶれは

図3でグした▮༳のὶれがとなる。すなわࡕ、ᩚ ὶ⟄上㒊からᾋ上ᵴෆにᑟධされたཎ水は、

ᾋ上ᵴのෆ࿘ቨにྥかってὶれ、そこに㐩するとෆ࿘ቨにἢってୗ㝆する。このୗ㝆ὶのὶ㏿

が㏿いと、ᾋ力が༑分でないࢡࢵࣟࣇがୗ㝆ὶにకいෆ࿘ቨのୗ➃を㉺࠼処理水ഃにὶฟする

ため、水質をᝏ化さࡏる。このようにෆ࿘ቨにἢったୗ㝆ὶが᪩くなるのは、ᾋ上ᵴෆにᾋ上

分㞳に⏝されていないࢻࢵࢹス࣮࣌スがከくᏑᅾするからであり、これらのഴྥはὶ㏿を㏿

めようとすれࡤするより㢧ⴭになることから、ᚑ来型装置においては一般的にὶ㏿㸦LV㸧

を 4㹼6m/h 程度にタ定し、それ以上の್とすることはでࡁない。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一᪉、国ෆの実⦼はないが、Ḣ⡿➼ではᚑ来型ຍᅽᾋ上装置のᨵⰋ∧として図 4 のようにᵴ

ෆにᩚὶ装置をタ置したຍᅽᾋ上装置が᥇⏝される࣮ࢣスもある。これは▴ᙧの装置であり、

࿘ቨの一➃から౪⤥されたཎ水は、࣮ࣥࢰࢺࢡࢱࣥࢥでຍᅽ水とΰ合されたのࡕ、ᾋ上ᵴෆに

ᑟධされ、他➃ഃから処理水としてฟされる。このようなᵓ㐀においては、ᾋ上ᵴのᾮ㠃を

ὶれる⿕処理水のὶれは、本高㏿ຍᅽᾋ上装置においてᩚὶ⟄からෆ࿘ቨにྥかってᣑがりな

がらὶれる⿕処理水のὶれより㏿いὶ㏿となる㸦図 5㸧ため、ᾋ上ᵴのὶ㏿を上ࡆたሙ合、㝸

ቨにἢってୗ㝆するୗ㝆ὶ V0 のὶ㏿も㏿くなり、処理がᝏ化しやすい。よってᨵⰋ型ຍᅽᾋ

上装置はᚑ来型とẚ㍑して高 LV で㏻水でࡁるものの、その㏻水 LV は 15㹼30m/h 程度でタ計

されることがከい。また、一般的にྠࡌ処理㔞の装置をタ計するሙ合、▴ᙧ装置の᪉がᙧ装

置よりも高ࢥスࢺになるというㄢ㢟もある。 
  

  

図 3 ᚑ来型ຍᅽᾋ上ᵴෆ水ὶࢪ࣮࣓図 

ᩚὶ⟄ 
ෆ࿘ቨ 
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今回開発を行った高㏿ຍᅽᾋ上装置ではᚑ来型、ᨵⰋ型のㄢ㢟をゎỴすく、ᙧのᾋ上ᵴ

ෆにᩚὶ装置をタ置することにより、さらなる高㏿化を実現さࡏた。ᩚὶ装置をタ置すること

により、ᾋ上ᵴෆのὶれは図 6 でグした▮༳のようになる。ᩚὶ装置上㒊においては、ᾋ上ᵴ

ෆ࿘ቨにἢってὶれるୗྥὶがそのままのὶ㏿で᭱ୗ㒊ὶれることを防止するう࠼、ᩚ ὶ効

果によりᩚὶ装置上ののሙᡤでもࡰᆒ一なὶれとすることがでࡁるため、LV が㏿くても

図 4 ᨵⰋ型ຍᅽᾋ上ᵴෆ水ὶࢪ࣮࣓図 
㸦上㸸㏻ᖖὶ㏿㏻水、ୗ㸸高ὶ㏿㏻水㸧 

図 5 本高㏿ຍᅽᾋ上装置㸦ᕥ㸧とᨵⰋ型ຍᅽᾋ上装置㸦ྑ㸧のᾮ㠃ὶれẚ㍑ 
㸦装置上㒊からぢた図㸧 

ཎ水 ฎ⌮水

加ᅽ水

ᩚὶ⨨

ᚤ⣽気泡ᒙ
䝁䞁䝍ク䝖䝌䞊䞁

㏻ᖖὶ㏿㏻Ỉ 

㧗ὶ㏿㏻Ỉ 

―8―



ᚤ⣽気Ἳをᵴෆに保持することがでࡁる。このため、ᵴෆには、気Ἳ࣮ࣥࢰ、ᩚὶ࣮ࣥࢰとい

うつの࣮ࣥࢰがᙧ成される。気Ἳ࣮ࣥࢰにおいては、ᚤ⣽気Ἳが高ᐦ度に保持されることか

ら、ᩚὶ⟄においてᚤ⣽気Ἳの╔が分でなかったࢡࢵࣟࣇや、ᚤ⣽気Ἳがእれてỿ㝆をጞ

めたࢡࢵࣟࣇ➼にᑐしても、再度ᚤ⣽気Ἳを╔さࡏることが可能となるため、処理能力を大

ᖜにྥ上さࡏることがでࡁる。このように、⿕処理物質の㝖ཤにおいて、ᾋ上ᵴ全యを有効に

⏝することがでࡁるため、装置の小型化、ᾋ上ᵴの高㏿処理が可能となる。また、このᾋ上

ᵴ全యを有効に⏝するという効果は、図 5 でㄝ᫂したように▴ᙧ装置よりもᙧ装置におい

てより㢧ⴭとなるため、本高㏿ຍᅽᾋ上装置はᨵⰋ型ຍᅽᾋ上装置とẚ㍑し、より㏿い LV で

の㏻水が可能となり、かつᘓタࢥスࢺもᚑ来型、ᨵⰋ型とẚ㍑し、大ᖜに低減することがでࡁ

る。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6 高㏿ຍᅽᾋ上ᵴෆ水ὶࢪ࣮࣓図 

ᩚὶ⟄ 

+ 
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今回の開発において᭱も技術の᰾となるᩚὶ装置に関しては、ୗグの㡯目についてࢳࣥ࣋ス

一として、ᩚὶ装、ࡕ実㦂でヲ⣽な᳨ウを行った。このう࣮ࣝࢣスࢺࢵࣟࣃ、実㦂࣮ࣝࢣ

置タ置置について、ࢳࣥ࣋ス࣮ࣝࢣ実㦂機で᳨ウした結果を図 7 に♧す。この結果よりᩚὶ

装置のタ置置㸦ᾋ上ᵴᾮ㠃からの㊥㞳㸸図 6 の H㸧には᭱㐺な್があることがわかった。ᩚ

ὶ装置を㐺ษな置にタ置することにより、ᾋ上ᵴෆに๓㏙の気Ἳ࣮ࣥࢰ、ᩚὶ࣮ࣥࢰをᙧ成

することがでࡁ、高㏿化処理が可能となることがわかった。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸺ᩚὶ装置に関する᳨ウ㡯目㸼 
開ཱྀ⋡ / 小Ꮝᚄ / 小Ꮝ㓄置 / タ置置 / タ置᪉法 / シ࣮ࣝ᪉法 
ཌさ / ᮦ質 etc 

 

さらに、ᩚὶ装置のタ置の他に、以ୗにグ㍕の㒊ရよびᵓ㐀㸦図 8 ཧ↷㸧に関しても᭱㐺化

を実施し、LV㸻20㹼40m/h という高㏿化を実現した。 
また、ྠ に✵気⁐ゎࢡࣥࢱ㸦図 2 ཧ↷㸧ɔ 㐀のぢ┤しにより、✵気⁐ゎ効⋡のᨵၿを図り、

ᚑ来型のࢡࣥࢱᐜ㔞㸦ᚑ来型ࢡࣥࢱ␃㛫㸻5 分㸧の 1/5 となる᪂型✵気⁐ゎࢡࣥࢱ㸦␃

㛫㸻1 分㸧も開発し、ࢺࢡࣃࣥࢥ化およびࢥスࣥ࢘ࢲࢺを㐩成している。 
 

㸺その他᳨ウ㡯目㸼 
ᩚὶ⟄ᵓ㐀 / ᾋ上ᵴධཱྀ㒊ᵓ㐀 / ス࣮࣐࢟ᵓ㐀 / ຍᅽ水ΰ合㒊ᵓ㐀 
減ᅽᘚ etc 

 

 

図 7 ᩚὶ装置タ置置と処理水濁度の関ಀ 

0.0
0.2
0.4
0.6
0.8
1.0
1.2
1.4
1.6
1.8
2.0

ᩚὶ⨨

タ⨨無䛧

650mm 1150mm 2050mm

⃮
度

（
度

）

㸫㏻Ỉ᮲௳㸫 
࣭㏻Ỉ LV㸸42m/h 
࣭㏻Ỉὶ㔞㸸1.6m3/h 
࣭ཎỈ⃮ᗘ㸸2.5 ᗘ 
࣭PAC ὀධ⋡㸸100mg/L 
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１㸬㸰 装置の≉ᚩ 

 本装置の≉ᚩを以ୗにグす。 

 

㸦１㸧タ置㠃✚の大ᖜな⦰小 
・ᚑ来型ຍᅽᾋ上装置とẚ㍑してタ置㠃✚ 75㹼88㸣๐減 
・ᨵⰋ型ຍᅽᾋ上装置とẚ㍑してもタ置㠃✚᭱大 63㸣๐減 

 
㸦㸰㸧タഛ㈝の๐減 

・装置をࢺࢡࣃࣥࢥにすることにより、ᚑ来型ຍᅽᾋ上装置とẚ㍑して 22㹼51㸣低ࢥ

スࢺ化を実現 
  ・ᨵⰋ型ຍᅽᾋ上装置とẚ㍑しても 13㹼49㸣低ࢥスࢺ化を実現 

 

㸦㸱㸧優れた汚Ἶ⃰⦰性 
ຍᅽᾋ上処理においてはᾋ上ス࢝ムをᥙࡁ取る㝿にྠకされる水の㔞をỿ⃦処理のሙ

合とẚ㍑してᑡなくすることがでࡁることから、一般的に汚Ἶ⃰⦰性はỿ⃦⃰⦰とẚ㍑し

てⰋዲとなる。さらに、本装置ではス࣮࣐࢟回㌿㏿度を᭱㐺化することによりᚑ来型、ᨵ

Ⰻ型では 1㸣程度であったί水汚Ἶ⃰度を 2㸣以上に⃰⦰可能である。また、汚Ἶの⬺水

性ᨵၿも可能となることから、後ẁタഛ㸦⃰⦰ᵴ、⬺水機㸧もࢢࣥࢪࢧࣥ࢘ࢲ可能とな

る。 
 
㸦㸲㸧処理水水質のᏳ定 

ᩚὶ装置のタ置によりᾋ上ᵴෆのὶれを᭱㐺化することにより、LV㸻20㹼40m/h の高

LV ㏻水においてもᚑ来型、ᨵⰋ型ຍᅽᾋ上装置とྠ➼の処理水水質をᚓることがでࡁ

図 8 ᳨ウ事㡯 
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る。また、จ㞟ỿ⃦処理ではሙの低水 はࢡࢵࣟࣇのỿ㝆㏿度が低ୗするため処理が

ᝏ化しやすいが、ຍᅽᾋ上処理のሙ合、低水 は✵気⁐ゎ㔞がቑ࠼、౪⤥でࡁるᚤ⣽気

Ἳ㔞もቑ࠼ることからⰋዲな処理が可能となり、年㛫を㏻してᏳ定した処理水水質をᚓる

ことがでࡁる。 
 
㸦㸳㸧⥔持⟶理負ᢸ๐減 

ス࢝ムス࣮࣐࢟にຍ࠼、ᩚὶᯈス࣮࣐࢟、汚Ἶス࣮࣐࢟もഛ࠼ているため、ワまり➼の

ၥ㢟が⏕ࡌることはなく、⥔持⟶理にかかる負ᢸはᑡない。᭱長 3 年半࣓࣮ࣥࣀテࣥࢼス

での㐠㌿実⦼あり。 
 
 
㸰㸬開発経⦋ 
ຍᅽᾋ上装置は、IT ࿘㎶産業や化Ꮫ、▼Ἔ⢭〇、㣗ရ工業、⣬・ࣉࣝࣃ、⧄⥔・染Ⰽ、⮬ື

㌴、࣓࢟ࢵ工業なあらࡺる産業においてከ数᥇⏝されている。その⏝㏵は⣧水〇㐀、㣧ᩱ水

〇㐀ྥࡅの⏝水処理から、✀ࠎの水処理、汚Ἶ⃰⦰のための汚Ἶ処理とከᒱにわたる。 
一般的にຍᅽᾋ上装置はจ㞟ỿ⃦装置のỿ㝆㏿度とẚ㍑してࢡࢵࣟࣇのᾋ上分㞳㏿度が高

いため、タ置ス࣮࣌スをᢚ࠼ることがでࡁ、かつ年㛫を㏻してᏳ定した処理がでࡁるという≉

ᚩを持つ。㏻ᖖのจ㞟ỿ⃦装置が LV㸻0.5㹼1m/h の⠊ᅖでタ計されるのにᑐし、ᚑ来型のຍ

ᅽᾋ上装置は LV㸻4㹼6m/h の⠊ᅖでタ計されることがከいので、タ置ス࣮࣌スは 4㹼12 分の

1 に๐減されるというⅬがある。しかし、㏆年は、≉に⏝地にไ約があるẸ㛫工ሙで大水㔞

を処理するようなሙ合には、ᚑ来型ຍᅽᾋ上装置でもタ置ス࣮࣌スが⭾大となり、㈗重な⏝地

をᾉ㈝ࡊࡏるをᚓず、かつᘓタ㈝が高くなるというㄢ㢟があった。 
 
そこで、これらのㄢ㢟にᑐして、以ୗのような㠉᪂的な技術目標を❧て、高㏿ຍᅽᾋ上装置

H-DAF シ࣮ࣜࢬの開発に╔手した。 
ձ ᾋ上分㞳ᵴ LV㸻20m/h 以上㸦ཎ水࣮࣋ス㸧 
ղ ᘓタ㈝ 20㸣以上๐減㸦ᚑ来型ຍᅽᾋ上装置とẚ㍑して㸧 

 
ᚑ来型装置で㏻水を行うと、๓㏙のようにᵴෆにはᾋ上分㞳にわれないࢻࢵࢹス࣮࣌スが

でࡁ、シ࣮ࣙࣃࢺスのὶれが⏕ࡌる。このような装置でὶ㏿を上ࡆて処理を行おうとすると、

処理水質はᝏ化する。よってᚑ来型ຍᅽᾋ上装置では、LV㸻4㹼6m/h の⠊ᅖで㐠⏝ࡊࡏるを

ᚓない。ᨵⰋ型装置として、▴ᙧᵴෆにᩚὶ装置をタ置したものもᾏእでは一㒊ᑟධされてい

るが、㏻水 LV は᭱大でも 30m/h であり、タ置ࢥスࢺが高いというㄢ㢟がある。これらのㄢ㢟

にᑐし、ᘢ社で開発を進めた高㏿ຍᅽᾋ上装置 H-DAF シ࣮ࣜࢬは、ᚑ来型ຍᅽᾋ上装置の水

のὶれをゎᯒし、水のὶれを࣮ࣝࣟࢺࣥࢥするという発に基づࡁ、ᾋ上ᵴෆにᩚὶ装置を⤌

 。化を可能としたものであるࢺスࢥス・低࣮࣌ことで、高効⋡・省スࡴ㎸ࡳ
開発としては、ࢳࣥ࣋ス࣮ࣝࢣヨ㦂により、ᾋ上ᵴෆにᩚὶ装置をタ置することにより、LV

がᵴෆ平ᆒ LV と➼しくなり、ᚤ⣽気Ἳが上᪼する「ᩚὶ࣮ࣥࢰ」と、気Ἳが高ᐦ度に保持さ

れ、一᪦ୗがったࢡࢵࣟࣇも再ᾋ上する「気Ἳ࣮ࣥࢰ」をᙧ成することで、ᾋ上ᵴෆ全యを↓

㥏なく有効にうことがでࡁることを☜ㄆした。そのう࠼で、㟘ヶᾆί水ሙにおいて、約

15m3/h のࢺࢵࣟࣃヨ㦂㸦ῧ資ᩱ 2㸧により、LV㸻20㹼40m/h という高ὶ㏿᮲件ୗでもᚑ
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来装置ྠ➼の処理水質となることを᳨ドした。本装置は高㏿ຍᅽᾋ上装置㸦ၟရྡ㸸H-DAF
シ࣮ࣜࢬ㸧として 2010 年に 1 ྕ機を実⏝化し、2017 年 3 月現ᅾで 40 基以上の⣡ධ実⦼とな

っている㸦H-DAF シ࣮ࣜࢬ㸸ሪᚄ Ǘ1000㹼3200㸦標‽処理㔞 15㹼160m3/h㸧㸳機✀のシࣜ

 。㸧。以ୗに開発のὶれをグす⛠ྡࢬ࣮
 

2007 年 4 月㹼 高㏿化のための᪤Ꮡ技術調査 
2007 年 9 月㹼 ࢳࣥ࣋ス࣮ࣝࢣ実㦂機による高㏿化技術᳨ウ 
2008 年 6 月㹼 ࢺࢵࣟࣃス࣮ࣝࢣ実㦂機による高㏿化技術᳨ウ 
2009 年 9 月㹼 㟘ヶᾆί水ሙでの実ド実㦂 
2010 年 3 月  実装置ᵝ☜定 

 2010 年 8 月  第一ྕ機⣡ධ 
 
 

㸱㸬独創性 

ᚑ来型ຍᅽᾋ上装置のᨵⰋ∧として、ᵴෆにᩚὶ装置をタ置した▴ᙧのຍᅽᾋ上装置がᾏእ

の一㒊ではᑟධされている。このᨵⰋ型ຍᅽᾋ上装置は㏻水 LV が 15㹼30m/h 程度と、ᚑ来型

装置とẚ㍑すると大ᖜな高㏿化が可能となっているものの、ᘓタࢥスࢺが高いというㄢ㢟があ

る㸦表 3 ཧ↷㸧。そこでᘢ社では、高効⋡・省ス࣮࣌ス・低ࢥスࢺ化をྠに実現すく、

ᙧの高㏿ຍᅽᾋ上装置の開発に╔手した。これは一般的に、ྠ 、処理㔞の装置をタ計するሙ合ࡌ

ᙧ装置の᪉が▴ᙧ装置よりも低ࢥスࢺとなるためである。しかし、༢⣧に▴ᙧ装置でᑟධさ

れているᩚὶ装置をᙧ装置にᑟධしたࡅࡔでは、高㏿化は実現でࡁない。これはᙧ装置の

᪉が▴ᙧ装置とẚてᾋ上ᵴධཱྀ㒊からᾋ上ᵴෆ㒊ཎ水をᆒ➼に分㓄するのが㞴しく㸦∦ὶ

れが⏕ࡌやすく㸧、かつᾋ上ᵴෆ全యのὶれも複㞧となるためである。また、図 7 で♧したよ

うにᩚὶ装置のタ置置も༢⣧に▴ᙧ装置とྠᵝにすれࡤいいというわࡅではなく、ᙧ装置

に㐺したタ置置があることが基♏᳨ウの結果わかった。ᘢ社では、この他にもᩚὶ装置開ཱྀ

⋡、小Ꮝᚄ、小Ꮝ㓄置、ᩚὶ⟄ᵓ㐀、ᾋ上ᵴධཱྀ㒊ᵓ㐀➼、✀ࠎの᭱㐺化を図り、ຍᅽᾋ上装

置の高効⋡・省ス࣮࣌ス・低ࢥスࢺ化を実現した。 
 本装置は、ᙧのຍᅽᾋ上装置を LV㸻20m/h 以上の高㏿処理に㐺⏝したୡ⏺でもึのヨࡳ

であり、ᚑ来型装置、ᨵⰋ型装置とẚ㍑して大ᖜなࢥスࣥ࢘ࢲࢺも㐩成した㠀ᖖに独創的な装

置となっている。 
 
㸲㸬≉チ 
 本装置の関㐃≉チは次のとおりである。 

Ⓩ㘓␒ྕ㸸第 4885169 ྕ / ྡ⛠㸸ᾋ上分㞳装置 
Ⓩ㘓␒ྕ㸸第 5393065 ྕ / ྡ⛠㸸ᾋ上分㞳装置 
Ⓩ㘓␒ྕ㸸第 4825850 ྕ / ྡ⛠㸸ᾋ上分㞳装置、ᩚὶ装置及びᩚὶ装置⏝分ࢭ  ࣝ
Ⓩ㘓␒ྕ㸸第 5697920 ྕ / ྡ⛠㸸ᾋ上分㞳装置 
Ⓩ㘓␒ྕ㸸第 5524775 ྕ / ྡ⛠㸸ᾋ上分㞳装置 
Ⓩ㘓␒ྕ㸸第 5886518 ྕ / ྡ⛠㸸ᾋ上分㞳装置 
Ⓩ㘓␒ྕ㸸第 5497873 ྕ / ྡ⛠㸸ᾋ上分㞳装置 

 

―13―



㸳㸬性能 
 本装置の性能をᚑ来型、ᨵⰋ型ຍᅽᾋ上装置とẚ㍑したものを表1に♧す。本装置はᚑ来型、

ᨵⰋ型ຍᅽᾋ上装置とẚ㍑して、処理水水質ྠ➼で、タ置㠃✚、ス࢝ム⃰度、Ύᤲ㢖度のⅬで、

ୗグのような࣓ࣜࢺࢵがある。 

 

表 1 ᚑ来型㺃ᨵⰋ型装置と本装置の性能ẚ㍑ 

  ᚑ来型ຍᅽᾋ上装置 ᨵⰋ型ຍᅽᾋ上装置 
高㏿ຍᅽᾋ上装置 
H-DAF シ࣮ࣜࢬ 

処理水水質 ྠ➼ 

タ置㠃✚ͤ 100 16.7㹼33.3 12.5㹼25 

ス࢝ム⃰度 㹼1㸣 㹼1㸣 㹼2㸣 

Ύᤲ㢖度 1 年㹼 
半年㹼1 年 

ᩚὶ装置㺃ᗏ㒊ሁ✚ 
汚Ἶ㝖ཤ 

1 年㹼 

ͤᚑ来型を 100 としたሙ合の┦ᑐ್ 
 
 
㸴㸬経済性 
 本装置に関するཎ価をᚑ来型ຍᅽᾋ上装置とẚ㍑したものを表 2 に、ᨵⰋ型装置とẚ㍑した

ものを表 3 に♧す。ࢥスࢺは処理㔞 160m3/h のᚑ来型ຍᅽᾋ上装置㸦Ǘ6300、LV㸻5m/h㸧の

ཎ価を 100 としたሙ合の┦ᑐẚで♧した。ᨵⰋ型ຍᅽᾋ上装置の್はᘢ社のヨ⟬結果である。

ཎ価にはᾋ上ᵴᮦᩱ㈝・〇స㈝・㍺㏦㈝・現ሙ⤌❧㈝をྵࢇでいる。 
 装置規ᶍが大ࡁくなるࢥスࢺࢵ࣓ࣜࣥ࢘ࢲࢺがฟやすく、本タഛのᑟධによりᚑ来型ຍ

ᅽᾋ上装置とẚ㍑して 22㹼51㸣、ᨵⰋ型ຍᅽᾋ上装置とẚ㍑しても 13㹼49㸣のࢥスࢺ๐減を

図れる。なお、本装置のࣛࣥࢥࢢࣥࢽスࢺはᚑ来型、ᨵⰋ型とྠ➼である。 
 

表 2 ᚑ来型装置と本装置の経済性ẚ㍑ 
処理ὶ㔞 
㸦m3/h㸧 

ᚑ来型ຍᅽᾋ上装置 
高㏿ຍᅽᾋ上装置 
H-DAF シ࣮ࣜࢬ 

 ⋠๐減ࢺスࢥ
㸦㸣㸧 

16 23 18 22 

35 36 24 33 

63 50 31 38 

100 70 39 44 

160 100 49 51 
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表 3 ᨵⰋ型装置と本装置の経済性ẚ㍑ 
処理ὶ㔞 
㸦m3/h㸧 

ᨵⰋ型ຍᅽᾋ上装置 
高㏿ຍᅽᾋ上装置 
H-DAF シ࣮ࣜࢬ 

 ⋠๐減ࢺスࢥ
㸦㸣㸧 

16 21 18 13 

35 33 24 27 

63 47 31 34 

100 66 39 41 

160 96 49 49 
ͤ各ࢥスࢺẚ、ࢥスࢺ๐減⋡は小数Ⅼ以ୗをᅄᤞධして表♧。 

 
 

㸵㸬将来性 
ຍᅽᾋ上装置は、IT ࿘㎶産業や化Ꮫ、▼Ἔ⢭〇、㣗ရ工業、⣬・ࣉࣝࣃ、⧄⥔・染Ⰽ、⮬ື

㌴、࣓࢟ࢵ工業なあらࡺる産業においてከ✀ከᵝな⏝㏵で᥇⏝されており、今後も省ス࣮࣌

ス、低ࢥスࢺ化のࢬ࣮ࢽから、ᑟධが期待される装置である。本装置は、≉に省ス࣮࣌ス、低

ࠎており、㏆ࡆ化というほⅬから、ᚑ来型装置、ᨵⰋ型装置とẚ㍑し、ⴭしい発ᒎを㐙ࢺスࢥ

のㄢ㢟である国ෆ工業地ᖏでのᩜ地の☜保、処理ࢥスࢺの低減、Ἶ㔞の๐減➼のࢬ࣮ࢽに応

 。うる㠀ᖖに有ᮃな装置である࠼
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１㸬装置のヲ⣽ㄝ᫂ 
る振ືࡏ上にᆒ一に分ᩓさࣖ࣋ࣥࢥࢺࣝ࣋Ϫのᵓ㐀は、ձ選ูᑐ㇟物を㈓␃しࢱ࣮ࢯ࢚ࣟ

㏉ࡡ㊴ճᑐ㇟物にᙜたり、ࣉࣥࣛࣥࢤࣟࣁղᦙ㏦中のᑐ㇟物に㏆㉥እගを↷ᑕする、ࢲ࣮ࣇ

った㏆㉥እගをࢧࣥࢭでとら࠼スࣝࢺࢡ࣌分ගし、あらかࡌめⓏ㘓されたスࣝࢺࢡ࣌と↷合し、

 。でᵓ成する、ࣝࢬࣀ࢚ᮦ質を高㏿で㆑ูする㆑ูไᚚシステム、մᄇᑕࢡࢵࢳスࣛࣉ
はᖜ᪉ྥにࣝࢬࣀ࢚ 4mm で㓄置しているため、5㹼25mmࢳࢵࣆ の小⢏ᙧを選ูするこ

とが可能である。 
ᚑ来ὶであった選ู᪉ᘧの㟼㟁選ู装置でのㄢ㢟である 2 ✀㢮での選ู、選ูチᐜࢬࢧ

が 4㹼8mm と小さい、汚れにᙅい、ࣛࣉスࢡࢵࢳの選ูᮦ質がኚわるごとに機ჾ調ᩚがᚲ要

➼のၥ㢟をゎỴした。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図࣮ࣟࣇϪのࢱ࣮ࢯ࢚ࣟ

 

 

 

 

 Ϫ実⏝機እほࢱ࣮ࢯ࢚ࣟ

                      

 

 

 

経済産業省 産業技術環境局長賞 

第 43 回 
優秀環境装置 

 ᰴᘧ会社ࢢࣥࣜࢽࢪ࢚࣮ࣥ࢜ࢲ

振ື㺪㺆㺎㺞㺼 
㏆㉥እ⥺ࣛࣥࣉ 

㺒㺏㺎ᄇᑕไᚚ㒊 

㺮㺍㺖㺛㺪㺽㺵㺛㺟㺍㺖 

㏆㉥እ⥺㺜㺻㺙 

㺒㺏㺎㺧㺛㺼㺷 
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大手ᐙ㟁ࣜࣝࢡࢧ事業⪅の選ู実⦼の一 

 

 

᳨ ฟ ᪉ ᘧ ㏆㉥እ⥺ᘧᮦ質㆑  ู
選 ู ᪉ ᘧ ᅽ⦰✵気による྿ࡁ㝆ࢁし 
装置長さ・ᖜ・高 4.7ⅿ×2ⅿ×2.78ⅿ 
ࢥ ࣥ ࣋ ࣖ ᖜ 1,400㹫㹫 
ࢥ ࣥ ࣋ ࣖ ㏿ 度 120㹼170ⅿ/分 
処 理 㔞 0.5㹼0.7㹲/ 
選 ู ⢏ 度 5㹼25㹫㹫 

 Ϫ機ჾᵝࢱ࣮ࢯ࢚ࣟ

 

 

ᐙ㟁ࣜࣝࢡࢧ全యの処理工程の中で、ࣜࣛࣉࣝࢡࢧス࣮࣓࢝ࢡࢵࢳでࢱ࣮ࢯ࢚ࣟϪ 

を 2 ྎった࣐テ࣮ࣜࣟࣇࣝࢡࢧࣜࣝをୗ図に♧す。 
 

䢌䡫䡴䡹䢈䢛䢓 ༢୍ᮦ㉁䝥䝷䚷䠬䠬䚸䠝䠞䠯䚸䠬䠯の㑅ูᐇ⦼

␗≀ ᮦ㉁ ⣧度㻔㻑㻕 ᅇ⋡㻔㻑㻕

〇ရᅇ 䠬䠬 㻥㻥㻚㻥㻡 㻥㻡㻚0

䠝䠞䠯 㻥㻥㻚㻤0 㻤㻥㻚0

䠬䠯 㻥㻥㻚㻡㻡 㻤㻡㻚0

䜶䜰ロ䝋䞊䝍䊢
␗≀䚸䛭の䢈䢛䢓

䢌 䡫䡴䡹䢈 䢛䢓䡹䡽 䡫䡴ရᡭ㑅ูᚋのཎᩱᵓᡂ┿

䢌䡫䡴䡹䢈䢛䢓㻠㻡㼗gのᮦ㉁ᵓᡂ
重㔞㻔㼗g㻕 ẚ⋡㻔㻑㻕

㻝㻝㻚㻞㻤0 㻞㻡㻚㻝㻑

㻥㻚㻢㻢0 㻞㻝㻚㻡㻑

㻞㻚㻡㻣㻡 㻡㻚㻣㻑

㻟㻚㻠㻟㻡 㻣㻚㻢㻑

㻝㻟㻚㻢㻡㻡 㻟0㻚㻟㻑

㻝㻚㻣㻝0 㻟㻚㻤㻑
㻝㻚㻥㻟㻡 㻠㻚㻟㻑

0㻚㻢㻡㻠 㻝㻚㻡㻑 㻥㻚㻤㻑

0㻚0㻟㻞 0㻚㻝㻑
0㻚0㻢㻠 0㻚㻝㻑

ィ 㻠㻡㻚000 㻝00㻚0㻑

㟁⥺

䡭䢕䢌

ᇶᯈ

䠬䠯

䛭の䢈䢛䢓

㯮䢈䢛䢓

䡶䢚䢍㢮䞉㌾㉁䡶䢚䢍

ᮦ㉁

䠬䠬

䠝䠞䠯

䡯䢖䡼䢙╔
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㸰㸬開発経⦋ 

第 34 回優秀環境装置表彰において、ࣛࣉスࢡࢵࢳ選ู装置(ࢱ࣮ࢯ࢚ࣟ)を応募⏦ㄳした経

⦋がある。この平成 20 年ᙜの選ู装置ྡはࢱ࣮ࢯ࢚ࣟϨであり、㌾質⣔ᐜჾໟ装ࣛࣉス

 。ရのᮦ質㆑ูを目的としたものであったࢡࢵࢳ
ᖜ᪉ྥにࣥをࣛࢧࣥࢭ࣮ࣂࣇ⥺Ϩは、㏆㉥እࢱ࣮ࢯ࢚ࣟ 31mm で㓄置し、選ࢳࢵࣆ

ูᑐ㇟物の大ࡁさは 35mm㹼300mm である。それにᑐしࢱ࣮ࢯ࢚ࣟϪは、◳質⣔廃ᐙ㟁ࣉ

ࣛスࢡࢵࢳရのᮦ質㆑ูを目的とした᪂開発であり、㏆㉥እ⥺ࣛ１ྎࢧࣥࢭ࣓ࣛ࢝ࣥをࣥࢥ

はࢳࢵࣆࣝࢬࣀᄇᑕ࢚、中ኸ上㒊に㓄置しࣖ࣋ 4mm でᖜ᪉ྥに 318 ಶ㓄置し、選ูᑐ㇟物

の大ࡁさは 5mm㹼25mm とし、ᮦ質選ู後すࡄにᢲฟ㐀⢏機にᢞධでࡁるᵝである。 

手ゎయ ⣧度ࡰ����

廃ᐙ㟁ࣜࣝࢡࢧ事業⪅

�� ��W�日 ��W�日

���

���

再⏕⏝ ��� ����W�日 ��� ���W�日 3�� ��4W�日

㸦33、3(㸧

ࡴ水にỿࠉࠉ 水にᾋくࠉ

�PP㺏㺻㺞㺼㺎��� �PP㺏㺻㺞㺼㺎���

���W�日 ���W�日

�PP㺓㺎㺨㺼㺎��� �PP㺓㺎㺨㺼㺎���

����W�日 ���W�日

4����㹌㹫3�日 4����㹌㹫3�日

再⏕⏝ ✵気 ✵気

㓄合ẚ⋡タ定 㓄合ẚ⋡タ定

㸿㹀㹑 3�� 㹎㹎 4��

㹎㹑 3�� 㹎㹃 3��

༢一での回⋡ ��� その他 ��� ༢一での回⋡ ��� その他 ���

⣧度 ��� 㯮㺪㺽㺵 ��� ⣧度 ࠉ��� 㯮㺪㺽㺵 ���

$%6 4��W�日 33 3��W�日

ᐙ㟁㒊ရ࣓࣮࣮࢝ 36  4��W�日 3( ���W�日

㸸ཎᩱ廃棄物及び㺶㺙㺐㺖㺷〇ရࠉࠉ

㸸ཎᩱ、㺳㺎㺡㺆㺶㺡㺆、中㛫⏕成物ࠉࠉ

㸸処理工程、機ჾ装置ࠉࠉ

再⏕ᶞ⬡ ᢲฟ㐀⢏機

ᢲฟ㐀⢏機

෭ⶶᗜ

循環型社会のᙧ成

㺪㺽㺵㺛㺟㺍㺖ᮦ質選ู装置 㺪㺽㺵㺛㺟㺍㺖ᮦ質選ู装置

Ϫࢱ࣮ࢯ࢚ࣟ Ϫࢱ࣮ࢯ࢚ࣟ

テࣞࣅ

Ὑ℆機

࣮࣮࣓࢝ࢡࢵࢳスࣛࣉࣜ

㢼力選ู 㢼力選ู

再⏕ࣛࣉ 再⏕ࣛࣉ

༢一ᮦ質選ูࢡࢵࢳスࣛࣉ

ᐙ㟁ရ ◚○・⢊○

㔠ᒓ㢮取እし

重ẚ重ရ
ࣥࢥ࢚

㸦$%6、36、3&、39&㸧
㍍ẚ重ရ

水ẚ重ᕪ選ู

振ືࡩるい 振ືࡩるい

㔠ᒓ㢮
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㸦㸯㸧開発᪨ 
   ᐙ㟁ࣜࣝࢡࢧ工ሙ(全国で A㺃B 計ࣉ࣮ࣝࢢ 48 工ሙ)では、手ゎయで取እし可能なࣛࣉ

スࢡࢵࢳは再⏕⏝されているが、ゎయでࡁないものは約 5㹼25mm に小さく⢊○され࣑

㸦⇞ᩱ化㸧やᇙࣝࢡࢧ࣐࣮ࣜࣝࢧとなり、「その他有価物」としてࢡࢵࢳスࣛࣉスࢡࢵ

❧処分及びᾏእ㍺ฟされている。ᚑ来技術では、再⏝可能な⣧度まで選ูし高㏿・大㔞

に処理する装置は↓く、長㛫の処理か手స業がᚲ要であった。廃ᐙ㟁࣓࣮࢝やࣛࣉスࢳ

ࢡࢵࢳスࣛࣉスရを選ูし༢一ᮦ質のࢡࢵ࣑から、⣽かく⢊○した࣮࣓࢝ࣝࢡࢧࣜࢡࢵ

にࣜࣝࢡࢧしたいとの要ᮃがᙉくあったため装置開発を実施した。 
 

㸦㸰㸧開発目標 
平成 19 年より取り⤌ࢇでࡁた廃ᐙ㟁ࢡࢵ࣑スࣛࣉスࢡࢵࢳから༢一ᮦ質の選ูを行࠼

る実⏝化装置は、選ู処理㔞が 500kg/hr 以上はᚲ要であること、さらに選ู後⣧度が 95%
以ᚲ要であることがわかってࡁた。そのためには、装置を高㏿化し、高㏿化でᮦ質をㄆ㆑

し、高㏿化で࣋ࣥࢥより㣕びฟしたᑐ㇟物を的☜に࢚で選ูする、㸱つのㄢ㢟をゎỴ

することが目的であった。 
 

㸦㸱㸧開発経⦋ 
平成 19 年 11 月 ㏆㉥እ⥺᪉ᘧで 30mm ࢚選ูを行う装置㸦ࢡࢵࢳスࣛࣉの◳質ࢲࣥ

 ϩ㸧開発に╔手ࢱ࣮ࢯࣟ
平成 22 年 11 月 ឡ┴ ࡦ࠼め中小企業応援ࢻࣥࣇ事業 テ࣮࣐「大㔞㎿㏿処理を

可能とする廃棄◳質ࣛࣉスࢡࢵࢳの高⢭度ᮦ質選ู装置の開発」で事

業᥇ᢥ。 
平成 22 年 12 月 ࢻࣥࣇ事業で選ู装置ࢱ࣮ࢯ࢚ࣟϪの技術開発に╔手。 
平成 23 年 6 月 ࢱ࣮ࢯ࢚ࣟϪ実⏝化選ู装置㸦選ู処理㔞 500kg/hr 以上、選ู⣧度

98%以上㸧を成。大手ᐙ㟁ࣜࣝࢡࢧ事業⪅からの廃ᐙ㟁⢊○ရを

い選ูテスࢺを⧞り㏉し実施し、選ู⣧度 98%以上を㐩成。 
平成 24 年 3 月 実⏝機として成さࡏたࢱ࣮ࢯ࢚ࣟϪ１ྕ機をࣛࣉスࢧࣜࢡࢵࢳ

 。事業⪅に⣡ධᤣࣝࢡ
 

なお、本装置は、ࢢࣥࣜࢽࢪ࢚࣮ࣥ࢜ࢲᰴᘧ会社とឡ大Ꮫ大Ꮫ㝔理工Ꮫ研究⛉⏕

産環境工Ꮫᑓᨷ ᒾ本ᖾẶ㸦ᙜ大Ꮫ㝔ຓᩍ㸧が共ྠで開発を行った。それࡒれがᢸᙜ

した開発のෆᐜは次の㏻りである。 
 ᰴᘧ会社㸸ࢢࣥࣜࢽࢪ࢚࣮ࣥ࢜ࢲ・
 ᮦ質選ู装置の機械タ計、㟁気タ計、ไᚚタ計ࢡࢵࢳスࣛࣉ

 
・ᒾ本ᖾẶ㸦ឡ大Ꮫ㸧㸸 
ὶయ力Ꮫの分野で࢚ᄇᑕのᡴ合ࡏを行い、ࣛࣉスࢡࢵࢳをᄇᑕするࢢ࣑ࣥࢱタ定

の᪉法➼ᄇᑕ技術のࣂࢻスをᚓて、ไᚚタ計にάかした。 
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㸱㸬独創性 

㏆㉥እ⥺によりࣛࣉスࢡࢵࢳのᮦ質を㆑ูしࣝࢬࣀ࢚でᑐ㇟物をᄇᑕ選ู装置は、本装置

の他に T 社〇と P 社〇がある。 
   

ダイオーエンジニアリング㈱ T 社 P 社 

材質識別方式 近赤外線式 近赤外線式 近赤外線式 

検出方式 
ハイパースペクトルイメージン

グ分光方式 
ミラーを利用した 
ポイントスキャン方式 

ミラーを利用した 
ポイントスキャン方式 

選別方式 エアノズル噴射方式 エアノズル噴射方式 エアノズル噴射方式 

エアノズルピッチ 4mm 12.5mm 12.5mm 

廃家電硬質プラ選

別納入実績 
6 台 

2 台 
（大手家電メーカ） 

無し 

粉砕プラ形状 
5mm～25mm 
（平均 10mm） 

20mm～40mm 
（選別後、細かく粉砕している） 

無し 

 

10mm ๓後に⢊○した廃ᐙ㟁◳質ࣛࣉスࢡࢵࢳရを㏆㉥እ⥺とࣝࢬࣀ࢚をいᮦ質選ู

しているのはᙜ社の選ู装置のࡳである。T 社は数年๓に大手ᐙ㟁࣓࣮࢝に 2 ྎ⣡ධしている

が、ࣛࣉスࢡࢵࢳᙧ≧は大ࡁく、選ู後に⣽かく⢊○する᪉ᘧである。P 社も㌾質⣔のᐜჾໟ

装ࣛࣉスࢡࢵࢳ選ูを手がࡅるが、小⢏ᚄࣛࣉスࢡࢵࢳ選ูの⣡ධ実⦼はない。 
10mm ๓後に⢊○した◳質ࣛࣉスࢡࢵࢳを選ูするのに、ྠ ➼にẚ㍑でࡁる装置は大手ᐙ㟁

 。後㏙に㟼㟁選ู装置とのẚ㍑を行う、࠼⪄が行っている、㟼㟁選ู装置であると࣮࣓࢝
ᙜ社のࣛࣉスࢡࢵࢳᮦ質選ู装置㸦ࢱ࣮ࢯ࢚ࣟϪ㸧の≉ᚩとして、㏆㉥እ⥺ࢧࣥࢭでᮦ質

ุูされその後 2m/⛊でࣖ࣋ࣥࢥࢺࣝ࣋をࣝࢬࣀ࢚までὶれてくる、100mm の㊥㞳を進ࡴ

㛫の、わずか 0.05 ⛊の㛫にࢱムࣛࢢ↓く正☜にືసし、わずか数 mm の小さな選ูᑐ㇟物

を≺ってᡴࡕⴠとすุู・ືసࢬࣜࢦࣝムである。さらに、正☜にゎᯒされไᚚするࣀ࢚

ฟし中心ཱྀがࡁの྿ࣝࢬ 4mm で㞄᥋するという⦓ᐦなᄇὶไᚚ装置のࢳࢵࣆ 3 つの技術ᵓ成

から成る。 
以๓の㏆㉥እ⥺ࣛࢧࣥࢭࣥは高㏿㆑ูすることは可能であったが、ᮦ質㆑ูを行うࢱ࣮ࢹ

㔞がᑡなかったため㆑ู⢭度にၥ㢟があった。㏆年の㏆㉥እ⥺ࣛࢧࣥࢭࣥは性能がྥ上し、

㆑ู性能もྥ上したが、これを⟶理するシステムも高㏿大㔞処理を要ồされるようになった。

これにᑐ応するため、高㏿ࣜࢱࣝム࣮ࣛࣟࢺࣥࢥを⏝いたࢢ࣑ࣥࣛࢢࣟࣉを行い、0.001
⛊༢での㆑ูࢱ࣮ࢹのᤵ受、ࣝࢬࣀ࢚のಙྕのఏ㐩を可能とし、高㏿・大㔞処理での選

ูを可能とした。 
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 。をୗ図に♧すࢱ࣮ࢹムのἼᙧࢬࣜࢦࣝϪが⏝するᮦ質㆑ูࢱ࣮ࢯ࢚ࣟ

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

�㟷㸸࣏ࣜሷ化ࣝࢽࣅ、㉥㸸ࣥࣞࣆࣟࣉ࣏ࣜ� 

 

ᚑ来ὶであった㟼㟁選ู᪉ᘧは、処理物のࢬࢧがᆒ一で 2 ✀㢮のࢡࢵ࣑スࣛࣉスࢡࢵࢳ

のࡳから選ูするሙ合は優秀な選ู装置である。たࡔし、◚○された処理物のࢬࢧをᆒ一に

しようとしたሙ合、大㔞のࣟスရが発⏕してしまう。また、ࢡࢵ࣑スࣛࣉスࢡࢵࢳは 2 ✀㢮以

上からᵓ成されており、⏝᪉法は㝈定されてしまう。 

これにᑐして㏆㉥እ⥺ᘧࢧࣥࢭを⏝したࢱ࣮ࢯ࢚ࣟϪはࢬࢧの㝈定がᑡなく、複数の

る。これは廃ᐙ㟁、廃⮬ື㌴ࡁの中から௵意のᮦ質を取りฟすことがでࢡࢵࢳスࣛࣉスࢡࢵ࣑

のようにከရ✀から高ရ質にᮦᩱを取りฟしࣜࣝࢡࢧする⏝㏵には㠀ᖖに㐺している。 

 ୗ表に㏆㉥እ⥺を⏝いた選ู装置とᚑ来ὶであった㟼㟁選ู装置とのẚ㍑を♧す。 

 

㡯┠ 
近赤外線式選別⨨ 

エア䝻䝋ー䝍Ϫ 
㟼電選別⨨ 

（᯾大手ጤ家電リ䝃イクルᴗ⪅） 

ᵓ㐀 
近赤外線を利用し、エア䛷௵ព䛾材質プラを

選別䛩る䚹 
ཎᩱプラྠኈをᦶ᧿䛥䛫、ཎᩱを材質䛤䛸䛻䠇䠉

䛻ᖏ電し電ᴟ䛷プラをᘬ䛝ᐤ䛫て選別䛩る䚹 
選別䝃イズ 5～25䡉䡉 4～8䡉䡉（䛣䜜௨ୖ䛿⢭ᗘ䛜ⴠ䛱る） 

選別⢭ᗘ 
⣧㻌 ᗘ䠖85～95䠂 
ᅇ⋡䠖70～90䠂 

⣧㻌 ᗘ䠖90～95䠂 
ᅇ⋡䠖70䠂 

㛗㻌 ᡤ 
䞉ミックスプラ䛻ᑐᛂྍ（௵ព䛾材質） 
䞉選別チᐜ䝃イズ䛾ᖜ䛜大䛝い 
䞉䛒る⛬ᗘ䛾ở䜜䛻ᑐᛂ 

䞉材質䛾分か䛳た㯮Ⰽプラを選別ྍ⬟ 
䞉材質䛻ᖏ電⋡䛾ᕪ䛜䛒䜜䜀近赤外線䛷識別䛷

䛝䛺い䜒䛾䛷䜒選別䛷䛝るྍ⬟ᛶ䛒䜚 

▷㻌 ᡤ 

䞉㯮Ⰽプラ䛾材質選別䛜䛷䛝䛺い 䞉2 ✀㢮䛷䛾選別䛸䛺る䚹䜒しく䛿ᖏ電⋡䛜୍␒㧗

い䜒䛾䛸పい䜒䛾しか選別䛷䛝䛺い 
䞉チᐜ䝃イズᖜ䛜ᑠ䛥い 
䞉プラ䛾材質䛜ኚ䜟る䛤䛸䛻ㄪᩚᚲせ 
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㸲㸬≉チ 

≉チなし 
 

ͤ たࡔし関㐃≉チ及びၟ標Ⓩ㘓は以ୗの㏻り 
１㸧≉チ␒ྕ㸸第 5528014 ྕ / ྡ⛠㸸ࣛࣉスࢡࢵࢳ選ู装置 

ෆᐜ㸸選ู࣋ࣥࢥ上に࢚を྿ࡁかࣛࣉ、ࡅスࢡࢵࢳᮦの㉮行ጼໃをᏳ定化さࡏ

ࢵࢳスࣛࣉる機ᵓを装ഛしたࡏをྠ調さࢻ࣮ࣆス࣋ࣥࢥᮦとࢡࢵࢳスࣛࣉ

 。選ู装置ࢡ
㸰㸧≉チ␒ྕ㸸第 5367145 ྕ / ྡ⛠㸸㯮Ⰽ廃ࣛࣉスࢡࢵࢳのᮦ質選ู装置 

ෆᐜ㸸廃ᐙ㟁➼の㯮Ⰽࣛࣉスࢡࢵࢳのᮦ質を㆑ูする選ู装置 
チၟ標Ⓩ㘓㸸≉チ庁Ⓩ㘓 第≉ۑ 5221819  選ู装置ࢡࢵࢳスࣛࣉ「ࢱ࣮ࢯ࢚ࣟ」ྕ

 

 

㸳㸬性能 
選ูの᪉ᘧ、選ูࢬࢧᙧ≧➼␗なるため、厳ᐦなẚ㍑はᅔ㞴であるが、㟼㟁選ู装置及び

T 社の㏆㉥እ⥺とࣝࢬࣀ࢚᪉ᘧによる選ู装置との性能ẚ㍑をୗグに♧す。 
 

 
ダイオーエンジニアリング㈱ 
近赤外線䠉エアノズル 

大手家電リ䝃イクルᴗ⪅ 
㟼電選別⨨ 

大手家電リ䝃イクルᴗ⪅ 
T 社近赤外線䠉エアノズル 

選別䝃イズ 5～25mm 
4～8mm 
（䛣䜜௨ୖ䛿⢭ᗘ䛜ⴠ䛱る） 

20～40mm 
（選別後䛻細かく粉砕） 

選別⢭ᗘ 
⣧㻌 ᗘ䠖85～95䠂 
ᅇ⋡䠖70～90䠂 

⣧㻌 ᗘ䠖90～95䠂 
ᅇ⋡䠖70䠂（᥎ᐃ） 

⣧㻌 ᗘ䠖᫂ 
ᅇ⋡䠖᫂ 
（選別䛾⢏ᗘ䛜大䛝䛩䛞る） 

選別⎔ቃ 
ᅜෆ䛾ᅄᏘ⎔ቃ䛻䛿ᙳ㡪䛥䜜

䛻くい 
୍ᐃ ᗘ、‵ᗘ䛻ಖ䛳た㒊ᒇ

䛾୰䛷選別䛩るᚲせ䛜䛒る 
ᅜෆ䛾ᅄᏘ⎔ቃ䛻䛿ᙳ㡪䛥䜜

䛻くい 
選別⬟ຊ 

䝁ン䝧䝲㏿ᗘ 
500kg/㛫 

120m/分 
500kg/㛫 

ⴠୗ方式（ⴠୗ㏿ᗘ᫂） 
350kg/㛫 

120m/分 

 
㸦１㸧処理能力・性能 

   廃ᐙ㟁ࢡࢵ࣑スࣛࣉスࢡࢵࢳရから≉に ABS、PS を選ูする。処理㔞は 500㹼700kg/
㛫、選ู⣧度は 85㹼95%、༢一ᮦ質回⋡は 70㹼90%である。 

 

㸦㸰㸧⪏ஂ性、ಙ㢗性 

   平成 24 年 3 月に 1 ྕ機を⣡ධ後、現ᅾまでに 5 社 6 ྎ⣡ධしている。᧯業㛫は約

10 㛫/日であるが、4 ྕ機・5 ྕ機を⣡ධした大手ᐙ㟁ࣜࣝࢡࢧ事業⪅では 24 㛫/
日᧯業を行っており、⣡ධ後 2 年 6 か月経㐣している。大ࡁなࣝࣈࣛࢺはなく、⏝され

ている。 
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㸦㸱㸧᧯స性、⥔持⟶理性、Ᏻ全性 

   㐠㌿᧯సは1㠃のࣝࢿࣃࢳࢵࢱでᐜ᫆に行うことがでࡁ、手 ・ື⮬ື㐠㌿࣮ࣔࢻがある。 
   ᧯業は⮬ື࣮ࣔࢻで「㐠㌿」ࣥࢱ࣎ 1 つをᢲࡤࡏ全య㐠㌿となり、止は「止」

る。選ู装置(2mࡁをᢲす。選ูしたいᮦ質は⏬㠃上でᐜ᫆に選ᢥでࣥࢱ࣎ ᖜ×4.7m 長

×2.78m 高㸧࿘ᅖにᏳ全࣮ࣂ࢝でそいほ㡢ᡬで開㛢でࡁる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㐠㌿⏬㠃の 

  

㸦㸲㸧ࣜࣝࢡࢧ�࣮ࣜࣘス�〇ရのရ質➼ 

   平成 23 年 10 月、ࢱ࣮ࢯ࢚ࣟϪで大手ᐙ㟁ࣜࣝࢡࢧ事業⪅のࢡࢵ࣑スࣛࣉスࢡࢵࢳ

ရから༢一ᮦ質選ูした PP、ABS、PS を、ࣛࣉスࢡࢵࢳ物性分ᯒ機関のᰴᘧ会社 DJK
༓ⴥテ࣮ࢱࣥࢭࣝ࢝ࢽࢡで再⏕ཎᩱの物性分ᯒを行った。以ୗに結果を♧す。 

≀ᛶ分ᯒ㡯┠ 

PP ABS PS 

エア䝻 

䝋ー䝍Ϫ 
䝞ージン  ್

エア䝻 

䝋ー䝍Ϫ 
䝞ージン  ್

エア䝻 

䝋ー䝍Ϫ 
䝞ージン  ್

ձ 
MFR 

（メルト䝣䝻ー䝺ート） 
JIS K-7210 g/10min 40 30 18 21 4.7 5.5 

ղ ᐦᗘ JIS K-7112 g/cm3 0.91 0.91 1.077 1.07 1.05 1.05 

ճ ᭤䛢ᙉ䛥 JIS K-7111 Mpa 36.4 36 73.4 73 59.4 52 

մ ᭤䛢ᙎᛶ⋡ JIS K-7111 Mpa 1,380 1,350 2,460 2,400 2,540 2,400 

յ ᘬᙇ㝆状ᛂຊ JIS K-7162 Mpa 26 45.6 26.8 

ն ᘬᙇ◚ቯᛂຊ JIS K-7162 Mpa 21.3 26 40.5 44 29.2 30 

շ 
䝅ャルピー⾪ᧁᙉ䛥 

（ノッチ᭷） 
JIS K-7111 KJ/m2 5.7 6.5 15 15 11 10 
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ձࣜࣝࢡࢧ〇ရの有⏝性・ရ質 

物性分ᯒ結果から、再⏕したࣛࣉスࢡࢵࢳとࣥࢪ࣮ࣂᮦの物性್はྠࡰ➼である。 

     １ྕ機ᤣ後、⏕産された再⏕ࣛࣉスࢡࢵࢳရを㐀⢏機にかࡅてࢺࢵࣞ࣌化した。

㐀⢏工程もスム࣮ࢬに行࠼た。現≧の再⏕⏝ရの⏝㏵はࣛࣉスࢡࢵࢳ㞧㈌やᘓලෆ

装ᮦ➼の⏝がされている。 

 

ղᏳ全性・↓ᐖ性 

選ู装置で選ูした高⣧度の༢一ᮦ質ࣛࣉスࢡࢵࢳであり↓ᐖである。 

 

ճྠ✀のࣜࣝࢡࢧ〇ရとẚ㍑しての≉長 
他社が㟼㟁選ู装置でᮦ質選ูしている ABS、PS のࣝࣉࣥࢧを、ᙜ社࣮ࢯ࢚ࣟ

Ϫでᮦ質ᵓ成を☜ㄆした結果、⣧度はࢱ 94㹼95%であった。␗✀ᮦ質のࣛࣉスࢡࢵࢳ

がΰධしていたと⪃࠼られる。他社ࣜࣝࢡࢧရとẚ㍑してᙜ社ရは高⣧度であった。 
 

մྠ✀のࣥࢪ࣮ࣂཎᩱ〇ရとẚ㍑しての長ᡤ及び▷ᡤ、୪びに▷ᡤを࣮ࣂ࢝するලయ的

᪉法 
     上表にࢱ࣮ࢯ࢚ࣟϪで選ูしたᐙ㟁要ࣛࣉスࢡࢵࢳの PP 、ABS、PS と࣮ࣂ

ᮦとࣥࢪ࣮ࣂᙉさ、ᙎ性⋡、⾪ᧁᙉさはࡆᮦとの物性分ᯒをẚ㍑している。᭤ࣥࢪ

スࣛࣉ⏝の物性である。㹋㹄㹐(ὶື性)、ᘬᙇ応力はຎってはいるが、再⏕➼ྠࡰ

 。る࠼⪄として⏝⏝㏵はከいとࢡࢵࢳ
 
 
㸴㸬経済性 
 ᚑ来の㟼㟁選ู᪉ᘧと処理㔞 500kg/㛫でẚ㍑すると、ࢥスࢺを低くᢚ࠼られると᥎ され

る。㟼㟁選ู装置は、ᵝが一ษ᫂らかにないないため᥎定್を♧す。T 社の㏆㉥እ⥺ࣀ࢚

 。᪉ᘧ選ู装置とのẚ㍑も᥎定್で♧すࣝࢬ
 

 
ᚑ来装置 

㟼㟁選ู装置 
 Ϫࢱ࣮ࢯ࢚ࣟ

T 社 
㏆㉥እ⥺・࢚ 

 40 40 100 ࢺスࢥシࣕࣝࢽ

装置㈝⏝ 100 50 50 

タ置㈝⏝ 100 30 30 

 60 60 100 ࢺスࢥࢢࣥࢽࣥࣛ

㟁気௦ 100 60 60 

࣓ࣥテࣥࢼス㈝⏝ 100 70 70 
 

現ᅾはࣝࢡࢧ࣐࣮ࣜࣝࢧや༢⣧↝༷・ᇙ❧処分されているものを࣐テࣜࣝに再⏕⏝す

ることがでࡁ、再⏕⏝する分の᪂たな▼Ἔを⏝するᚲ要がなくなる。省資源・省ࢠࣝࢿ࢚

࣮の大ࡁな効果につながると⪃࠼る。 
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の価᱁は約ࢡࢵࢳスࣛࣉスࢡࢵ࣑ 5 /kg と低価᱁であるが、このࢡࢵ࣑スࣛࣉスࢡࢵࢳか

ら高⣧度の༢一ᮦ質のࣛࣉスࢡࢵࢳを選ูすれࡤ、約 110 /kg(ABS のሙ合)の高ຍ価್の

再⏕ࣛࣉスࢡࢵࢳにኚ࠼ることがでࡁる。この再⏕ࣛࣉスࢡࢵࢳを㐀⢏してࢺࢵࣞ࣌ရにする

と約 140 /kg となる。しかしࢺࢵࣞ࣌ࣥࢪ࣮ࣂရは約 190 /kg とさらに高く、再⏕⏝し

ていくためには再⏕ࣛࣉスࢺࢵࣞ࣌ࢡࢵࢳရを成ᙧຍ工しရ質᳨ドを⥅続していくことがᚲ

要である。ࣛࣉスࢡࢵࢳ再⏕事業は 1㹼2 年後には上高が数ಸになるとぢ㎸まれ、ࣛࣉスࢳ

 。るࡁ再⏕⏝が普及し、㞠⏝もఙびることが期待でࢡࢵ
Ϫをࢱ࣮ࢯ࢚ࣟに࣮࣓࢝ࢡࢵࢳスࣛࣉࣝࢡࢧࣜ 1 ྎタ置し、ᐙ㟁ရ要ࣛࣉ ABS、PS、

PP を༢一ᮦ質選ูするሙ合のࢥスࢺ計⟬をୗグに♧す。 
 

〔タ定᮲件〕 

ࣉスࢡࢵ࣑㸧が、廃ᐙ㟁࣮࣓࢝ࣛࣉ㸦࣮࣓ࣜ࢝ࢡࢵࢳスࣛࣉ事業⪅からࣜࣝࢡࢧᐙ㟁ࣜۑ 

ࣛを㉎ධし、༢一ᮦᩱࣛࣉに再⏕し㐀⢏ࢺࢵࣞ࣌化しฟ荷するሙ合とする。 

 㟁⥺、㔠ᒓ➼㸧を㝖ཤ、ࣥࢱࣞ࢘事業⪅で␗物㸦ࣝࢡࢧᐙ㟁ࣜۑ

 /kg 
現≧ࢡࢵ࣑スࣉ  ࣛ 5 
 を㉎ධ 7ࣛࣉスࢡࢵ࣑が࣮࣓࢝ࣛࣉࣜ
ᘬ取㐠㈤ 10 
水ẚ重ᕪ・⢊○・⬺水⇱・㢼力ࡩるい 15 
Ϫでのᮦ質選ࢱ࣮ࢯ࢚ࣟ  ู 15 
㐀⢏ࢺࢵࣞ࣌化 30 
                 計 77 

 。Ϫでは、ᘧ選ูのため水は⏝しないࢱ࣮ࢯ࢚ࣟۑ
業㛫は᧯ۑ 8 㛫/日、年㛫᧯業 276 日、処理㔞 500kg/㛫、ABS、PS、PP ⓑࣛࣉの回

⋡を 88㸣とする。 
 のᮦ質ᵓ成ࣛࣉスࢡࢵ࣑ۑ 

ABS 35㸣 その他ࣉ  ࣛ 2㸣 
PS 25㸣 㯮ࣉ  ࣛ 15㸣 
PP 20㸣 その他 3㸣 

  計  100㸣 
 機ჾື力ۑ 

本య㥑ື࣋ࣥࢥ  ࣖ 2.2kW 次〇ရࣇ  ࣥ 0.5 kW 
振ື1.5 ࢲ࣮ࣇ kW 22.0 ࢧࢵࣞࣉࣥࢥ kW 
㞟ሻ機 2.2 kW ↷᫂ࣛࣥ2.3 ࣉ kW 
ᆶ┤࣋ࣥࢥ  ࣖ 0.4 kW ┙࣮ࢡ  ࣛ 0.4 kW 
循環࣋ࣥࢥ  ࣖ 0.4 kW 0.2 ࢱ࣮ࣄ࣓ࣛ࢝ kW 
一次ࣇࣉࢵࣟࢻ  ࣥ 0.5 kW 12.0 ࣛࣉࢧ࣮࣡ࣃ kW 
次ࣇࣉࢵࣟࢻ  ࣥ 0.5 kW 計  45.1 kW 
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 ༢価ۑ 

 再⏕ࣉ  ࣛ 再⏕ࣥࢪ࣮ࣂ ࢺࢵࣞ࣌価᱁ 
ABS 110 /kg 140/kg 190/kg 
PS 60/kg 90/kg 140/kg 
PP 80/kg 110/kg 160/kg 

 

�

㻌

㛫 
500kg 
ෆヂ 

᧯ᴗ㻌

᪥  ᩘ
༢౯㻌

メリット 
ᖺ㛫㻌

メリット 選別後プラ⏕⏘㔞ෆヂ 

㛫/᪥ kg ᪥/ᖺ /kg ༓/ᖺ 

ABS 4.0  161 

276 

63 
（140-77） 

10,346 500kg×0.35×0.85×4 㛫/᪥×276 ᪥/ᖺ䠙164.2䡐/ᖺ 

PS 2.4  115 
13 

（90-77） 
915 500kg×0.25×0.85×2.4 㛫/᪥×276 ᪥/ᖺ䠙70.4䡐/ᖺ 

PP 1.6  92 
33 

（110-77） 
1,237 500kg×0.20×0.85×1.6 㛫/᪥×276 ᪥/ᖺ䠙37.52䡐/ᖺ 

䛭䛾 
 

132 
 �

832 
䛭䛾䛾選別ṧ´䛿ペ䝺ット䛻䛿䛷䛝䛺い䛜、1 /kg 䛾

᭷౯≀䛸して䝪イラ⇞ᩱ䛸䛩る䚹㻌

（ABS+PS+PP）272䡐㻌 㻌 1,104䠉272䠙832䡐/ᖺ 

ィ 8.0  500 13,330 

 

 ㈝ཎᩱ㉎ධۑ

㈝┠ 䝁スト（༓/ᖺ） ෆヂ 
ཎᩱ㈝ 7,728 リプラメーカ䛜家電リ䝃イクルᴗ⪅か䜙ミックスプラをᖺ㛫1,104t㉎入 

7 /kg×1,104,000kg/年=7,728 ༓ 
 

 ㈝再資源化経ۑ

㈝┠ 䝁スト（༓/ᖺ） ෆヂ 
材㈝ 100 ᾘ⪖ရ 100 ༓/ᖺ䛸䛩る 
ືຊ⇞ᩱ㈝ 837 45.1kw×0.7×8hr×12 /Kwh×276 ᪥/ᖺ=837 ༓ 
ῶ౯ൾ༷㈝ 2,615 タഛ㈝用㻌 35,000 ༓/台×0.9×0.083=2,615 ༓ 

⪏用ᖺᩘ 12 ᖺ㻌 ᐃ㢠ἲ䛻䜘る 
タഛಖ㈝ 800 800 ༓/ᖺ䛸䛩る 

䝁ン䝧䝲䝧ルト 500 ༓/ᖺ、ランプ、電☢ᘚ 300 ༓/ᖺ 
ே௳㈝ 2,500 ᧯ᴗဨ 1 ྡ㻌 2,500 ༓/ᖺ 

ཎᩱ〇ရ䢆䢙䢀䢚䢔䢙䡴䢚సᴗ、๓ฎ⌮(䜅るい䞉㢼ຊ選別）䜒ව䛽るた䜑、

5,000 ༓/ᖺ䞉ྡ䛾 1/2 䛾㓄分䛸䛩る 
䛭䛾 0 ≉䛻無し 

ィ㻌  6,852  
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ᑟ入௨๓䛾⤒㈝ ㈨※ᢏ⾡䞉⨨䞉䝅ス䝔䝮ᑟ入後䛾⤒㈝䛸┈ 

⮬社୰㛫ฎ⌮⤒㈝ 0 ༓/ᖺ ㈨※⤒㈝ 6,852 ༓/ᖺ ⏕ရ㈍入 33,449 ༓/ᖺ 

⏘廃ฎ分㈝ 0 ༓/ᖺ ḟ⏘廃ฎ分㈝ 0 ༓/ᖺ 選別後ṧ´᭷౯≀ 832 ༓/ᖺ 

ཎᩱ㉎入㈝ 0 ༓/ᖺ ཎᩱ㉎入㈝ 8,832 ༓/ᖺ 

ᘬྲྀ㐠㈤ 11,040 ༓/ᖺ 

ィ 0 ༓/ᖺ ィ 26,724 ༓/ᖺ ィ 34,281 ༓/ᖺ 

 

㸸ධ㸫経㈝㸻34,281ࢺࢵ࣓ࣜ ༓/年㸫26,724 ༓/年㸻7,557 ༓/年 
 

 

㸵㸬将来性 

ᚑ来ὶであった㟼㟁選ู᪉ᘧによるᮦ質選ูを行うሙ合、大規ᶍなᜏ ᜏ‵ไᚚの㒊ᒇが

ᚲ要である。さらに汚れにᙅいこと、選ูするチᐜࢬࢧᖜが小さい➼、ᚑ来の㟼㟁選ู᪉ᘧ

ではไ約がணされ、㏆㉥እ⥺᪉ᘧのࢱ࣮ࢯ࢚ࣟϪが今後普及する可能性が高いとᛮわれる。 

として、選ูᄇᑕไᚚ㒊は技術☜❧したため、㆑ูࡅっかࡁϪの開発実⏝化をࢱ࣮ࢯ࢚ࣟ

、Ϫ以እにもࢱ࣮ࢯ࢚ࣟ。な選ู装置実⏝化が可能となるࠎ✀、㒊をධ᭰することでࢧࣥࢭ

᭦なる㔠ᒓ・ࣞࣝࢱ࣓ᮦ質選ู装置の開発や㯮Ⰽࣛࣉスࢡࢵࢳのᮦ質選ู装置の開発がᚲ要

となる。これらのᮦ質選ู装置の開発により、廃ᐙ㟁ရや廃⮬ື㌴、小型ᐙ㟁➼の᭱⤊工程で

大㔞に発⏕する㔠ᒓ・ࣛࣉスࢡࢵࢳΰ合⢊○ရから、選ูᅔ㞴な㯮Ⰽࣛࣉスࢡࢵࢳやࣞࢱ࣓

ࣝもྵࡔࢇ㔠ᒓのᮦ質を、ᘧかつ࣡ࣥス࣮ࣝで高㏿・大㔞に㆑ูし、ᮦ質ẖに回が可能と

なる。 

このため、今までከ㔞にᇙ❧・↝༷なの産廃処分㈝⏝を要していたものが、࣡ࣥス࣮ࣝで

高㏿・大㔞にᮦ質選ูを行い有価な再⏕ရとして⏝でࡁること、及びᘧ処理であり次廃

棄物もなく、ࣛࣉスࢡࢵࢳの再⏝により↝༷処分が要となり CO2 ࡀ低減することから循

環型社会、低Ⅳ⣲社会ᵓ⠏が促進される。 
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�
�
�
�
�
�
�
１㸬装置のヲ⣽ㄝ᫂�
本装置は、㣗ရຍ工工ሙ、␆産㎰ሙ➼で発⏕する汚水をᅛᙧ物㸦汚Ἶ㸧と処理水に分㞳、⬺

水するᴃᯈ型ᅛᾮ分㞳装置である。�
ཎ水は๓ẁでจ㞟によりࢡࢵࣟࣇ㸦�PP 以上㸧がᙧ成された後、本装置にᑟධされ、そ

のうࡕᅛᙧ物はᴃᯈ⩌の回㌿によりฟཱྀᦙ㏦され、ᾮయはス࣮ࣜࣂࢺࢵの㝽㛫を㏻㐣し

分㞳される。�
ᚑ来のᯈ型は、㞄᥋するᯈྠኈの㛫㝸がᗈくᅛᙧ物による目ワまりが発⏕したが、本装

置はᴃᯈを ��r┦ᕪでに㓄置し、ᴃᯈのཱྀᚄをฟ㒊᪉ྥにẁ㝵的に小さくする工

ኵを行い、さらにᴃᯈ⩌の上㒊に࢚シ࣮ࣜࣥࢲᅽᦢഴᩳᯈをタ置することによってᅛᙧ

物の目ワまり防止やᅛᙧ物のྵ水⋡低ୗを㐩成した。また、ᚑ来装置にẚࢺࢡࣃࣥࢥ㸦タ置

㠃✚ ���、重㔞 ���㸧であり、ࢽシࣕࣝࢥスࢥࢢࣥࢽࣥࣛ・ࢺスࢺ共に約半分が๐減可能とな

った。�

    �
�

図 �㸬ᅛᾮ分㞳装置㸦ス࣮ࣜࣂ࣮ࢭࢺࢵ㸧ᵓ㐀ᴫ␎図�
�
�
�

中小企業庁長官賞�

第� ��� 回�
優秀環境装置�

ᰴᘧ会社研㟁社�
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�

図 �㸬ᴃᯈ⩌のᵓ㐀図�
�
ᴃᯈ⩌は ���┦ᕪでタ置されており、�PP㛫㝸に㓄ิされたス࣮ࣜࣂࢺࢵの㛫を回

㌿ᴃᯈが回㌿する。�
回㌿ᴃᯈ⩌がᅛᙧ物をᦙ㏦するともにとス࣮ࣜࣂࢺࢵ㛫を㛢ሰするᅛᙧ物を㝖ཤし、目ワ

りがなくᅛᾮ分㞳が可能である。�
�
�

 �
図�㸬࢚シ࣮ࣜࣥࢲᅽᦢᯈによる⬺水ᵓ㐀�

�
ฟ᪉ྥにྥࡅてᦙ㏦ᴃᯈ⩌ཱྀᚄをẁ㝵的に小さくし、その上㒊に࢚シ࣮ࣜࣥࢲᅽᦢ

ᯈをタ置することで、ᅛᙧ物のྵ水⋡を低ୗさࡏる機ᵓである。�
�

ᴃᯈ⩌�

ᴃ ス࣮ࣜࣂࢺࢵ�
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㸰㸬開発経⦋�
㸦㸯㸧開発᪨�
   ᅛᾮ分㞳装置は、ࣞࣉࢺࣝ࣋ス型、㐲心分㞳型、スࣞࣉ࣮ࣗࣜࢡス型➼が一般的に⏝い

られているが、ࣞࣉࢺࣝ࣋ス型は、ࢁᕸ目ワりᑐ⟇⏝の㏫Ὑίがᚲ要であり、ࢁᕸの

についても↹㞧なస業がᚲ要である。㐲心分㞳型やスࣞࣉ࣮ࣗࣜࢡス型は、大型かつ高重

㔞のために大ᐜ㔞の✌ാ㟁力がᚲ要である。さらに高㏿回㌿㒊のᦶ⪖㒊ᮦの⿵ಟには、⢭

ᐦస業が要ồされる。�
そのため㟁力ᾘ㈝が低く、ࢺࢡࣃࣥࢥで࣓ࣥテࣥࢼスもᐜ᫆でᏳ定的に㐠㌿でࡁる装置

のࢬ࣮ࢽがあり、この要ᮃに応࠼るため開発に╔手した。�
�
㸦㸰㸧開発目標�
   低㟁力、小型化、ಟ理・⿵ಟが⡆༢なࣥࣉ࣮࢜型でかつ高効⋡な⬺水機能をഛ࠼たᅛᾮ

分㞳機装置の開発を目的とした。ලయ的な⬺水性能については、ᚑ来装置�他社ከ重ᯈ型㸧

のᅛᾮ分㞳装置とẚ㍑して以ୗを目指した。�
   ・㣴㇜ሙά性汚Ἶ⬺水࣮࢟ࢣについては、ྵ水⋡を �。るࡏ以上ྥ上さࢺ࣏ࣥ�

・ᾘ化汚Ἶの⬺水࣮࢟ࢣについては、ྵ水⋡を �。るࡏ以上ྥ上さࢺ࣏ࣥ�
・汚濁水の&2'、%2'、ࣥࢧ࣐࢟࣊ࣝࣝࣀ回⋡ ��㸣を �。るࡏ以上ྥ上さࢺ࣏ࣥ�

�
㸦㸱㸧開発経⦋�

㹼平成 ��年 �月� ᴃᯈ型装置の開発�
平成 ��年 �月㹼平成 ��年 �月� ス࣮ࣜࣂࢺࢵのᨵⰋ�
平成 ��年 �月㹼平成 ��年 ��月� �ᅽᦢഴᩳᯈに関する開発࣮ࢲシ࢚ࣜࣥ
平成 ��年 ��月㹼平成 ��年 �月� ᴃᯈᙧ≧のᨵⰋ�
平成 ��年 �月㹼平成 ��年 �月� ᴃᯈᮦ質、ス࣮ࣜࣂࢺࢵのᨵⰋ㸦図 �ཧ↷㸧�
平成 ��年 �月� 第 �ྕ機⣡ධ�

�

�
図 ��回㌿ᴃᯈとᅛ定ス࣮ࣜࣂࢺࢵのᵓ㐀�
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�PP㛫㝸のス࣮ࢧ࣮࣌に ���PPཌᴃᯈをᅛ定し、ス࣮ࣜࣂࢺࢵ㛫を回㌿するᴃᯈ

との᥋ゐをᑡなくして⪏ᦶ⪖をྥ上さࡏ、ᅽᦢᯈからのຍᅽ応力によるたわࡳをᑡなくし

た。�
�
�
㸱㸬独創性�
ᚑ来装置㸦ᯈ型㸧は㞄᥋するᯈとの㛫㝸がᗈいためᅛᙧ物の目ワりがㄢ㢟であった。こ

のၥ㢟をゎỴするためᯈをᴃᯈにし、┦ᕪ ���でにタ置することで㞄᥋ᴃᯈとの

㛫㝸が小さくなり、目ワりをゎᾘすることがでࡁた。�
また、回㌿ᴃᯈとしたことでᅛᙧ物のᦙ㏦能力がྥ上し、処理能力がቑຍしたため装置の

小型化が可能となった。�
さらにᴃᯈ上㒊に࢚シ࣮ࣜࣥࢲのᅽᦢഴᩳᯈをタ置し、かつᦙ㏦ฟཱྀにྥࡅᴃᯈᚄ

をẁ㝵的に小さくすることで、⬺水能力がྥ上した。�
ᅛ定ス࣮ࣜࣂࢺࢵは㏫୕ゅᙧ型のୗ㒊が開いたᵓ㐀యにすることでᅛᙧ物のฟがᐜ᫆になる

と共に、ᴃᯈには⪏ᦶ⪖性⣲ᮦの高◳度㗰を᥇⏝し、ᅽᦢᯈによるᅽ力応力によるたわࡳを

減ᑡさࡏ、⪏ᦶ⪖性をྥ上さࡏた。 

�
�
㸲㸬≉チ�
 本装置の関㐃≉チは次のとおりである。�

≉チ␒ྕ㸸第 �������ྕ � ྡ⛠ ᅛᾮ分㞳装置�
公開␒ྕ㸸≉開 ����������� � ྡ⛠ ᅛᾮ分㞳装置�
実⏝᪂案Ⓩ㘓㸸第 �������ྕ � ྡ⛠ ᅛᾮ分㞳装置�

�
�
㸳㸬性能�
㸦１㸧⬺水性能�

・ά性汚Ἶの⬺水性能㸦㣴㇜ሙのά性汚Ἶ㸧�
�
�
�

�
�
・ᾘ化汚Ἶの⬺水性能㸦㣗ᩱရ〇㐀業のᾘ化汚Ἶ㸧�

ᅛᾮ分㞳装置� ⬺水ྵ࣮࢟ࢣ水⋡�
ᚑ来装置㸦他社ከ重ᯈ型㸧� ��㸣�

本装置� ��㸣�
�
�
�

ᅛᾮ分㞳装置� ⬺水ྵ࣮࢟ࢣ水⋡�
ᚑ来装置㸦他社ከ重ᯈ型㸧� ��㸣�

本装置� ��㸣�
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・水産ຍ工工ሙの汚濁水中%2'、&2'、ࣥࢧ࣐࢟࣊ࣝࣝࣀᢳฟ物回⋡�

計㔞ᑐ㇟� ༢�
ཎ水�
水質�

回ࢁᾮ�
水質�

本装置での�
回⋡�

⏕物⛉Ꮫ的㓟⣲要ồ㔞㸦%2'㸧� PJ�/� ���� ��� �������

化Ꮫ的㓟⣲要ồ㔞㸦&2'㸧� PJ�/� ������ ��� �������

�ᢳฟ物質㔞ࣥࢧ࣐࢟࣊ࣝࣝࣀ PJ�/� ��� ���� �������

�
㸦㸰㸧⪏ஂ性・Ᏻ全性�
  ・本装置は、ᴃᯈを⪏ᦶ⪖性高◳度㗰とし࣓ࣥテࣥࢼス性をྥ上した。�

�〇㐀工ሙの水処理での㸦3+Ҹ���㸧ࣉ㣗ရス࣮ۑ
ᅛᾮ分㞳装置� ᮦ質� ࣓ࣥテࣥࢼス㛫�

ᚑ来装置㸦他社ከ重ᯈ型㸧� ステࣥࣞス 686���� �年㛫�
本装置� 㗰◳度 ���+9� �年㛫�

�
㸦㸱㸧㐠㌿・᧯స性�

    本装置は汚濁水ὶධ㔞にᑐしてจ㞟のẚไᚚ、ᴃᯈの回㌿ไᚚにより⮬ື㐠㌿が

可能である。㏻ᖖの㐠㌿⟶理は、จ㞟と汚濁水をΰ合する応ᵴでのจ㞟物の≧ἣ☜ㄆ、

⡆᫆水分分ᯒჾによる汚濁水ྵ水㔞、⬺水ྵ࣮࢟ࢣ水⋡、分㞳ᾮ水質分ᯒ㸦Ύ度、S+、

&2'㸧のほᐹにより、㐠㌿調ᩚを行う。�
    ㏻ᖖと␗なるኚ化が⏕ࡌたሙ合は、以ୗの㡯目の㐠㌿調ᩚを行う。�

ձ จ㞟のῧຍ㔞�
ղ 応ᵴのᨩᢾ㏿度�
ճ จ㞟物の大ࡁさと分㞳水Ύ度�
մ ࣮࢟ࢣの⬺水に㐺正なྵ型ᅽᦢᯈの࢚シ࣮ࣜࣥࢲᅽ�
յ ᴃᯈの回㌿数�

� �上グのෆ、日ᖖ的に調ᩚする㡯目はձ㹼ճのࡳでありմ、յはึ期タ定に調ᩚすれࡤ、

�。ኚ᭦なく⮬ື㐠㌿が可能であるࢇと
�
㸦㸲㸧࣓ࣥテࣥࢼス�

ᚑ来装置はᐦ㛢ᘧのため、装置をゎయし࣓ࣥテࣥࢼスするᚲ要があるが、本装置は࣮࢜

ࡁスでࣥࢼを取りእして࣓ࣥテࡳのᚲ要がある㒊ရの、ࡁ型のため目どで☜ㄆでࣥࣉ

る。�
本装置の⥔持⟶理には、日ᖖⅬ᳨、定期Ⅼ᳨、࣮࣮ࣝ࣍ࣂ࣮࢜の �㡯目がある。本装置

は、ᵓ㐀がシࣥࣝࣉであり低㏿㐠㌿で可ື㒊分がᑡなく、㥑ື装置はᴃᯈを回㌿する �
ྎのࡳのため、⥔持⟶理はᐜ᫆で㈝⏝もᏳ価である。�

�
�
�
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㸴㸬経済性�
 他社ከ重ᯈ型⬺水機とのẚ㍑㸦ࣛࢻスࣛࢪࢵ⟬処理㔞 ��㹼��NJ�㛫㸧�
�

 �
ᚑ来装置�

㸦他社ከ重ᯈ型㸧�
本装置�

�ࢺスࢥシࣕࣝࢽ ���� ���
装置㈝⏝� ���� ���
タ置㈝⏝� ���� ���

�ࢺスࢥࢢࣥࢽࣥࣛ ���� ���
㟁気௦� ���� ���
�ス௦࢞ ɔ� ɔ�
⸆ရ௦� ���� ����

࣓ࣥテࣥࢼス㈝⏝� ���� ���
�

本装置はᵓ成㒊ရがᑡなく、ࢽシࣕࣝࢥスࢺは ���、タ置㠃✚は ���、重㔞は ���のため、

装置㈝⏝ ���、タ置㈝⏝が ��㸣である。�
ᯈᯛ数は ���、重力 ��� で、ᯈの重なりが↓いᵓ㐀でしかもᴃᯈとス࣮ࣜࣂࢺࢵとの

㝽㛫があり、回㌿負荷がᑡないため㟁気௦も ����である。�
水処理⏝高分Ꮚจ㞟の⸆ရ௦はྠ➼であるが、࣓ ࣥテࣥࢼスは他社がᐦ㛢ᘧのため装置

をゎᨺで �人ð１日㸻�人工数とᯈで �人ð１日㸻�人工数の合計㸻�人工にᑐし、本装

置はࣥࣉ࣮࢜型でᅛ定ス࣮ࣜࣂࢺࢵ�㒊ရを取りእすことで全のス࣮ࣜࣂࢺࢵが取りฟࡏるᵓ

㐀になっており、ᴃᯈをྵめて �人ð�日㸻�人工数でᑐ応でࡁるため、࣓ ࣥテࣥࢼス㈝

⏝は１��である。�
�

㸵㸬将来性�
 㣗ရ関㐃水㸦⤥㣗࣮ࢱࣥࢭ➼のṧ㣤処理、వ汚Ἶ処理㸧、公共ୗ水㐨、研☻水、水性

ሬᩱ、ࣜࢢスࣉࢵࣛࢺ水、廃Ἔ➼ᅛᾮ分㞳、Ἑᕝ†の水質ί化、᥀๐Ἶ水㸦ࣝࢿࣥࢺ工

事、᥀๐工事➼㸧、➼のᕷሙを開ᣅするண定。�
�
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１㸬装置のヲ⣽ㄝ᫂ 
本装置は、ୗ水処理施タ、廃棄物処理施タ、㣗ရ工ሙ、␆産㎰ᐙ➼において発⏕する࢜ࣂ

 。シࣙࣥシステムである࣮ࣞࢿ࢙ࢪ࣮ࢥスを⇞ᩱとして㟁気と 水をే⤥する小型࢞
ᚑ来、࣮ࣞࢿ࢙ࢪ࣮ࢥシࣙࣥシステムは発㟁ฟ力 100㹼1,000kW 規ᶍの大型がከいが、本装

置は発㟁ฟ力 25kW と小型でありながら発㟁効⋡ 32%㸦ᚑ来装置 30%㸧、総合効⋡ 84%㸦ᚑ来

装置 80%㸧を㐩成した。 
また、࢞スの発⏕㔞に応ࡌて複数の装置を㐃結あるいはቑタして⏝することが可能であり

効⋡的な㐠㌿を行うことがฟ来る。 
 
㸦１㸧装置のᵓ㐀 

ձ ෆ㒊ᵓ㐀 
にᚲ要な㒊ရをࢿ࢙ࢪ࣮ࢥჾ➼の⇕、ࢱ࣮࢚ࢪࣛ、ࢱ࣮ࣂࣥ、発㟁機、ࣥࢪ࢚ࣥ

 ࢢࣥࢪ࣮ࢣࢵࣃにࢺࢡࣃࣥࢥ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

第 43 

日本産業機械工業会 会長賞 

回 
優秀環境装置 

 システムᰴᘧ会社࣮ࢠࣝࢿ࢚࣮࣐ࣥࣖ
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ղ ෆ㒊システム࣮ࣟࣇ 
れࡁる。⏝しࡏ循環さからの⇕を水㸭水⇕ჾを経⏤して 水⏝ඛࣥࢪ࢚ࣥ

ない 水はࣛࢱ࣮࢚ࢪからᨺ⇕が可能である。発㟁機から発⏕した㟁力はࢱ࣮ࣂࣥを経

⏤してၟ⏝⣔⤫㏦㟁㸦⣔⤫㐃⣔㸧する。 
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㸦㸰㸧࢞スࣥࢪ࢚ࣥ 
ձ ࣝࢡࢧ࣮࣑ࣛ㸩高⭾ᙇẚの᥇⏝ 
ᚑ来ࣝࢡࢧ㸦ࣝࢡࢧ࣮ࢺࢵ࢜㸧からࣝࢡࢧ࣮࣑ࣛ化によりࣟࢢࣥࣆ࣏ࣥスを低減

し、高⭾ᙇ化することによりࣥࢪ࢚ࣥの⇕効⋡をྥ上さࡏた。 
  ᅽ⦰ẚ 10㸸1 にᑐして⭾ᙇ㈝を 11㸸1 としている。 

 
  ղ ࢞࢜ࣂスᑓ⏝࣮ࢧ࣑࢟とไᚚࣉࢵ࣐の開発 
ス࢞ス機の㒔ᕷ࣮࣋     13A 機にᑐして⇕㔞が半分以ୗの࢞スになるため、࣮ࢧ࣑࢟の࣋

ࢱてⅬⅆࡏとし、あわࢢࣥテࢵࢭのࢳࢵᩱࣜ⇞ࡏさࣥ࢘ࢲࢬࢧ⣔を１࣮ࣜࣗࢳࣥ

 。たࡏさࢻ࣮ࢱをࣜࢢ࣑ࣥ
 
㸦㸱㸧発㟁機 

ᚑ来のྠ期発㟁機から高࿘Ἴ発㟁機にኚ᭦することで省ス࣮࣌ス化㸦0.071 ੑЍ0.026
ੑ 63㸣減㸧、重㔞の低減㸦173kgЍ62kg 64㸣減㸧が実行でࡁた。 
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㸦㸲㸧ࢱ࣮ࣂࣥ㸦ࢹࣥࢥ࣮࣡ࣃシࣙࢼ㸧 
高࿘Ἴ発㟁機の᥇⏝にకい、㸭┤ὶ㸫┤㸭ὶの PCS㸦ࢹࣥࢥ࣮࣡ࣃシࣙࢼ㸧をᦚ

㍕した。また、PCS ᦚ㍕によりࣥࢪ࢚ࣥ回㌿数を 1,750㹼1,900min-1で可ኚすることで高

効⋡㐠㌿を実現した。 
  

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

㸦㸳㸧㟁の複数ྎ୪ิ㐠㌿ 
㏻ᖖには㟁力会社の㟁力⥙と㐃⣔㐠㌿を行い、㟁にはあらかࡌめ選定した⮬❧負

荷⤥㟁することが可能である。また᭱大㸲ྎまでྠ⤥㟁することがฟ来るため、㟁

においてもẚ㍑的ᐜ㔞の大ࡁい負荷タഛの㟁力౪⤥も可能となる。 

 
㸰㸬開発経⦋ 

㸦㸯㸧開発᪨ 
   㒔ᕷ࢞スᕷሙにおࡅる小型࣮ࣞࢿ࢙ࢪ࣮ࢥシࣙࣥ装置の開発・タ計・〇㐀・㈍・࣓ࣥ

テࣥࢼス➼は大手㒔ᕷ࢞ス会社との༠業により、☜実な㈍・࣓ࣥテࣥࢼス手法を☜❧し

ている一᪉で、ୗ水処理施タ、␆産㎰ᐙ、㣗ရ工ሙ、࣐࢜ࣂス࣮ࢱࣥࢭ、廃棄物処理施

タ➼のື᳜物に⏤来する࢞࢜ࣂスや、 Ἠ➼に㝶して発⏕する⮬ᄇ࢞スのᑐ応は、

㢳ᐈからの㈍要ᮃにᑐして㒔度、㒔ᕷ࢞スᵝをᨵ㐀し㈍するというᑐ応を行ってい

た。㸦≉ูᨵ㐀ရ㸧 

高࿘Ἴ発㟁機ฟ力 
AC340V,253Hz 

Ў 
┤ὶ DC390V 

Ў 
AC202V,50/60Hz 
ၟ⏝⣔⤫㐃⣔ 
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㸦㸰㸧開発目標 
ᙜึはあくまでᨵ㐀ရとしての㈍ࡔったが、ᨵ㐀㒊ရの調㐩㐜ᘏや࣓ࣥテࣥࢼス࣓ࢽ

࣮ࣗのᮍᩚഛなのㄢ㢟がᄇฟし、㢳ᐈに㏞ᝨをかࡅる事が発⏕した。そこで、本〇ရ

を正規ၟရとして開発・タ計・〇㐀・㈍し、࣓ࣥテࣥࢼス࣓࣮ࣗࢽについてもᕷሙᑟධ

機のࢱ࣮ࢹを☜ㄆし、࢞࢜ࣂスᵝを標‽化されたࣔࣝࢹとしてᕷሙにᢞධすることと

した。 
 
㸦㸱㸧開発経⦋ 

平成 14 年 2 月 ᕷሙ要ᮃにより㒔ᕷ࢞ス⏝小型࣮ࣞࢿ࢙ࢪ࣮ࢥシࣙࣥ装置をᨵ㐀して

低࣮࢞ࣜࣟ࢝スにᑐ応でࡁるようᨵ㐀し、㈍を行った。㸦≉ูᨵ㐀ရ㸧 
平成 14 年 4 月 ୗ水処理ሙ、࣐࢜ࣂス⏝施タ➼࣮ࣞࢿ࢙ࢪ࣮ࢥシࣙࣥ装置ᑟධ

≧ἣを調査、㢳ᐈのࢢࣥࣜࣄを実施。 
平成 17 年 4 月 㢳ᐈࢢࣥࣜࣄ結果より、低࣮࢞ࣜࣟ࢝スᵝの目標್をさࡔめ、開

発ヨ㦂を開ጞ。 
平成 19 年 4 月㹼 本装置をࣝࢹࣔࢢࣟࢱ࢝として、㝈定㈍を開ጞする。 

ణし、ୗ水処理ሙの࢞࢜ࣂス㸦ᾘ化࢞ス㸧にはシࣟࣥࢧ࢟がྵまれ

るため、㝖ཤ技術が☜❧するまでは、㈍ᑐ㇟を␆産㎰ᐙ、㣗ရ工ሙ、

 。スに㝈定した࢞࢜ࣂ廃棄物処理施タの、࣮ࢱࣥࢭス࣐࢜ࣂ
平成 20 年 2 月㹼 シࣟࣥࢧ࢟㝖ཤ装置の性能᳨ドのため、ᒾ手┴上ί化࣮ࢱࣥࢭ㸦ୗ

水処理施タ㸧で実ドヨ㦂を実施。 
平成 20 年 4 月 ୗ水処理施タでの実ド᳨ドを⤊し、本装置の正ᘧ㈍を開ጞ。 

業⏺の᪂⪺・㞧ㄅ➼で〇ရを大ࠎ的に公開。 
平成 21 年 3 月 第 1 ྕ機⣡ධ。 
平成 24 年 4 月 本装置に㸿㸭㹄࣮ࢧࣥࢭをᦚ㍕し、࣓  。度ኚືの㏣ᚑ性を高めた⃰ࣥࢱ

 
 

㸱㸬独創性 

㸦１㸧低࣮࢞ࣜࣟ࢝スࣥࢪ࢚ࣥの開発 
   ᘢ社ᚑ来システムである㒔ᕷ࢞ス 13A 機を࣮࣋スとし、低࣮࢞ࣜࣟ࢝スにᑐ応するため、

᪂たに࣮ࢧ࣑࢟・ไᚚࣉࢵ࣐を開発した。 
 
㸦㸰㸧㐲㝸┘どシステム㸩࣓ࣥテࣥࢼスయไ 
  ձ 㐲㝸┘どシステム 
   ᚑ来の装置㸸㐲㝸┘どシステムは㒔度、タഛẖにᵓ⠏するため一㈏性がない。 
   本 装 置㸸1984 年から㐠⏝している㐲㝸┘どシステムにより、㐲㝸┘ど࣮ࢱࣥࢭを中

心に全国のᨭ社・ᨭᗑ・Ⴀ業ᡤ、࣓ ࣥテࣥࢼス༠力会社のᑐ応まで一㈏యไ

をᩚഛしている。 
   

ղ ࣓ࣥテࣥࢼスయไ 
   ᚑ来の装置㸸㐲㝸┘どは実施しているが、࣓ࣥテࣥࢼスయไがᩚഛされていないため、

現地調査・㒊ရ調㐩・現地り㎸ࡳ、ᪧまでに１㹼㸱ヶ月程度を要する。 
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   本 装 置㸸㐲㝸┘どとࣜࣥࢡした࣓ࣥテࣥࢼスయไがᩚഛされている。 
⥭ᛴのࣝࣈࣛࢺも、ࣜ 、を中᰾として報共有し࣮ࢱࣥࢭࢺ࣮࣏ࢧࢺ࣮ࣔ

᪩期ᑐ応が可能である。 
          
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
㸦㸱㸧省ࢺࢡࣃࣥࢥ、ࢢࣥࣜࢽࢪ࢚ࣥタ計 
   ᚑ来の装置㸸物件ẖに㒔度、┙タ計や、㟁力会社と᥋続にᚲ要なタഛをタ計しなࡅれࡤ

ならない。 
   本 装 置㸸ࣉ࢜シࣙࣥタ定を㇏ᐩに取りᥞ࠼ることで、省ࢢࣥࣜࢽࢪ࢚ࣥ化を図っ

た。 
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㸦㸲㸧࣓ࣟࣥࣥࢢテࣥࢼスࣝࣂ࣮ࢱࣥ、定㢠࣓ࣥテࣥࢼス 
  ձ ࣓ࣥテࣥࢼスࣝࣂ࣮ࢱࣥ 

他社ᚑ来の装置㸸500㹼2, 000 㛫ෆに㒊ရ・࣓ࣥテࣥࢼスがᚲ㡲。 
本  装  置㸸8, 760 㛫㸦1 年㸧に 1 回、㒊ရ・࣓ࣥテࣥࢼスを実施。 
本装置は 1 年に 1 回の࣓ࣥテࣥࢼスで༑分な装置の発㟁・ 水のฟ力を☜保でࡁる。 

  ղ 定㢠࣓ࣥテࣥࢼス 
   他社ᚑ来の装置㸸年度ẖにᑐ応する࣓ࣥテࣥࢼスのෆᐜがኚわるため、✚ࡳ上ࡆ᪉ᘧを

᥇⏝。 
   本  装  置㸸㒔ᕷ࢞スᵝの〇ရ࣓ࣥテࣥࢼス㸩࢞࢜ࣂスᑐ応の࣓ࣥテࣥࢼス㡯

目により㒔ᕷ࢞スᵝの࣓ࣥテࣥࢼス㸩Șでᑐ応するため、定㢠ไで

ᑐ応が可能。 
㸦㸳㸧複数ྎ㐠㌿ไᚚ 
   他社ᚑ来の装置㸸大型 1 ྎタ置もしくは中型 2㹼4 ྎタ置 

本  装  置㸸᭱大 30 ྎまでタ置が可能。システム࣮ࣛࣟࢺࣥࢥによりྎ数ไᚚ㐠

㌿、࣮ࣟテ࣮シࣙࣥ㐠㌿、ス࣮ࣝࣗࢪࢣ㐠㌿にᑐ応する。࢞スの発⏕

㔞➼に応ࡌたྎ数ไᚚを行うことにより効⋡的な㐠㌿と止ࣜスࢡの

低減。 

     
 
 

㸲㸬≉チ 

 なし 
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㸳㸬性能 
㸦１㸧性能 

小型化したにも関わらず、ᚑ来の装置よりも総合効⋡、発㟁効⋡が高い。 
 

ᙧᘧ 本装置 
ᚑ来の装置 

ᾏእ〇小型 

 シ࣮ࣙࣥࣞࢿ࢙ࢪ࣮ࢥ

㢮ఝ装置 

ࣅ࣮ࢱス࢞ࣟࢡ࣐  ࣥ

定᱁ฟ力 25 kW 70 kW 95 kW 
ᾘ化࢞スᾘ㈝㔞 13.01 Nm3/h 40 Nm3/h 56.51 Nm3/h 
発㟁効⋡ 32 % 30 % 28 % 
 水回効⋡ 52 % 50 % 48 % 
総合効⋡ 84 % 80 % 76 % 
NOx  ್ 300 ppm 350 ppm 30 ppm 
㦁㡢  ್ 62 [dB] 85 [dB] 68 [dB] 

 
㸦㸰㸧⪏ஂ性・Ᏻ全性  
   ᚑ来の装置の⪏ஂ性・Ᏻ全性は社ෆのヨ㦂ሙで⮬᳨査、社ෆ᳨査による᳨ドによって

☜保していた。本装置の⪏ஂ性・Ᏻ全性は、㒔ᕷ࢞スᵝの〇ရに、大手࢞ス会社のヨ

㦂ሙにて⪏ஂヨ㦂を実施し、共ྠ評価を実施した上で、☜保している。 
 
㸦㸱㸧㐠㌿・᧯స性 
   ᚑ来の装置の㐠㌿は┙ഃࣛࢢࣟࣉムのため、㐠㌿タ定のኚ᭦もᑓ㛛員によるタ定ᑐ応が

ᚲ㡲であった。本装置の㐠㌿は、ᾮᬗࣜࣔࣥࢥもしくはࣝࢿࣃࢳࢵࢱを⤌ࡳ㎸ࡔࢇシステ

ム࣮ࣛࣟࢺࣥࢥによって㐠㌿タ定を実施する。タ定もおᐈᵝご⮬㌟で⡆༢にࣝࢿࣃࢳࢵࢱ

によるኚ᭦が可能である。 
 
㸦㸲㸧⥔持⟶理性 
   ᚑ来の装置の⥔持⟶理は、定期Ⅼ᳨以እの✺発的࣮ࣛムはおᐈᵝからの㐃⤡によって

ㄆ㆑していた。本装置の⥔持⟶理は、✺発的な࣮ࣛムもྵめ、㐲㝸┘ど࣮ࢱࣥࢭでᖖ

┘どしており、おᐈᵝと報を共有した≧ែでのᑐ応が可能である。 
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㸴㸬経済性 
  ᙜ社のᚑ来装置とのẚ㍑による。 

  
ᚑ来装置 

㸦ᙜ社ᚑ来装置㸧 
⏦ㄳ装置 ഛ ⪃ 

       ࢺスࢥシࣕࣝࢽ
装置㈝⏝ 20,000[༓] 12,000[༓] ὶ㏻により␗なる 

タ置㈝⏝ 15,000[༓] 15,000[༓] 基♏、ᒓ機ჾ㎸ࡳ 

       ࢺスࢥࢢࣥࢽࣥࣛ
㟁気௦ 㸫 㸫 発㟁㟁力より⤥㟁 

࢞ス分ᯒ㈝⏝ 200[༓㸭年㛫]  要 大防法にヱᙜしない 

⸆ရ௦ 50[༓㸭年㛫]  要 ࣛࢱ࣮࢚ࢪがあり⸆ရ要 

࣓ࣥテࣥࢼス㈝⏝ 8[㸭kWh] 4.5[㸭kWh] ᙜ社ᚑ来機とのẚ㍑ 

㐲㝸┘ど⏝㏻ಙ㈝ 48[༓㸭年㛫] ࣓ࣥテࣥࢼス㈝にྵࡴ   
 
 
㸵㸬将来性 
現ᅾ、経済産業省ᑟの再⏕可能࣮ࢠࣝࢿ࢚の≉ูᥐ置法、ᅛ定価᱁㈙取ไ度㸦FIT ไ度㸧

や、国ᅵ㏻省のୗ水汚Ἶ有効⏝➼の᪉㔪㸦2030 年 30%㸧なᮍ⏝の再⏕可能ࢠࣝࢿ࢚

࣮の有効ά⏝がᨻᗓ᪉㔪でᡴࡕฟされている。 
 
㸦１㸧国ෆᕷሙ 

ձ ୗ水処理施タ㸸約 150 ⟠ᡤ㸩᪂規ᾘ化ᵴᘓタண定約 200 ⟠ᡤ 
   ・国ᅵ㏻省はୗ水処理ሙから発⏕する汚Ἶの有効⏝にᑐして「ୗ水汚Ἶ࣮ࢠࣝࢿ࢚

化技術ࣥࣛࢻ࢞」を⟇定し、汚Ἶ減ᐜの産物であるᾘ化࢞ス有効⏝᥎進がグ

㍕されている。 
・全国約 2,000 ⟠ᡤのୗ水処理施タのෆ、ᾘ化࢞スが発⏕するタഛ㸦ᾘ化ᵴ㸧を保有し

ている処理ሙ施タは 300 ⟠ᡤ、ᮍ⏝⟠ᡤが 150 ⟠ᡤとなっている。 
   ・ᾘ化ᵴの᪂規ᘓタᑐ㇟タഛとなるୗ水処理ሙが全国に約 200 ⟠ᡤ程度Ꮡᅾする。 
   

ղ 産業廃棄物処理施タ・㣗ရ工ሙ➼㸸300 ⟠ᡤ 
   ・㣗ရࣜࣝࢡࢧ法が H25 年 7 月 31 日にᨵ正され、廃棄物からの࣓ࣥࢱ回が┒り㎸

まれた。これにకって約 2700 の㣗ရ事業ᡤがᑐ㇟となるが中小企業がከいため、大

規ᶍなタഛᢞ資が㞴しく、現Ꮡする 300 ⟠ᡤの࢞࢜ࣂス発⏕施タ᭦᪂の㝿、ᑟධタ

ഛのᑐ㇟となる 
   

ճ ಶ人経Ⴀの∾ሙからᰴᘧ型ᘧの大規ᶍ࣮ࣇム㸸100 ⟠ᡤ 
   ・全国に∾ሙ約 20,000 ⟠ᡤがⅬᅾするが、そのṤがಶ人経Ⴀとなるため、大規ᶍな

タഛᢞ資はᮃめない。現Ꮡする 100 ⟠ᡤの࢞࢜ࣂス発⏕施タ᭦᪂の㝿、ᑟධタഛの

―43―



ᑐ㇟となる。 
 

մ ⮬ᄇ࢞ス㸸発㟁タഛᑟධのための㞀ቨがあるが、ᮍ⏝の⮬ᄇ࢞スは国ෆにᏑᅾする。 
   ・⮬ᄇ࢞スを有効⏝するために、㖔ᒣ保Ᏻ法の㑂Ᏺや㖔༊タ定がされている。 

ᅵ地ᡤ有⪅ӆ㖔༊タ定⪅となるため有効⏝の㝿、調ᩚがᚲ要である。 
   ・⮬ᄇ࢞スの有効⏝のために有資᱁⪅の選௵がᚲ㡲となっている。 
     

上㏙の㏻り、ᮍ⏝の࢞࢜ࣂスᕷሙは数ከくᏑᅾし、再⏕可能࣮ࢠࣝࢿ࢚有効ά⏝の国

の᪉㔪とあわࡏて、今後のఙびが期待でࡁる。 
 
㸦㸰㸧ᾏእᕷሙ 
  ձ ᮾ༡ࢪᅪ、中国ᅪ 

  ࣇࣥスのࣥࢼがᙜ社࣓ࣥテ中国からのᘬ合はあるが、そのṤ、ࢻࣥ、ムࢼࢺ࣋

ࣛᩚഛされておらず、᪂規⣡ධはこれからのᑐ応となる。၏一、ྎ‴には PR ⏝ヨ㦂機を

現地で✌ືさࡏた。ྎ‴の㢳ᐈよりෆ♧を㡬いている。ᾏእᕷሙにおいてはᾏእ࣓࣮࣮࢝

とのࢥスࢺ➇தというㄢ㢟があり、大ᖜなఙᙇは㞴しいが、࣓ࣥテࣥࢼス⥙がᵓ⠏でࡁた

 。スを๓㠃にᢲしฟした㈍を実施するࣥࢼより、࣓ࣥテ࢚ࣜ
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１㸬装置のヲ⣽ㄝ᫂�
本装置は、廃棄物処理施タにおいて、廃棄物のもつ࣮ࢠࣝࢿ࢚を回する、「高効⋡廃棄物発

㟁ࣛ࣎」である。廃棄物処理施タでは、廃棄物の⇞↝⇕を気として回し、発㟁に⏝す

るためࣛ࣎がタ置されているが、廃棄物の持つࢲスࢺ成分によりఏ㠃が汚れ、発㔞が低ୗ

する。このため発㟁㔞の᭱大化にྥࣛ࣎、ࡅのఏ㠃性能⥔持、༶ࢲࡕスࢺ㝖ཤ装置の高度化

がồめられている。 

一般的なࢲスࢺ㝖ཤ装置として、高ᅽ気の力でࢲスࢺを㝖ཤする「ス࣮࣮ࣟࣈࢺᘧ」が᥇

⏝されているが、ᗈいタ置✵㛫をᚲ要とし、またࢲスࢺ㝖ཤに⏝する高ᅽ気は、本来発㟁

に⏝でࡁるため、ス࣮࣮ࣟࣈࢺ㐠㌿に発㟁㔞が低ୗするㄢ㢟があった。 

またᄇᑕ気⏤来のࣥࣞࢻや࣮ࣜࢡ気により、ࢡࢵࢱࣥࣞࢻによる水⟶ᦆയや⭉㣗の発

⏕ࣜスࢡもあった。ㄢ㢟を以ୗにまとめる。 

ձ ࢲスࢺ㝖ཤに高ᅽ気を⏝㸦発㟁⏝気をᾘ㈝㸧 

ղ ᄇᑕ気฿㐩⠊ᅖが㝈定的㸦ఏ㠃性能ᝏ化㸻発㟁㔞低ୗ、定期Ύᤲによるᩚഛ㈝ቑ㸧 

ճ 装置が長ᑻ・ከ数でありᗈいタ置✵㛫がᚲ要㸦ᘓタ㈝ቑ㸧 

մ ᄇᑕ気㸦ࢡࢵࢱࣥࣞࢻ㸧によるఏ⇕⟶ᦶ⪖㸦ᩚഛ㈝ቑ㸧 

これらのㄢ㢟をゎỴするため、ྂくからⅆ力発㟁ᡤの低 ⇕ჾで⏝されてࡁた、㗰球

をࣛ࣎上㒊から分ᩓⴠୗさࡏ、㗰球のⴠୗ⾪ᧁによりࢲスࢺを㝖ཤする技術である「シࣙࢵ

ᘧ」を、㞴᫆度の高い高 㡿ᇦまで㐺⏝可能にする装置として☜❧し、この᪉ࢢࣥࢽ࣮ࣜࢡࢺ

ᘧに᭱㐺化したࣛ࣎をᵓ⠏した。効果を以ୗにまとめる。 

ձ ࢲスࢺ㝖ཤに高ᅽ気を⏝㸦発㟁⏝気の☜保㸻ᾘ㈝㟁力の低減㸧 

ղ 全⠊ᅖのࢲスࢺ㝖ཤ可能㸦ఏ㠃性能⥔持㸻発㟁㔞低ୗ防止、定期Ύᤲ要㸧 

ճ ࣛ࣎本య、ࢲスࢺ㝖ཤ装置共ࢺࢡࣃࣥࢥ化㸦ᘓタ㈝低減㸧 

մ ᄇᑕ気㸦ࢡࢵࢱࣥࣞࢻ㸧によるఏ⇕⟶ᦶ⪖ࣜスࢡなし㸦ᩚഛ㈝低減㸧 

本装置はᚑ来装置のス࣮࣮ࣟࣈࢺᘧࣛ࣎にẚ優れたⅬがከく、ࣛ࣎のࢲスࢺ㝖ཤに有

第�

日本産業機械工業会�会長賞�

��� 回�

᪂日㕲ఫ㔠ࢢࣥࣜࢽࢪ࢚ࣥᰴᘧ会社�
�タ計ᰴᘧ会社ࢺࣥࣛࣉ16

優秀環境装置�
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効であり、廃棄物の⇕回⋡ྥ上に㈉⊩でࡁる装置である。 

本装置とᚑ来装置のス࣮࣮ࣟࣈࢺᘧࣛ࣎のẚ㍑を以ୗに♧す。�
 

㸦１㸧装置ᴫ␎図㸦図中のۑ数Ꮠは、次㡯ࢲスࢺ㝖ཤ࣮ࣟࣇཧ↷㸧 

ᚑ来装置 本装置 

 

 

 

㸦㸰㸧ࢲスࢺ㝖ཤ࣮ࣟࣇ 

ᚑ来装置 本装置 

ձ高ᅽ気ᘚ開 

  ඛ➃より高ᅽ気ᄇᑕࣝࢬࣀ ・

ղ気ࣝࢬࣀ๓後進 

 ෆにᤄධ、๓後進㐠㌿ࣛ࣎をࣝࢬࣀ ・

ճࢲスࢺ㝖ཤ 

・ 高ᅽ気の力でࢲスࢺを㝖ཤ 

մ高ᅽ気ᘚ㛢 

・ 高ᅽ気ᘚ㛢 

・ 㝖ཤしたࢲスࢺはୗ㒊よりฟ 

յ㐠㌿㢖度 

・ ไ㝈あり㸦気⏝による発㟁㔞減㸧 

・ 㸴㹼㸶㛫ẖに㐠㌿ 

ձ㗰球ᦙ㏦ 

・ ✵㏦࣡ࣟࣈにてࣛ࣎上㒊㗰球✵㏦ 

ղ㗰球分ᩓ 

・ 㗰球分ᩓ装置にて㗰球分ᩓⴠୗ 

ճࢲスࢺ㝖ཤ 

・ 㗰球の⾪ᧁでࢲスࢺを㝖ཤ 

մ㗰球回 

・ 㗰球分㞳装置で㗰球とࢲスࢺを分㞳 

・ 回した㗰球は再⏝ 

յ㐠㌿㢖度 

・ 㐠㌿ไ㝈なし 

・ １㛫ẖに㐠㌿ 

 

ձ� մ�

ձ�

ղ�

ղ�

ղ�

ղ�

ճ�

ճ�
ղ�

ճ�

ճ�

ճ�

�
高ᅽ気㻌
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㸦㸱㸧≉ᚩ 

   タ置✵㛫を大ᖜに๐減でࡁるࢺࢡࣃࣥࢥな装置でありながら、ス࣮࣮ࣟࣈࢺᘧを上回る

 。なఏ㠃を⥔持し発㟁㔞低ୗを防止࣮ࣥࣜࢡ㝖ཤ効果を発することで、ᖖにࢺスࢲ

ᚑ来装置 本装置 

 ࠚ㝖ཤ機ᵓࢺスࢲ࠙

・ 高ᅽ気によるࢲスࢺ㝖ཤ 

・ 気ࣝࢬࣀをࣛ࣎にᤄධし、ᖜ᪉ྥに

๓後進しながら高ᅽ気をᄇᑕ 

・ 㐠㌿㢖度のไ㝈あり㸦ዎ約㟁力ไ㝈㸧 

эఏ㠃汚れ発⏕㸦発㟁㔞低ୗ㸧 

 ࠚ㝖ཤ性能ࢺスࢲ࠙

・ ᄇᑕ気฿㐩⠊ᅖが㝈定的、全⠊ᅖ㝖ཤ

ᅔ㞴㸦発㟁㔞低ୗ㸧 

 ࠚ㝖ཤ装置タ置✵㛫ࢺスࢲ࠙

・ ス࣮࣮ࣟࣈࢺ装置のタ置✵㛫は、ᤄධす

るࣝࢬࣀ長からࣛ࣎とྠᖜᚲ要 

・ ᄇᑕ高ᅽ気の฿㐩⠊ᅖにより、一定㛫

㝸で複数ྎのス࣮࣮ࣟࣈࢺがᚲ要 

 

 

 ࠚタ置✵㛫ࣛ࣎࠙

・ 水⟶㓄置は気฿㐩に㐺した᱁Ꮚ㓄置 

・ 水⟶ࢳࢵࣆは、ス࣮࣮ࣟࣈࢺᄇᑕ気の

฿㐩⠊ᅖによりỴ定 

 

   

 

 

 ࠚ㝖ཤ機ᵓࢺスࢲ࠙

・ 㗰球⾪ᧁによるࢲスࢺ㝖ཤ 

・ ✵㏦により㗰球ᦙ㏦及び分ᩓ྿㎸ࡳ 

㗰球は水⟶に⾪✺しながら重力ⴠୗ 

・ 㐠㌿㢖度のไ㝈なし 

эᖖにఏ㠃性能⥔持㸦発㟁㔞低ୗ防止㸧 

 ࠚ㝖ཤ性能ࢺスࢲ࠙

・ 水⟶及びഃቨࢲスࢺを全⠊ᅖ㝖ཤ可能 

эఏ㠃性能⥔持㸦発㟁㔞低ୗ防止㸧 

 ࠚ㝖ཤ装置タ置✵㛫ࢺスࢲ࠙

ୗ㒊の㗰球分㞳装置、上㒊の㗰球ࣛ࣎ ・

分ᩓ装置及び✵㏦㓄⟶のࡳ 

・ 㗰球分ᩓ装置及びᆶ┤ᘧࣛ࣎の᥇⏝に

より、１⣔ิでᗈ⠊ᅖな㝖ཤ可能 

・ ス࣮࣮ࣟࣈࢺᘧにẚࢺࢡࣃࣥࢥ 

 ���㝖ཤ装置タ置✵㛫ẚ㸸ࢺスࢲ

 ࠚタ置✵㛫ࣛ࣎࠙

・ 水⟶㓄置は㗰球⾪✺に㐺した༓㫽㓄置 

・ 水⟶ࢳࢵࣆは、㗰球とࢲスࢺ㏻㐣ࢬࢧ

によりỴ定㸦ス࣮࣮ࣟࣈࢺᘧより▷⦰㸧 

    

・ ス࣮࣮ࣟࣈࢺᘧにẚࢺࢡࣃࣥࢥ 

 本యタ置✵㛫ẚ㸸���4ࣛ࣎
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ᚑ来装置 本装置 

࠙タഛࣜスࠚࢡ 

・ 気ࢡࢵࢱࣥࣞࢻによる水⟶ᦆയ 

・ 気฿㐩⠊ᅖにᾘ⪖ရࣟࣉテࢱࢡタ置 

・ 高 ᇦはࣟࣉテࢱࢡᮦ質が高価 

 

࠙タഛࣜスࠚࢡ 

・ 㗰球ࢡࢵࢱによる水⟶ᦆയ 

・ ྿㎸ึࡳ㏿による㗰球㐠ື࣮ࢠࣝࢿ࢚の

高い᭱上ẁにᾘ⪖ရࣟࣉテࢱࢡタ置 

 

㸦㸲㸧発㟁㔞低ୗ防止 

本装置は気⏝であり、かつᚑ来装置にẚᾘ㈝㟁力が低いため㐠㌿㢖度のไ㝈を

受ࡅず発㟁㔞低ୗを防止でࡁる。 

高ᅽ気を⏝するス࣮࣮ࣟࣈࢺは、㐠㌿にᚲ要な気㔞とఏ㠃性能回による気㔞

とをẚ㍑し効⋡的に㐠㌿するᚲ要があり、≉に小型⅔のሙ合には、ス࣮࣮ࣟࣈࢺ㐠㌿の

発㟁㔞低ୗによる㟁力࣮ࣂ࣮࢜ࢻ࣐ࣥࢹ㸦ዎ約㟁力㉸㐣㸧のᠱᛕもあるため、㐠㌿回数が

ไ㝈される。 

本装置は、ス࣮࣮ࣟࣈࢺᘧで⏝していた高ᅽ気を発㟁に⏝でࡁるࡅࡔでなく、㐠

㌿㛫㝸の▷⦰によりఏ㠃汚れをᢚไ可能である。 

図１に㐠㌿㛫㝸とࣛ࣎ฟཱྀ 度のᴫᛕ図を♧す。㐠㌿㛫㝸が▷⦰されるࢲスࢺ

╔をᢚไでࡁるため、ࣛ࣎ฟཱྀ 度の上᪼がᢚไされ、㠃✚ᕪ分の⇕回が期待でࡁる。 

以上により、ᚑ来装置にẚ発㟁㔞低ୗを防止でࡁる。 

⠊ᅖ㻌ࢱࢡテࣟࣉ

⠊ᅖ㻌ࢱࢡテࣟࣉ
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㸰㸬開発経⦋�
・ス࣮࣮ࣟࣈࢺ装置のタ置✵㛫、高ᅽ気⏝及びࢡࢵࢱࣥࣞࢻによるᩚഛ㈝負ᢸなの

ㄢ㢟ゎỴにྥࡅ、᪂たなࢲスࢺ㝖ཤ技術をᶍ⣴ 

・ୡにあるࢲスࢺ㝖ཤ技術を調査しヨ㦂を実施 э ༑分な効果ᚓられず⮬社開発を選ᢥ 

・以ୗのࢺࣉࢭࣥࢥで開発を開ጞ 

ձ ᘓタ㈝๐減 

・ス࣮࣮ࣟࣈࢺ✵㛫の๐減 

・水⟶ࢳࢵࣆの▷⦰によるࢺࢡࣃࣥࢥࣛ࣎化 

ղ ᩚഛ㈝๐減 

・気ࣥࣞࢻを発⏕しない㝖ཤ装置 

・╔ࢲスࢺ㝖ཤ性能のྥ上㸦定期Ύᤲの๐減㸧 

ճ 発㟁㔞ቑ 

・ఏ㠃の経年汚れ防止 

・高ᅽ気⏝ 

 

・ྂくからⅆ力発㟁ᡤの低 ⇕ჾのࢲスࢺ㝖ཤに⏝されてࡁた「シࣙࣥࢽ࣮ࣜࢡࢺࢵ

 ᪉ᘧ」に╔目ࢢ

・廃棄物発㟁ࣛ࣎の高 㡿ᇦまで㐺⏝可能な装置☜❧にྥࡅ開発ຍ㏿ 

 

平成 ��年㹼平成 ��年� �㝖ཤ装置調査ࢺスࢲ
平成 ��年㹼平成 ��年� �ス・タഛᵓ成・ᵝᵓ⠏ࢭࣟࣉỴ定、基本ࢺࣉࢭࣥࢥ
平成 ��年㹼平成 ��年� ᶍ型ヨ㦂㸦㗰球分ᩓ性☜ㄆ、ス᳨ࣉࢵ࣮ࣝࢣウ㸧�
平成 ��年㹼平成 ��年� 実機ணഛヨ㦂㸦㗰球ᦙ㏦・分ᩓࢱ࣮ࢹ取ᚓ、ㄢ㢟ᢳฟ・ᑐ⟇㸧�
平成 ��年� 実機第 �ྕ機施タ受ὀ�
平成 ��年� 実機第 �ྕ機❹工�
平成 ��年� 実機の㐠㌿ࢱ࣮ࢹをඖにᨵⰋ⥅続�

�
なお、本装置は、᪂日㕲ఫ㔠ࢢࣥࣜࢽࢪ࢚ࣥᰴᘧ会社と㹌㹑ࢺࣥࣛࣉタ計ᰴᘧ会社が

共ྠで開発を行った。それࡒれがᢸᙜした開発のෆᐜは次の㏻りである。�

図１ 㐠㌿㛫㝸㸫ࣛ࣎ฟཱྀ 度 ᴫᛕ図 

�㐠㌿ࢢࣥࢽ࣮ࣜࢡࢺࢵシࣙۃ
�㐠㌿࣮ࣟࣈࢺス࣮ۂ

㛫�
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・᪂日㕲ఫ㔠ࢢࣥࣜࢽࢪ࢚ࣥᰴᘧ会社㸸�
基本ࢭࣟࣉス❧案、タഛᵝỴ定、ᶍ型ヨ㦂、実機ヨ㦂、ヨ㦂評価、᭱㐺化�

・㹌㹑ࢺࣥࣛࣉタ計㸸�
タഛヲ⣽タ計、ヨ㦂⿵ຓ、ヨ㦂評価、᭱㐺化�

�
 

㸱㸬独創性 

 シࣙࢢࣥࢽ࣮ࣜࢡࢺࢵᘧ⮬యはᚑ来技術であるが、本装置を廃棄物発㟁ࣛ࣎の高 ᇦまで

㐺⏝するためには、㞴᫆度の高いከくのㄢ㢟をゎỴするᚲ要があった。 

㸦１㸧高 㡿ᇦのᑐ応 

㸫ᚑ来技術は低 㡿ᇦのࡳをᑐ㇟としており、高 ⭉㣗㞺ᅖ気のᑐ応がᚲ要 

࠙独創性ࠚ 

・ᆶ┤ᘧࣛ࣎水⟶⩌㓄置を工ኵし、㗰球྿㎸ࡳ装置を低 㡿ᇦ㓄置 

・⅔ෆ⭉㣗࢞スから装置を保ㆤする㗰球ྤฟ㐽᩿ᘚを開発 

・⏝済ࡳ㗰球の෭༷装置の開発 

 

㸦㸰㸧ࣛࢥࣝࢡࢧࣇスࢺを᭱小化した㗰球ᦙ㏦᪉ᘧの選定と実現 

㸫ᚑ来技術は機械ᦙ㏦ᘧ㸦ࣖ࣋ࣥࢥ㸧であり、ࢥスࢺ高やタഛ✵㛫ከ大 

㸫㐺正㗰球ࢬࢧの᥈ồおよびスࣉࢵ࣮ࣝࢣにྥࡅた㗰球✵㏦ᘧのᵓ⠏ 

࠙独創性ࠚ 

・✵㏦᪉ᘧを᥇⏝ 

・✵㏦によりᚓられた㗰球の㐠ື࣮ࢠࣝࢿ࢚を㗰球分ᩓ性に⏝ 

・✵気㍺㏦⟶１本から、複数ಶᡤに྿㎸ࡳを実現する᪉ྥษ᭰ᘚを開発 

 

㸦㸱㸧㗰球分ᩓ性の実現 

㸫全⠊ᅖࢲスࢺ㝖ཤ可能を実現するための、㗰球をᆒ一分ᩓさࡏる装置のᵓ⠏ 

࠙独創性ࠚ 

・✵㏦により྿ࡁ㎸まれた㗰球を分ᩓする、可ືᘧ⾪✺ᯈを開発 

 

㸦㸲㸧ࢲスࢺと㗰球分㞳性の実現 

㸫分㞳性の☜保 

㸫㗰球回後の再⏝にྥࡅた✵㏦ࣛࣥ㸦ࢱࢡ࢙ࢪࣥᅽ㸧との⦕ษり 

࠙独創性ࠚ 

・ ⪏ஂ性の高い࣓ࣝࣥࣟࢺ᪉ᘧを᥇⏝し、ሢ・㗰球・⅊を分㞳 

・ ✵㏦ࣛࣥとの⦕ษり機能をഛ࠼た、㗰球ษฟしࢲ࣮ࣇを開発 
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㸲㸬≉チ 

 本装置の関㐃≉チは次のとおりである。 

≉チ␒ྕ㸸第 �������ྕ � ྡ⛠㸸シࣙࢢࣥࢽ࣮ࣜࢡࢺࢵ装置およびシࣙࢢࣥࢽ࣮ࣜࢡࢺࢵ装置のシࣙࢺࢵ球回᪉法�
≉チ␒ྕ㸸第 �������ྕ � ྡ⛠㸸࣮࣮ࣟࣜࢱᘧ⢊⢏యษฟ装置�
≉チ␒ྕ㸸第 �������ྕ � ྡ⛠㸸シࣙࢢࣥࢽ࣮ࣜࢡࢺࢵ装置の㗰球回装置及び㗰球回᪉法�
≉チ␒ྕ㸸第 �������ྕ � ྡ⛠㸸シࣙࢢࣥࢽ࣮ࣜࢡࢺࢵ装置の㗰球回装置及び㗰球回᪉法�
≉チ␒ྕ㸸第 �������ྕ � ྡ⛠㸸シࣙࢢࣥࢽ࣮ࣜࢡࢺࢵ⏝のシࣙࢺࢵ球ᩓᕸ装置Bシࣙࢺࢵ球ᩓᕸ᪉法及びࣛ࣎ �࣮
≉チ␒ྕ㸸第 �������ྕ � ྡ⛠㸸シࣙࢢࣥࢽ࣮ࣜࢡࢺࢵ⏝のシࣙࢺࢵ球ᩓᕸ装置Bシࣙࢺࢵ球ᩓᕸ᪉法及びࣛ࣎ �࣮
≉チ␒ྕ㸸第 �������ྕ � ྡ⛠㸸࣮࣮ࣟࣜࢱᘧ⢏యษฟ装置�
≉チ␒ྕ㸸第 �������ྕ � ྡ⛠㸸࣮࣮ࣟࣜࢱᘧ⢏యษฟ装置�
ฟ㢪␒ྕ㸸≉㢪 ����������� � ྡ⛠㸸シࣙࢢࣥࢽ࣮ࣜࢡࢺࢵ⏝のシࣙࢺࢵ球回装置及びࣛ࣎ �࣮

�
㸳㸬性能�
㸦１㸧ࢲスࢺ㝖ཤ性能 

ձ ෆ㒊≧ἣ 

ス࣮࣮ࣟࣈࢺᘧはᄇᑕ気のᙳ㡪がᙅい⠊ᅖにࢲスࢺ╔がṧるが、本装置は定期Ύᤲ

↓しでも目❧った╔はぢ受ࡅられない。 

ᚑ来装置 本装置 

 

࠙ᑐ㇟施タᵝࠚ 

 ᵝ㸸3��Υ���4�㹋3Dࣛ࣎ ・

࠙シࣙࢢࣥࢽ࣮ࣜࢡࢺࢵ㐠㌿᮲件ࠚ 

・ 㐠㌿㛫㸸��PLQ�K��4回�⅔�G 

・ 㗰球౪⤥㔞㸸4�NJ�PLQ 

 ࠚ╔≧ἣࢺスࢲ࠙

・ ✌ാ後㸱年経㐣 

・ 定期Ύᤲなし 

・ 全⠊ᅖに目❧った╔↓し 

 

  

ᄇᑕ気の㻌

ᙳ㡪䛜ᙅい⠊ᅖ㻌

䝎䝇䝖ṧ᭷䜚㻌

―51―



ղ ࢲスࢺ㝖ཤ性能㸦▷期評価㸧�
図 �に �日におࡅるシࣙࢢࣥࢽ࣮ࣜࢡࢺࢵ㐠㌿㸦�回�K㸧とྠ規ᶍ⅔におࡅるス࣮ࣈࢺ

࣮ࣟ㐠㌿㸦�回��K㸧のࣛ࣎ฟཱྀ 度を♧す。シࣙࢢࣥࢽ࣮ࣜࢡࢺࢵはス࣮࣮ࣟࣈࢺにẚ

られ⇕回ࣟスがᑡなく、その分࠼ฟཱྀ 度の上᪼がᢚࣛ࣎、㐠㌿㛫㝸が▷いため

発㔞㸻発㟁㔞をከく☜保でࡁる。�

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ճ ࢲスࢺ㝖ཤ性能㸦長期評価㸧 

図 �に、一年㛫におࡅるࣛ࣎ධ⇕㔞と発㔞の年㛫᥎⛣を♧す。廃棄物処理施タでは、

ごࡳの࣮ࣜࣟ࢝ኚືなධ⇕がኚືするが、ྠࡌධ⇕㔞にᑐする発㔞のኚ化から、ࢲス

�。るࡁ╔によるఏ㠃性能の低ୗを┘どでࢺ
本装置は、年㛫ኚືが小さく、定期Ύᤲ↓しでも長期にΏりఏ㠃が⥔持されていること

が分かる。ẚ㍑として、ス࣮࣮ࣟࣈࢺᘧを᥇⏝している施タの発㔞᥎⛣を図 �に♧す。�
����年 �月から⩣ ����年 �月のࢱ࣮ࢹを♧す。����年 �月と ��月に定期Ύᤲを実施し

ているが、Ύᤲ後から経年によるఏ㠃汚れが発㔞をᚎࠎに低ୗさࡏていることが分かる。�
本装置はᚑ来装置にẚ、長期にΏりᏳ定的にఏ㠃性能を⥔持でࡁるため、発㔞の低

ୗを防止でࡁ、その分発㟁㔞をከく☜保でࡁる。�
� �

�㐠㌿ࢢࣥࢽ࣮ࣜࢡࢺࢵシࣙۃ
���回㸧࢚ࣜ�㐠㌿㸦࣮ࣟࣈࢺス࣮ۂ

図 � 㐠㌿㛫㝸㸫ࣛ࣎ฟཱྀ 度 
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図  ⛣ධ⇕㸫発㔞᥎ࣛ࣎ �

㸦本装置㸧�

図 �⛣ධ⇕㸫発㔞᥎ࣛ࣎ �
㸦ᚑ来装置㸧�
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㸴㸬経済性�
ᚑ来装置とẚ㍑すると、ࣛ࣎およびࢲスࢺ㝖ཤ装置のࢺࢡࣃࣥࢥ化によるࢽシࣕࣝࢥス

が以ୗの㏻ࣥ࢘ࢲࢺスࢥࢢࣥࢽス㈝๐減によるࣛࣥࣥࢼᾘ㈝㟁力低減および࣓ࣥテ、ࣥ࢘ࢲࢺ

り期待でࡁる。 

またఏ㠃性能⥔持による発㟁㔞ቑ㸦「㸳㸬性能」ཧ↷㸧もぢ㎸めるが、ᚑ来装置との定㔞的

ẚ㍑がᅔ㞴なためឡした。 

 ᚑ来装置 本装置 

   ࠚࢺスࢥシࣕࣝࢽ࠙

 ��� ��� ⏝㈝本యࣛ࣎

 �� ��� ⏝㈝㝖ཤ装置ࢺスࢲ

ᘓ⠏物㈝⏝㸦ࣛ࣎本య✵㛫ẚ㸧 ��� �4 

ᘓ⠏物㈝⏝㸦ࢲスࢺ㝖ཤ装置✵㛫ẚ㸧 ��� �� 

   ࠚࢺスࢥࢢࣥࢽࣥࣛ࠙

タഛᩚഛ㈝㸦㗰球ᦆኻ分ྵࡴ㸧 ��� ��� 

ᾘ㈝㟁力ͤ ��� �� 

定期Ύᤲ ��� � 

ͤス࣮࣮ࣟࣈࢺᾘ㈝㟁力は、⏝する高ᅽ気㔞からの発㟁┦ᙜ㔞とした。 

 

ᾘ㈝㟁力๐減効果の一を以ୗに♧す。�
ձ ス࣮࣮ࣟࣈࢺᾘ㈝㟁力㸦ྠ規ᶍ⅔実⦼㸧�

 ���N:K�回ð�回�⅔�G�
㸻� ���N:K�⅔�G�

ղ シࣙࢢࣥࢽ࣮ࣜࢡࢺࢵᾘ㈝㟁力�
 ��N:ð�������K�回ð��回�⅔�G�

㸻� � ��N:K�⅔�G�
ճ ᾘ㈝㟁力ᕪ�

 ձ�㸫�ղ�㸻� ���N:K�⅔�G�
�

մ 年㛫๐減㟁力㔞�
 ���N:K�⅔�Gð���G�年ð�⅔�

㸻� � �������N:K�年�
�
ᾘ㈝㟁力๐減分は廃棄物発㟁として ),7༢価にて㟁可能であり、�
յ 㟁ධቑຍ分�

 �������N:K�年ð���N:K�
㸻� � ����年�

のධᨵၿがぢ㎸める。�
 

㸵㸬将来性�
今後の案件にも㐺⏝ᣑ大中であり、また᪤Ꮡ施タにタ置されているࢲスࢺ㝖ཤ装置をス࣮ࢺ

ᘧにኚ᭦することで、㟁ධや⥔持㈝⏝のᨵၿがぢ㎸めࢢࣥࢽ࣮ࣜࢡࢺࢵᘧからシ࣮ࣙࣟࣈ

る。すでに�施タで、᪤Ꮡ施タに㐺⏝した実⦼がある。 

今後は国ෆࡅࡔでなく、ᾏእについても㐺⏝の可能性があり、大いに期待でࡁる。 
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１㸬装置のヲ⣽ㄝ᫂ 
本装置は、に工స機械ຍ工において発⏕する࣑ࣝ࢜スࢺをᤕ㞟・回する装置であり、

その≉ᚩは小ᚄのከ㐃ࣥࣟࢡࢧを⏝いたࣞࢱࣝࣇスᵓ㐀にある。 
気をᑟධし、⟄ෆ㒊に᪕回ὶを発✵ࡴをྵࢺス࣑ࣝ࢜⟄上㒊の᥋⥺᪉ྥからࣥࣟࢡࢧ

⏕さࡏ㐲心力で࣑ࣝ࢜スࢺを分㞳する。分㞳されたࣝ࢜はࣥࣟࢡࢧୗ㒊からࣥࣞࢻとし

てฟ、Ύί化された✵気は上㒊からࣥࣇを㏻ࡌᨺฟされる。 
なお、ከ㐃ࣥࣟࢡࢧは本数のቑຍと共にᅽ力ࣥࣛࣂスがᔂれ、再㣕ᩓによりᤕ㞟効⋡が低

ୗするᙅⅬがあったが、本装置はࣥࣞࢻ⟶ୗ㒊を水ᑒし、さらに水ᑒ上㒊✵㛫とࣥࣟࢡࢧ

次ഃを㐃㏻⟶で⧅いࡔ独⮬のᅽ力調ᩚ機ᵓによりඞ᭹し高いᤕ㞟性能㸦2ȣm 以上 99%㸧を㐩

成した。また、✵気ᢠが減ったことでᚑ来装置にẚᾘ㈝㟁力を 50%๐減ฟ来る。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 እほ �=࣮ࢱ࣮ࢺス࣑�ࢱࢡࣞࢥࢺス࣑ࣝ࢜スࣞࢱࣝࣇ
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ձ ෆ㒊࣮ࣟࣇ 

ࡔࢇを྾ᘬする。ษ⢊を྾㎸ࢺス࣑ࣝ࢜気と共に✵を㥑ືし機ෆࣥࣇによりࢱ࣮ࣔ

ሙ合はษ⢊受ࡅにてᤕ㞟する。࣑ࣝ࢜スࢺはࢺࢵࢽࣘࣥࣟࢡࢧにて㐲心分㞳され、ᤕ㞟

したࣝ࢜はࣥࣞࢻとして機እ㐃続ฟする。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ղ ᤕ㞟ཎ理 

る。᪕回ὶがୗࡏ上㒊の᥋⥺᪉ྥから気ὶをᑟධし、⟄㒊に᪕回ὶを発⏕さ⟃ࣥࣟࢡࢧ

㝆する㛫に㐲心力で࣑ࣝ࢜スࢺを分㞳する。分㞳したࣝ࢜はࣥࣟࢡࢧୗ㒊よりฟさ

れ、Ύί化された✵気は㌿ὶとなり上᪼しᨺฟされる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ษ⢊受ࡅ 

 ࢺࢵࢽࣘࣥࣟࢡࢧ

 ࣥࣇ

 ࢱ࣮ࣔ
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工స機械のಶูタ置 
 
 
㸰㸬開発経⦋ 
㸦㸯㸧開発᪨ 
   ㏆年ὀ目が㞟まるࣞࢱࣝࣇス࣑ࣝ࢜スࢱࢡࣞࢥࢺᕷሙにおいて、ᚑ来に↓い高機能

�省ࢿ࢚・高ᤕ㞟性能・長ᑑ�な機✀を開発し、シ࢙ᣑ大を図る。 

 
㸦㸰㸧開発目標 

・ᚑ来ẚ ᾘ㈝㟁力���๐減 

・ᤕ㞟性能 �ȣP以上 ���以上 

・目ワまりを㉳こし㞴いᤕ㞟機ᵓのᵓ⠏ 

 
㸦㸱㸧開発経⦋ 

平成 23 年 10 月 ᳨ウ開ጞ 
平成 23 年 12 月 ࣥࣟࢡࢧ㒊ᤕ㞟性能テスࢺ装置〇స 
平成 24 年 1 月 ࣥࣟࢡࢧ㒊基本性能☜ㄆ・ᨵⰋ᳨ウ 
平成 24 年 2 月㹼 5 月 ヨస 1 ྕ機᳨ウ・〇స 
平成 24 年 6 月㹼 8 月 ヨస 1 ྕ機実ド 
平成 24 年 8 月 ࢺࢵࢽࣘࣥࣟࢡࢧᑕฟ成型計⏬ 
平成 24 年 8 月㹼9 月 〇ရ∧ 1 ྕ機〇స 
平成 24 年 10 月 〇ရ∧ 1 ྕ機実ド 
平成 24 年 10 月 ᪂〇ရ᪂⪺発表 
平成 24 年 11 月 JIMTOF2012  ฟရ
平成 24 年 12 月 ࢺࢵࢽࣘࣥࣟࢡࢧᑕฟ成型成 
平成 25 年 1 月 受ὀ開ጞ 
平成 25 年 1 月 第 1 ྕ機⣡ධ 

 
 

  

 ࢱࢡࣞࢥࢺス࣑

工స機械 
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㸱㸬独創性 

ᤕࠎが〇㐀・㈍を行なっているが、各࢝は複数の࣓࣮ࢱࢡࣞࢥࢺス࣑ࣝ࢜スࣞࢱࣝࣇ

㞟機ᵓが␗なる。大ࡁくは「㐲心分㞳ᘧ」「࣑ࢹスࢱᘧ」「ᙉไ⾪✺ᘧ」「回㌿ࢹスࢡᘧ」に

分㢮ฟ来る。 

᪉ᘧ ᤕ㞟機ᵓ 省ࢿ࢚ 高ᤕ㞟効⋡ 長ᑑ 

㐲心分㞳ᘧ 

ከ㐃ࣥࣟࢡࢧ 
小ᚄࣥࣟࢡࢧをከ㐃㓄置 ۑ ۑ ۑ 

㐲心分㞳ᘧ 

༢యࣥࣟࢡࢧ 
大ᚄۑ ڹ ۑ ࣥࣟࢡࢧ 

 ᘧࢱス࣑ࢹ
㔠ᒓ➼の࣓ࢵシࣗᵓ㐀యによる

ℐ㐣 
 ڹ � ۑ

ᙉไ⾪✺ᘧ 
ฟཱྀ➼ὶ㏿の᪩い気ὶをࣥࣇ

⾪✺ᯈࡪつࡅてᤕ㞟 
 ڹ ۑ �

回㌿ࢹスࢡᘧ 
回㌿┙にスࣜࢺࢵをタࡅ、㏻㐣

に┙⾪✺ᤕ㞟 
 � ۑ �

 

ከ㐃ࣥࣟࢡࢧᘧを᥇⏝しているのは本装置ࡅࡔであり、၏一「省ࢿ࢚」「高ᤕ㞟効⋡」「長

ᑑ」の୕つを実現している。たࡔし、㏻ᖖのከ㐃ࣥࣟࢡࢧは、ࣥࣟࢡࢧ本数のቑຍと共

に再㣕ᩓ、ࣥࣛࣂスኚືによりᤕ㞟効⋡が低ୗするᙅⅬを有する。しかし、本〇ရは独⮬のᅽ

力調ᩚ機ᵓによりそのᙅⅬをඞ᭹しているⅭ、高ᤕ㞟効⋡を実現ฟ来た。 

まず、ࣥࣞࢻ⟶ୗ㒊を水ᑒすることで再㣕ᩓを防いࡔ。しかし、これࡅࡔでは࣑ࣝ࢜スࢺ

᪕回ὶにࣥࣟࢡࢧくなり、水が上᪼しᑒᾮがࡁᢠがቑすと負ᅽが大ࡳの྾㎸ࢱࢡࣞࢥ

って㣕ᩓしてしまう。そこで水ᑒ上㒊✵㛫とࣥࣟࢡࢧ次ഃとを⧅ࡄ㐃㏻⟶をタࡅることに

より、負ᅽがࣝࢭࣥࣕ࢟されて水は一定以上には上᪼しなくなる。なおᑒᾮは、ᤕ㞟する࢜

されるので࣮ࣟࣇ࣮ࣂ࣮࢜ࡅࡔᤕ㞟によりቑຍした㔞、ࡤࡅものをணめ‶たしておࡌとྠࣝ

ᾮ㔞⟶理の↹わしさは↓い。本技術は国㝿ฟ㢪中である。 
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㸲㸬≉チ 

 本装置の関㐃≉チは次のとおりである。 

国㝿公開␒ྕ㸸WO2014061201A1 / ྡ⛠㸸ࣥࣟࢡࢧࢳ࣐ࣝᘧࢱࢡࣞࢥ 
ฟ㢪ඛ㸸日本、࣮ࣚࣟࣃࢵ、㡑国、中国、ࢱ㸦⡿国、ྎ‴については≉チ取ᚓ㸧 
⡿国≉チ␒ྕ㸸第 8,945,290 ྕ 
ྎ‴≉チ␒ྕ㸸I-517904 

 

 

㸳㸬性能 
 型ᘧ 㢼㔞 ྡ࣮࣓࢝ ࣉࢱ

(ੑ/min) 
ᤕ㞟効⋡(%) 
(2μm 以上) 

 ᐜ㔞ࢱ࣮ࣔ
(kW) 

ከ㐃ࣥࣟࢡࢧ 本〇ရ ME-05Z 10 99 0.4 

༢యࣥࣟࢡࢧ 
+័性⾪✺ᯈ 

 スࢥ࣮࣍
(ᚑ来機) ME-10FZ 10 97 0.75 

ᘧ Aࢱス࣑ࢹ 社 㸫 13 97 以ୗ ͤ1 0.75 

ᙉไ⾪✺ᘧ B 社 㸫 10 99 0.75 

回㌿ࢹスࢡᘧ C 社 㸫 8.5 99.9 0.75 

 のグ㍕↓し ᘢ社 定に基づく್ࢢࣟࢱ࢝ �ͤ

 

ձ ⪏ஂ性・Ᏻ全性 

発から 4 年経㐣するが、ࢺࢵࢽࣘࣥࣟࢡࢧをྵめてᾘ⪖ရは発⏕しておらず高い⪏ஂ

性を有する。また、၏一の可ື㒊であるࣥࣇ྾㎸ࡳ㒊にᏳ全⥙をタࡅるな、Ᏻ全にも༑

分㓄៖している。 
 

ղ 㐠㌿・᧯స性 

㏻ᖖ࣓ࣥテࣥࢼスは一㠃からୟつ、工ලࣞスで行࠼るので、高い᧯స性を有する。 

 

 ճ ⥔持⟶理性 

 。でよいࡳないので、定期Ⅼ᳨の⟶理のࡁのᅾᗜ⟶理もᚲ要なく、㢼㔞の低ୗも㉳ࢱࣝࣇ
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㸴㸬経済性 
ᚑ来装置とẚ㍑すると、ෆ㒊ᢠの๐減により、ᾘ㈝㟁力を約 ���๐減。ᾘ⪖ရがなく、࣓

ࣥテࣥࢼス期㛫が長く、స業㛫も▷いのでࣛࣥࢥࢢࣥࢽスࢺ半減。 

 

 ᚑ来装置 ⏦ㄳ装置 

 ࢺスࢥシࣕࣝࢽ

装置㈝⏝ 
��� ��� 

 � ��� ௦ࢱࣝࣇ

㟁気௦ ��� �� 

࣓ࣥテࣥࢼス㈝⏝ ��� �� 

ͤᚑ来装置㸸ᙜ社ࢱࣝࣇᘧ࣑ࣝ࢜スࢱࢡࣞࢥࢺ㸦ྠ㢼㔞�㸧 

 

年㛫ࣛࣥࢥࢢࣥࢽスࢺ 50%๐減を㐩成したことにより、0.8 年で回でࡁる㸦㐠㌿᮲件㸸16
㛫/日 20 日/月 16 /kWh㸧。 
他社〇ရとẚ㍑すると、ࢽシࣕࣝࢥスࢺは᭱Ᏻ್とはなっていないものの、ᾘ㈝㟁力を約

���๐減しているⅭ、㟁気௦をຍした�年㛫ࢥࣝࢱ࣮ࢺスࢺでは᭱Ᏻ್となる。 

 

 (B)ࢺスࢥࢢࣥࢽࣥࣛ (A)ࢺスࢥシࣕࣝࢽ 
(年㛫㟁気௦) 

(A)+(B)×5 
5 年㛫ࢥスࢺ 

⏦ㄳ装置 ¥327,000 ¥24,576 ¥449,880 
A 社 ¥484,000 ¥46,080 ¥714,400 
B 社 ¥250,000 ¥46,080 ¥480,400 
C 社 ¥286,000 ¥46,080 ¥516,400 

ͤẚ㍑ᑐ㇟㸸ࣞࢱࣝࣇス࣑ࣝ࢜スࢱࢡࣞࢥࢺ (ྠ㢼㔞) (㐠㌿᮲件㸸16h/day 
20day/month 16 /kWh)。 
 

㸵㸬将来性 

ス、㟁力ᾘ㈝㔞ࣞࢱࣝࣇ ���๐減の࣓ࣜࢺࢵから、᪤Ꮡࢱࣝࣇᘧからの置࠼㟂要もከ

くある。また、࣑ࣝ࢜スࢱࢡࣞࢥࢺの࣮࣓࢝ࢺࢵࢭはࢽシࣕࣝࢥスࢺの低いものを選ᢥし

がࡕではあるが、ࢨ࣮ࣘࢻ࢚ࣥから本装置を指定してもら࠼ることもቑ࠼てࡁている。 

᭦に、今までのࢱࣝࣇᘧ࣑ࣝ࢜スࢱࢡࣞࢥࢺはࢱࣝࣇのᅾᗜ、ᾘ⪖ရの౪⤥なの↹

わしさが理⏤で、ᾏእ࣮ࣘࢨから᥇⏝を㌋㌉されていたが、本〇ရはࢱࣝࣇ及び、ᾘ⪖ရが

↓いので、普及の可能性がᗈがっている。 
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あ 

 

 
 
 
 
 
 
 
１㸬装置のヲ⣽ㄝ᫂ 
ከ㔞に࣮ࢠࣝࢿ࢚をᾘ㈝する␃᧯సにおいては、以ୗにグ㍕のとおりᚑ来から省ࢠࣝࢿ࢚

࣮化が᳨ウされていた。しかし、それࡒれにㄢ㢟があり、省࣮ࢠࣝࢿ࢚化を㐩成でࡁていない。 

 

 ᚑ来の技術_その 1㸸 
  ሪᗏ㒊のᾮをࣜࣛ࣎でຍ⇕発さࡏ、␃ሪで発気中の

高ἛⅬ⁐を分㞳し、ሪ㡬より高ἛⅬ⁐を分␃した気を取り

ฟし、ࢧࣥࢹࣥࢥで෭༷水なによりจ⦰さࡏ、処理水と⃰⦰ᾮ

に分㞳する装置が一般的に▱られている。 
  しかし、このような装置ではࢧࣥࢹࣥࢥで気の₯⇕を෭༷水

➼に廃棄するため、⇕࣮ࢠࣝࢿ࢚の有効⏝が図れない。 
  
ᚑ来の技術_その 2㸸 

  ␃装置の省࣮ࢠࣝࢿ࢚化を図る᪉法として、高ᅽ気を㥑ື

気としてሪ㡬㒊の気の一㒊を࣮ࢱࢡࢮ࢚で྾ᘬしてࣜࣛ࣎

に㏦り、ࣜࣛ࣎のຍ⇕源とする᪉法もある。 
  しかしながらこの᪉法も┦ᙜ㔞の高ᅽ㥑ື気をᚲ要とし、こ

の㥑ື気の⇕㔞に┦ᙜするሪ㡬気がవ分になって、その₯⇕

がࢧࣥࢹࣥࢥに廃棄されることになり、༑分な省࣮ࢠࣝࢿ࢚化が

図れないというၥ㢟がある。また、2 効⏝にするሙ合もྠᵝに᭱

⤊ẁሪ㡬の気₯⇕がࢧࣥࢹࣥࢥに廃棄される。 
 
 ᚑ来の技術_その 3㸸 
  ሪ㡬㒊からの気の₯⇕を全㔞⏝する᪉法として、MVR
㸦Mechanical Vapor Recompression㸧᪉ᘧが⪃࠼られるが、なか

なか実⏝機としてᗈがらなかった。MVR ᪉ᘧでは、ሪ㡬の低い

 度の気をሪᗏの᭱も高い⃰⦰ᾮをຍ⇕でࡁる 度㸦⃰⦰ᾮ 

度㸩ఏ⇕ 度ᕪ㸧までᅽ⦰するᚲ要がある。ᚑ来のሙ合、このᅽ

⦰ 度が大ࡁいため気ᅽ⦰機が高㏿ࣥࣅ࣮ࢱ᪉ᘧとなり、実⏝

第 

日本産業機械工業会 会長賞 

43 回 

ᰴᘧ会社ࣛࢡࢧࢧ 
日本ࣜࣥࣇᰴᘧ会社 

優秀環境装置 
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化のጉࡆとなっていた。ࣥࣅ࣮ࢱᘧになるとᵓ㐀が複㞧でス࣌シࣕࣜスࢺによる࣓ࣥテࣥࢼ

スがᚲ要になるためである。また、ᅽ⦰ẚが高く、気ᅽ⦰機のື力も大ࡁくなる。 

 

 本装置は、ࣜࣛ࣎として高いఏ⇕性能を有する͆水平⟶ᘧ発ჾ͇と͆気ᅽ⦰機͇との

を≉ᚩとするࡏ合わࡳ⤌ MVR ␃⃰⦰装置であり、ᚑ来技術のၥ㢟Ⅼ・ㄢ㢟をゎỴした。 

 

㸦１㸧ᙜ社の MVR ␃⃰⦰装置ᴫ要とసືཎ理 
水平⟶ᘧ発ჾは、後㏙するᾏ水ῐ水化技術でྂくからᇵってࡁた技術であり、水平⟶

ᘧ発ჾとࣉ࣏ࣥࢺ࣮ࣄ㸦ᙜ社では気ᅽ⦰機をࣉ࣏ࣥࢺ࣮ࣄと⛠する。㸧を⤌ࡳ合わࡏ

た装置が、ᙜ社の VVCC 型⃰⦰装置であり、VVCC 型⃰⦰装置に␃ሪを⤌ࡳ合わࡏた

装置が今回の装置である。本装置のᴫ␎࣮ࣟࣇを図.4 に♧し、సືཎ理を以ୗにグ㏙する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

�సືཎ理ㄝ᫂! 

ձ 発ჾෆは、┿✵ࣉ࣏ࣥでᖖに┿✵が⥔持されており、ཎᾮは循環ࣉ࣏ࣥにより

発ჾ上㒊からఏ⇕⟶⩌にᆒ一にᩓᕸされ、⟶እをⷧ⭷≧にὶୗする。 

ղ ఏ⇕⟶表㠃にて発した気は␃ሪを㏻㐣し、高ἛⅬ⁐をとྵࢇまない

気となってからࣄ㸫ࣉ࣏ࣥࢺに取り㎸まれᅽ⦰・᪼ され、ຍ⇕源としてఏ⇕⟶ෆ

㒊に㏦り㎸まれる。 

ճ ఏ⇕⟶ෆでは気が高ὶ㏿でὶれるため、จ⦰ᾮ⭷がⷧく、㠀จ⦰࢞スやจ⦰ᾮ⭷に

よるఏ⇕ᢠが小さくなる。⟶እもⷧ⭷発であることから、ᾮ῝による㠀平⾮ 度

ᕪもとࢇなく、高いఏ⇕性能を有することになる。このため、わずかな 度ᕪで

発とจ⦰を⧞り㏉すことがでࡁる。ఏ⇕⟶ෆでจ⦰した気は、จ⦰水となって⣔

እฟされる。 

մ ཎᾮの⃰⦰が進ࡳ、ᡤ定の⃰度まで⃰⦰されたᾮ㸦⃰⦰ᾮ㸧は、循環ࣉ࣏ࣥにて循

環ࣛࣥから分ᒱされ⣔እにฟされる。 
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㉳ືには⇕源としての気を⏝するが、順調に発㐠㌿が進めືࣉ࣏ࣥࢺ࣮ࣄࡤ力

と、ࣉࢵࢡࢵࣂ⏝のⱝᖸ㔞の気のࡳで⃰⦰㐠㌿が可能である。 

水平⟶ᘧ発ჾでは、ຍ⇕ഃも減ᅽで㐠㌿を行うため、ᅽ力ᐜჾ㐺⏝እとなる。法定Ⅼ

᳨が要となるか、ᵓ㐀的な法的ไ約を受ࡅない。 

 

㸦㸰㸧ᙜ社で⏝いられるࣉ࣏ࣥࢺ࣮ࣄ 

   ᙜ社の࣮࣎ࢱᘧࣉ࣏ࣥࢺ࣮ࣄは㏦㢼機⏝の࣡ࣟࣈを┿✵気ᅽ⦰⏝に開発を重ࡡたも

のであり、以ୗの≉ᚩを持っている。 

 

�ᙜ社ࣉ࣏ࣥࢺ࣮ࣄの≉ᚩ! 

・回㌿数が低い㸦3,000㹼4,500rpm㸧。 
・大㢼㔞・高ᅽ⦰ࣉ࣏ࣥࢺ࣮ࣄの࣮ࣛ࣌ࣥᙧ≧は 3 次ඖ⩚᰿を᥇⏝し、高効⋡。㸦効

⋡=㹼75%㸧 
・┿✵ୗでの㐠㌿にຍ࠼て、ື力、回㌿数が低く、ࢢࣥࣜ࣋、シ࣮ࣝ㒊分が高ᑑ。 
・㦁㡢್がẚ㍑的低い。大㢼㔞の大型⃰⦰装置でも防㡢ቨなしで、装置機ഃ 1m で 85dB

程度。 
ࣉ㢮のⅬ数がᑡなく、ไᚚ、ᵓ㐀ともにシ࣮ࣥࢧࣥࢭ、にᖏする⿵機ࣉ࣏ࣥࢺ࣮ࣄ・

ࣝで᧯స、࣓ࣥテࣥࢼスがᐜ᫆。 
のࣉ࣏ࣥࢺ࣮ࣄᘧ࣮࣎ࢱ・ 1 ྎあたりのᅽ⦰ 度は 4㹼9Υ程度であるが、これ以上の

ᅽ⦰ 度がᚲ要なሙ合は、ࣉ࣏ࣥࢺ࣮ࣄを┤ิに複数ྎタ置してᅽ⦰ 度ᕪを☜保す

ることが可能。 
・発㔞が小㹼中規ᶍ㸦㹼60ton/日発㸧のものについては、1 ྎでᅽ⦰ 度が 20Υと

れる࣮ࣝࢶᘧࣉ࣏ࣥࢺ࣮ࣄを᥇⏝するሙ合がある。 

 

ᙜ♫の䝍䞊䝪ᘧ䝠䞊䝖䝫䞁䝥 ᚑ᮶の䝁䞁䝥䝺ッ䝃䞊

ᇶᮏ䝅䝇䝔䝮
㏦㢼ᶵ䛸䛧䛶の䝤ロ䝽䜢┿✵気ᅽ⦰⏝䛸
䛧䛶㛤Ⓨ䛧た䜒の䚹㣕ἓྠక䚸䝭䝇䝖䛺䛹に
䜒ᙉく䚸䝅䞁䝥䝹で䝯䞁䝔䝘䞁䝇䛜ᐜ᫆䚹

㧗速䝍䞊䝡䞁䛸䛧䛶の䝅䝇䝔䝮䛸䛺䜚䚸」㞧
で䝇䝨䝅䝱䝸䝇䝖に䜘る䝯䞁䝔䝘䞁䝇䛜ᚲ
せ䚹

䝯䞁䝔䝘䞁䝇ᛶ
䝗䝷䜲䝅䞊䝹䚸㍈ཷ㒊ရ䜢⣙㻡ᖺに୍度
䛩るの䜏で䚸あ䛸は₶Ἔ䚸䜾䝸䞊䝇のᐃ
ᮇὀධ䚸の䜏䚹

㧗速ᅇ㌿のため䚸䜲䞁䝨䝷䞊䚸㍈ཷ➼のᦆ
യ䛜⃭䛧く㒊ရの㢖度䛜ከく䚸䛛䛴㧗
౯䛸䛺る䚹
ᾏእ〇はᅜෆᅾᗜ䛜䛺いሙྜ䜒ある䚹

ᅇ㌿ᩘ 㻟㻘000䡚㻠㻘㻡00㼞㼜㼙
㻝0㻘000䡚㻟0㻘000㼞㼜㼙
ᾏእ〇はప速で㻡㻘000㼞㼜㼙⛬度の䜒の䜒あ
る䚹

㦁㡢
䝰䞊䝍フ䜯䞁䛜の㡢※で᭱で䜒㻤0䡚
㻤㻡㼐㻮

㠀ᖖにきく䚸䝁䞁䝥䝺ッ䝃䞊ᐊ䛸䛧䛶ᘓᒇ
ෆにูᇶ♏䜢タ䛡䛶⣡䛩るሙྜ䜒あ䜚䚹

㍈ཷ
䜸䜲䝹䝞䝇᪉ᘧで㍈ཷ෭༷䜢ව䛽た䝅䞊
䝹水の䜏

Ἔ෭༷ჾ⏝の෭༷水䚸㍈ᑒ⏝の気䚸Ἔ
䝫䞁䝥⏝の㟁※➼の䝴䞊䝔䜱䝸䝔䜱䛜ᚲせ䚹

䜲䞁䝨䝷䞊䜈の
䝭䝇䝖╔ᑐ⟇

㐣⇕気に䜘る䝭䝇䝖╔は䚸ῶ 水䝇䝥
䝺䞊に䜘るῶ ᪉ᘧ䜢᥇⏝䛧䛶䛚䜚䚸䝭䝇䝖
╔無䛧（ᖖにจ⦰水でὙίされ䛶いる）䚹

ῶ 水䝇䝥䝺䞊䛜ྍのため䚸䛺䝭䝇
䝖㝖ཤ䛸╔䛧たሙྜのᐃᮇⓗ䛺ศゎὙί
䛜ᚲせ䚹

⾲㻝䚷ᙜ♫の䝍䞊䝪ᘧ䝠䞊䝖䝫䞁䝥䛸ᚑ᮶のᅽ⦰ᶵ
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㸰㸬開発経⦋ 
㸦㸯㸧開発᪨ 
   ␃装置におࡅる省࣮ࢠࣝࢿ࢚化 

 
㸦㸰㸧開発目標 

2 重効⏝の㈍価᱁、ࣛࣥࢥࢢࣥࢽスࢺを定し、␃ሪࡁ発⃰⦰装置のࣛࣥࣥࢽ

が、2ࢺスࢥࣝࢱ࣮ࢺᕪを⪃៖したࢺスࢥࢢ 重効⏝のࢥࣝࢱ࣮ࢺスࢺを 2 年で㏫㌿するこ

と。 
 
㸦㸱㸧開発経⦋ 

平成 26 年 04 月㹼 共ྠ開発の᳨ウ開ጞ 
平成 26 年 11 月 ࣛࢡࢧࢧから日本ࣜࣥࣇに水平⟶ᘧ発ჾを⣡ධ 
平成 26 年 12 月㹼 日本ࣜࣥࣇにて水平⟶ᘧ発ჾと␃ሪ、気ᅽ⦰機を⤌ࡳ合

わࡏてࢺࢵࣟࣃヨ㦂機を成、☜ㄆヨ㦂開ጞ 
平成 27 年 06 月 第１ྕ機受ὀ 
平成 28 年 01 月 第１ྕ機⣡ධ 

 
なお、本装置は、ᰴᘧ会社ࣛࢡࢧࢧと日本ࣜࣥࣇᰴᘧ会社が共ྠで開発を行った。

それࡒれがᢸᙜした開発のෆᐜは次の㏻りである。 
・ᰴᘧ会社ࣛࢡࢧࢧ㸸発ჾ、気ᅽ⦰機のタ計・〇స 
・日本ࣜࣥࣇᰴᘧ会社㸸␃ሪのタ計・〇స 

 
 

㸱㸬独創性 

一つ目の≉ᚩとしてࣜࣛ࣎に「水平⟶ᘧ発ჾ」を᥇⏝したことがᣲࡆられる。 

ᚑ来のࣜࣛ࣎の᪉ᘧとして᥇⏝されている「ᆶ┤⟶ᘧ」や「ᾐ⟶ᘧ」ではఏ⇕ಀ数が低く、

大ࡁなఏ⇕ 度ᕪがᚲ要になり、ᅽ⦰ẚの大ࡁな気ᅽ⦰機がᚲ要になっていた。本装置にお

 、は上㏙の「水平⟶ᘧ」を᥇⏝しているためࣛ࣎るࣜࡅ

ձఏ⇕ಀ数が㠀ᖖに高い 
ղࢡࢵࣛࣇࢺ࣮ࣄスを小さくでࡁる㸦ఏ⇕㠃✚を大ࡁくとれる㸧、というⅬがある。 

ձについては、๓㏙の<సືཎ理ㄝ᫂>をཧ↷。また、㠀ᖖにⷧ⫗のఏ⇕⟶を᥇⏝しているこ

ともఏ⇕ಀ数のྥ上にᐤしている。 

ղについて、水平⟶ᘧにおいてはఏ⇕⟶に小さなᚄを᥇⏝しているため、小さな⬗యに↓理

なく大ࡁなఏ⇕㠃✚を有することがฟ来るのである。 

ఏ⇕の基本ᘧである Q=U�A�ǼT において、 
㸦Q=⇕㔞、U=ఏ⇕ಀ数、A=ఏ⇕㠃✚、ǼT=有効 度ᕪ㸧 
「水平⟶ᘧ」においては U および A が大ࡁくฟ来るので、ྠࡌ⇕㔞であれࡤᚑ来の᪉

ᘧとẚてǼT が小さくでࡁる。ᚑ来の᪉ᘧでは有効 度ᕪǼT=20Υ程度ࡔったものが、「水

平⟶ᘧ」を᥇⏝することでǼT=3.0Υ程度までୗがることにより、気ᅽ⦰ẚを小さくでࡁ、

省࣮ࢠࣝࢿ࢚化を㐩成した。ᴫ要を表 3㸬ẚ㍑表にまとめたのでཧ↷。 
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表 3㸬各✀᪉ᘧẚ㍑表 
 ᚑ来᪉ᘧ-ձ 

ᾐ⟶ᘧ 
ᚑ来᪉ᘧ-ղ 

ᆶ┤⟶ᘧ ͤ1 
⏦ㄳ᪉ᘧ 
水平⟶ᘧ 

ఏ⇕ಀ数 ×㸦ᝏ㸧 ۑ㸦ややⰋ㸧 ۔㸦㠀ᖖにⰋ㸧 

ఏ⇕㠃✚と 
本యᑍ法 

にまとまࢺࢡࣃࣥࢥ㸸۔

っている。 
㸸ఏ⇕⟶ᚄが大ࡁく、本

యᑍ法もしくはఏ⇕ 度

ᕪが≛≅になる。 

にまとまࢺࢡࣃࣥࢥ㸸۔

っている。 

ఏ⇕ 度ᕪ 
ƦT 

×㸦ᝏ㸧 
ƦTҸ20Υ 

ʊ㸦ややⰋ㸧 
ƦTҸ6㹼Υ 

 㸦㠀ᖖにⰋ㸧۔
ƦT=3㹼Υ 

省࣮ࢠࣝࢿ࢚化 
㸦COP㸧ͤ2 

×㸸 度ᕪが大ࡁく、

MVR の㐺⏝がᅔ㞴。基

本的に気ຍ⇕᪉ᘧとな

り、このሙ合 COPҸ1。
2重効⏝としてもCOPҸ
2 程度となる。 

ʊ㸸MVR の㐺⏝は可能で、

ある程度の省ࢿ࢚化は㐩

成でࡁる。ఏ⇕ 度ᕪが大

性はややຎࢿ࢚い分、省ࡁ

る。 
COPҸ14 

㸸ఏ⇕ 度ᕪがもっと۔

も小さいため、気ᅽ⦰機

のᾘ㈝ື力が᭱も小さく

なり、省ࢿ࢚性で有。 
COP=21 

COP 計⟬᮲件    
 ἛⅬᕪ 3.0 3.0 3.0 
 ƦT 20.0 6.0 3.0 

ᚲ要ᅽ⦰ 度 23.0 9.0 6.0 
 気ᅽ⦰機効⋡ 㸫 60% 60% 
ͤ1㸸ᩥ⊩なからの᥎定್。 
ͤ2㸸気ᅽ⦰機のື力のࡳで⟬ฟ。 

 

ᰴᘧ会社ࣛࢡࢧࢧとしての MVR の取り⤌ࡳは、1983 年に VVC 型ᾏ水ῐ水化装置のึྕ機

を⣡ධし、ᾏ水ῐ水化装置で✚ࡳ重ࡡた技術を応⏝して 1987 年に⃰⦰⏝㏵に VVCC 型⃰⦰装

置として㈍を開ጞした。高いఏ⇕性能を持つ発ჾと⮬社タ計㺃〇సの࣮࣎ࢱᘧ࣏ࣥࢺ࣮ࣄ

ࣟࣉ✀を⏝い、各ࣉ࣏ࣥࢺ࣮ࣄᘧࢶと⛠する㸧や࣮ࣝࣉ࣏ࣥࢺ࣮ࣄ㸦ᙜ社では気ᅽ⦰機をࣉ

て᭱㐺なシステムࡏス⁐ᾮや水からの水回・有価物回・⁐ᾮの減ᐜ化➼、目的に合わࢭ

をᥦ案し、ᖜᗈい業⏺にご⏝され、ご評価をいたࡔいている。 
 

2 つ目の≉ᚩは㸶㡯で㏙る 1 ྕ機においてのࡳの㐺⏝となる㡯目であるが、気ᅽ⦰ᘧ

㸦MVR㸧と気ຍ⇕ᘧを⤌ࡳ合わࡏたࠗࢻࢵࣜࣈࣁᘧ࠘を᥇⏝していることである。高⃰度

まで⁐を⃰⦰するሙ合はἛⅬのᕪが大ࡁくなるが、このሙ合、以ୗのၥ㢟Ⅼが⏕ࡌる。 
 
・ၥ㢟Ⅼ_その 1㸸MVR ᪉ᘧを㐺⏝するにはᅽ⦰ẚが大ࡁくなり、気ᅽ⦰機のࢥスࢺ、ᾘ

㈝ື力が大ࡁくなりすࡂて現実的でない。 
・ၥ㢟Ⅼ_その 2㸸⃰度のⷧい⠊ᅖで MVR を᥇⏝し、高⃰度⠊ᅖは気ຍ⇕ᘧと 2 ẁ㝵に分

るが、低⃰度ᇦと高⃰度ᇦで、ࡁ化は㐩成でࢿ࢚て␃することで省ࡅ

つの␃ሪがᚲ要になり、ࢽシࣕࣝࢥスࢺのቑຍとなる。㸦図 5 ཧ↷㸧 
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ここでࠗ 、でࣉ࣏ࣥࢺ࣮ࣄᘧ㸦࠘図.6㸧を᥇⏝することで、ἛⅬの低い低⃰度はࢻࢵࣜࣈࣁ

ἛⅬの高い高⃰度は気ຍ⇕と㐠㌿をษり᭰࠼、高⃰度回ᾮを᭱後にฟするというࢵࣂ

㸦␃ሪࢺスࢥつつ、低ࡕ性を保࣮ࢠࣝࢿ࢚㐠㌿とすることで、省ࢳ 1 基でᑐ応㸧、高⃰度ま

で⃰⦰を可能としている。 
 

 

 

 

㸲㸬≉チ 
本装置の関㐃≉チは次のとおりである。 
公開␒ྕ㸸≉開平 5-237302 / ྡ⛠㸸␃装置 
ͤ他、㸰件ฟ㢪中 

 
㸳㸬性能 
㸦１㸧ᚑ来装置とのẚ㍑ 

   ๓㏙の表 3 ごཧ↷。 
 
㸦㸰㸧㐠㌿・᧯స性 

本装置は⮬ື㐠㌿が可能なように計㏦ရ、⮬ືᘚがタ置されており、シ࣮ࣥࢣスไᚚに

より全⮬ື㐠㌿となっている。ᾘἻな᪂規に⿵する⸆ရのᢞධはᚲ要になるが、そ

れ以እは≉ูな᧯సや調ᩚをᚲ要としない。 

   また、装置の㐠㌿中は各࣮ࢱ࣮࣓ࣛࣃ㸦ᅽ力、 度、ὶ㔞㸧を┘どしており、各タ定್

を㉸࠼たሙ合は、እ㒊㆙報をฟ力し、装置はᏳ全に⮬ື止する。 
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㸴㸬経済性 

本装置とᚑ来装置のẚ㍑を表.6 に♧す。 
 㸨他のࣉ࣏ࣥࢺ࣮ࣄᘧとのẚ㍑は、正☜な報が↓いため、ឡする。 
  <ẚ㍑᮲件> 
    
 
 
 
 
 
 

表 6㸬ᚑ来装置とのẚ㍑ 
 ᚑ来装置 

㸦2 重効⏝㸧 
⏦ㄳ装置 

㸦ࣉ࣏ࣥࢺ࣮ࣄᘧ㸧 
 ẚ 100 150ࢺスࢥシࣕࣝࢽ
 ẚ 100  31ࢺスࢥࢢࣥࢽࣥࣛ
   ヲ⣽ࢺスࢥࢢࣥࢽࣥࣛ
 ・気 16.3 ton/日 26,895 ༓/年 2.88 ton/日 4,752 ༓/年 
 ・෭༷水 1,680 m3/日 2,772 ༓/年 352 m3/日 580 ༓/年 
 ・㟁気 12 kWh/日 380 ༓/年 1,008 kWh/日 3,991 ༓/年 
 ・合計  30,047 ༓/年  9,323 ༓/年 
 㸦ὀ㸧⏦ㄳ装置ではࢽシࣕࣝࢥスࢺがቑຍするが、年㛫ࣛࣥࢥࢢࣥࢽスࢺで約 70㸣๐減

を㐩成したことにより、㹼2.5 年で回でࡁる。 
 
 
㸵㸬将来性 
⁐はさまࡊまな分野でὙίや㞳として⏝されており、㏆年ではࣜ࢘ࢳムࣥ࢜ 2
次㟁ụの㒊ရ〇㐀にከ㔞の⁐が⏝されており、今後も⏝㔞はቑຍするぢ㎸ࡳである。 
ここで、本装置は以ୗのᙺをᢸうことで、今後、環境負荷低減に大ࡁく㈉⊩することがで

 。るࡁ
ձ 水の⃰⦰資源化 

各工ሙにて⏝済ࡳとなったᕼⷧな⁐を⃰⦰することで、⃰ ⦰ᾮが有価物として回

でࡁる。 

ղ 水の産廃ࣟࢮ化 

水から⁐成分を低⃰度まで分㞳㝖ཤすることで、環境負荷を低減。また、処理水を

〇㐀ࣛࣥに再⏝することも可能で、ձとあわࡏて水の産廃ࣟࢮ化が可能。 

ճ ࣉ࣏ࣥࢺ࣮ࣄによる省ࢿ࢚ 

気ᅽ⦰にከ㔞の࣮ࢠࣝࢿ࢚をᾘ㈝しては意が↓いが、高ఏ⇕性能の水平⟶ᘧ発ჾ

を᥇⏝することで実⏝的な095型␃装置を実現でࡁる。 

a) ཎᾮὶ㔞 14,400 kg/日 ཎᾮ⁐⃰度 5.37 wt% 
b) 処理水ὶ㔞 13,556 kg/日 処理水⁐⃰度 㸺0.1 wt% 
c) ⃰⦰ᾮὶ㔞 844 kg/日 ⃰⦰ᾮ⁐⃰度 約 90 wt% 
d) 気ࢥス5.0 ࢺ /kg   
e) 㟁気ࢥス12 ࢺ /kWh   
f) ෭༷水ࢥス5.0 ࢺ /m3 g)✌ື㛫 330 日/年 
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１㸬装置のヲ⣽ㄝ᫂ 
本装置は、࢞スኚᅽჾ、࢞ス㐽᩿ჾ、࢞ス⤯⦕開㛢ჾ➼㸦以ୗ、⟂యとࡪ㸧に⏝される

භࢵࣇ化◲㯤࢞ス㸦SF6㸧を回、⢭〇する装置である。SF6 をᅽ⦰機と┿✵ࣉ࣏ࣥで回し、

 。にᾮ化㈓ⶶする࣋ࣥ࣎を㝖ཤ後、✵෭จ⦰ჾで෭༷しࢺスࢲ
本装置は、SF6 の⮫⏺ᅽ力㸦ᾮ化ᅽ力㸧5.0 MPa まで᪼ᅽฟ来るࣞࣝ࢜スᅽ⦰機を開発す

ることにより、ᖖ でのᾮ化回を㐩成した。また、ࣞࣝ࢜スᅽ⦰機㸦ࣉࢱࢡࣥࣛࢺ㸧に

よりࣝ࢜㝖ཤ⏝の࣮ࢱࣝࣇが要となり、ᖖ でのᾮ化が可能なため෭機を⏝するᚲ

要がなく、ᚑ来装置にẚࢺࢡࣃࣥࢥ化㸦య✚ẚ 55%๐減㸧、省࣮ࢠࣝࢿ࢚化、低ࢥスࢺ化を

実現した。さらに┿✵ࣉ࣏ࣥのࢱ࣮ࣂࣥไᚚにより、ᅽ⦰機と┿✵ࣉ࣏ࣥの࣐スࣥࣛࣂスが

ᨵၿされ回㛫を▷⦰ฟ来る。 
 

㸦１㸧装置のཎ理及び࣮ࣟࣇ 
  １㸧装置のཎ理 

a.⟂యにᑒධされている気య≧の SF6 スを大気ᅽまではᅽ⦰機で回し、大気ᅽ以ୗ࢞

になると┿✵ࣉ࣏ࣥが㐃ືし、௵意のᅽ力㸦Min.10Torr=1.33kPa㸧まで回する。 
回する࢞スは、྾╔ሪ㸦DR(F):水分を㝖ཤする㸧及び、㺏㺪㺞㺎㺪㺆㺷㺞㺎㸦AF:㺞㺼㺛㺢➼を᥇

る㸧を経⏤し、ᅽ⦰機で 4.5MPa まで᪼ᅽし࣋ࣥ࣎にᾮయで㈓ⶶされる。࣋ࣥ࣎に

ሸされた SF6  。スは、規定重㔞㸦40kg㸧に㐩すると⮬ື止する࢞
 

㸰㸧機ჾᵓ成及び࣮ࣟࣇ 

ձ 回装置ෆの┿✵ᘬࡁを行う。 㸦図-1 ཧ↷㸧 
装置ෆに✵気ཪは他の࢞スがΰධしたሙ合はの㒔度行うが、SF6 スが大気ᅽ≧ែ࢞

でṧっているሙ合は、ղ㡯から行う。 
ղ ⟂యと回装置を࢟ࣞࣇシ࣮࣍ࣝࣈス➼で⧅ࡂ㎸ࡔࢇሙ合は、࣮࣍スෆの┿✵ᘬࡁ

を行う。㸦図-2 ཧ↷㸧 
これは、࣮࣍スෆの✵気を気することが目的である。 

ճ ⟂యෆの SF6 回する。㸦図-3࣋ࣥ࣎スを࢞ ཧ↷㸧 
⟂యの定期Ⅼ᳨➼の開ᨺ᳨査➼を行うሙ合、一的に࢞ス࣋ࣥ࣎SF6࢞スを回 
する。 

մ⟂యを開ᨺⅬ᳨した後、⟂యෆの✵気気を行う。㸦図-㸲ཧ↷㸧 
 

優秀環境装置 
第 43 回 

日本産業機械工業会 会長賞 

ᰴᘧ会社ຍ地テࢡࢵ 
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㸰㸬開発経⦋ 
ᙜ社では高ᅽࣞࣝ࢜スࢧࢵࣞࣉࣥࢥの〇㐀技術を⏕かし、㟁力࣓࣮࢝が保有する発㟁ᡤや

ኚ㟁タഛの࢞ス⤯⦕機ჾ・࢞ス㐽᩿ჾ➼にᑒධされている SF6 スを高ᅽ᪼ᅽ㸦᭱高ᅽ力࢞

5.0MPa 㸧し、✵෭でᾮ化回する᪂たな発の装置開発に成ຌした。 
ᚑ来の SF6 ࣃࣥࢥ、が要となり෭機、発ჾなスをᙉไ෭༷しᾮ化する᪉法にẚ࢞

ࣜࢡスᅽ⦰機の᥇⏝によりἜ分をΰධしないࣞࣝ࢜、化を実現した。またࢺスࢥ化・低ࢺࢡ

࣮ࣥな SF㸴࢞スを回でࡁる装置であり、国ෆ・ᾏእでの価᱁・ရ質㠃で➇த力ᙉ化となる。 
SF6 スは࢞ 1997 年の「気ೃኚືに関する国㐃ᯟ⤌᮲約第 3 回⥾約国会㆟㸦COP3㸧におい

て、CO2や࣓ࣥࢱなとともにฟ๐減目標のᑐ㇟となった。こうした環境規ไのືࡁに、関

㐃業⏺からタഛの保ᏲⅬ᳨なに࢞スを 100%回し、⢭〇、再ሸするᑐ応を要ồされた。 
重㟁機、㟁力࣓࣮ࡅྥ࢝に✵気㐽᩿ჾや᩿㊰ჾ⏝高ᅽ✵気ࢧࢵࣞࣉࣥࢥを⣡ධしてࡁたᙜ社

は、SF6 た。その実⦼はࡁス回再⏕システムにおいてもၟရᒎ開して࢞ 40 వ年の㛫に国ෆ

እで 600 వりを⣡ධ、国ෆでࢺࢵࢭ 80%の高シ࢙を⥔持している。 
さらなるฟ規ไᙉ化による本᱁的な普及期の฿来をண し、重㟁機ჾ࣓࣮࢝を中心に⣡ධ

していた大型回装置にຍ࠼、低ࢥスࢺを㏣及する㟁力࣓࣮࢝のᑟධを促すため価᱁➇த力の

ある小型高性能装置の開発にὀ力、ၟရ化を進めてࡁた。 
ᚑ来の⤥Ἔࣉࢱのᅽ⦰機で SF6 ࣝ࢜がΰධする。このࣝ࢜スෆに࢞スを回すると࢞

を㝖ཤするために࣮ࢱࣝࣇを回装置ෆにタ置するᚲ要がある。 
装置の小型化、㍍㔞化を図るためには、いかにᒓ機ჾ㢮を๐減するかがㄢ㢟となり、それ

には 5.0MPa まで᪼ᅽでࡁるࣞࣝ࢜スのᅽ⦰機が可Ḟとなった。 
さらにࢱ࣮ࣂࣥไᚚの可能な┿✵ࣉ࣏ࣥとのシステムをᵓ⠏することによりさらなる省࢚

 。化を計ったࢿ
 
平成 16 年㹼平成 17 年 5.0MPa  スᅽ⦰機の開発ࣞࣝ࢜
平成 17 年㹼平成 18 年 ヨస機の〇స及び᳨ド 
平成 20 年㹼平成 21 年 ࢱ࣮ࣂࣥ┿✵回装置の開発 
平成 22 年㹼平成 23 年  5.0MPa ᅽ⦰機とࢱ࣮ࣂࣥ┿✵回ࣘࢺࢵࢽのᶍᨃヨ㦂を開

ጞ 
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平成 24 年 5.0MPa ᅽ⦰機とࢱ࣮ࣂࣥ┿✵回ࣘࢺࢵࢽの実⏝第 1 ྕ機

を⣡ධ 
平成 27 年㹼平成 29 年 受ኚ㟁タഛ࣓࣮ࡅྥ࢝に地ୗ受ኚ㟁タഛのᑐ応回装置として

5 ྎを⣡ධ 
 
なお、本装置は、ᰴᘧ会社ຍ地テࢡࢵと大㝧日㓟ᮾ関ᮾᰴᘧ会社が共ྠで開発を行った。

それࡒれがᢸᙜした開発のෆᐜは次の㏻りである。 
・ᰴᘧ会社ຍ地テࢡࢵ㸸 
ᅽ⦰機とࢱ࣮ࣂࣥ┿✵ࣉ࣏ࣥ㐃ືのシステムᵓ⠏、実ドヨ㦂、実⏝化 

・大㝧日㓟ᮾ関ᮾᰴᘧ会社㸸 
 開発、及び実ドヨ㦂ࢱ࣮ࣂࣥ⏝ࣉ࣏ࣥ✵┿

 
 

㸱㸬独創性 

ᚑ来機のᅽ⦰機は、3.62MPa までしか᪼ᅽฟ来ず、かつ、ྤ ฟ࢞ス中にࣝ࢜分がΰධする

⤥Ἔࣉࢱであった。 
5.0MPa まで᪼ᅽでࡁるࣞࣝ࢜ス・↓₃ὤの࢞スᅽ⦰機を開発し、⏝する事により࢜

ࣝを㝖ཤするための࣮ࢱࣝࣇがᚲ要なくなり、ࢺࢡࣃࣥࢥ化、࣓ࣥテࣥࢼスࢥスࢺの๐減、

そして環境に優しい装置となった。 
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5.0MPa まで᪼ᅽฟ来る機械を開発したことにより、SF6 スの≉性をάかし、ᖖ で࢞

もᾮ化さࡏる事がฟ来る装置となった㸦次㡯の SF6 の基♏≉性及び気ᅽ⥺図ཧ↷㸧。 
ᖖ でもᾮ化さࡏることのฟ来る機械を開発することにより、ᚑ来ᾮ化さࡏるためにᚲ

要であった෭機が要となり、ࢺࢡࣃࣥࢥ化・省ࢿ࢚を図ることがでࡁた。 
また、┿✵ࣉ࣏ࣥをࢱ࣮ࣂࣥไᚚすることによりᅽ⦰機と┿✵ࣉ࣏ࣥの࣐スࣥࣛࣂス

を理ㄽ್の回㛫に㏆づࡅてไᚚすることがでࡁる装置となった。 
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㸲㸬≉チ 

 なし 

 

 

㸳㸬性能 
㸦１㸧ᚑ来ရとのẚ㍑ 

・ᚑ来の回装置㸸 
⤥Ἔᘧᅽ⦰機・Ἔ回㌿ᘧ┿✵ࣉ࣏ࣥを⏝しており、ᅽ⦰機のྤฟᅽ力は 3.62MPa が

᭱大ᅽ力であったため、෭機にてᙉไᾮ化さࡏ㈓ⶶした。 
 

・本装置㸸 
スᅽ⦰機はࣞࣝ࢜ 5.0MPa まで᪼ᅽでࡁるᅽ⦰機を開発し、ࣉࢱࣛࢻのࣂࣥ

で環境に優しࢺࢡࣃࣥࢥ、を成することによりࡏ合わࡳ⤌とのࣉ࣏ࣥ✵┿ไᚚࢱ࣮

い機械とした。 
 

ᚑ来は、┿✵回ࣉ࣏ࣥで回し、ᅽ⦰機で྾ධฟ来ない࢞スはࣃࣂスᘚにて┿✵࣏

の回能力をⴠとしたりするไᚚ᪉法でᑐ応しࣉ࣏ࣥ✵┿、ഃにᡠしたり、またはࣉࣥ

た。 
本装置のไᚚシステムはᅽ⦰機の⫼ᅽを᳨▱し、ᅽ⦰機の回能力を 100㸣⏕かした≧

ែで┿✵回ࣉ࣏ࣥをࢱ࣮ࣂࣥによる↓ẁ㝵にไᚚする᪉法が≉ᚩで、ᚑ来の࣐スࣛࣂ

ࣥス回システムにẚ回㛫が約 1/2 に▷⦰ฟ来るไᚚが≉ᚩである。┿✵回࣏ࣥ

の能力及ࣉ࣏ࣥで↓ẁ㝵にไᚚすることで、┿✵回ࢱ࣮ࣂࣥの標‽ရ及び複数ྎをࣉ

び✌ື㡿ᇦが࣡ࢪࣥࣞࢻでの㐠㌿がでࡁ、大型の┿✵ࣉ࣏ࣥを⏝しなくとも大ᖜな回

㛫の▷⦰がでࡁる。また、⏝機ჾのไᚚ要⣲がᑡなくなり、タഛ〇㐀ࢥスࢺをᢚ࠼

ることがでࡁる。 
本装置のไᚚの࣓ࣜࢺࢵとしては、ୗグのとおり。 
ձ 回㛫がᚑ来ᑐẚで約 1/2 となり、大ᖜな回㛫のᨵၿがでࡁる。 
ղ ↓ẁ㝵の࣐スࣥࣛࣂスไᚚによりᅽ⦰機の✌ാ㛫も▷⦰ฟでࡁ、⪏ஂ性がᨵၿ

でࡁた。 
ճ ┿✵回ࣉ࣏ࣥとᅽ⦰機の分ࣉࢱの回装置では、一య型にẚ┿✵回

での回࣮࣍スෆのᅽ力ᦆኻがᑡなくなり、一య型で㝈⏺とされた࣮࣍スの長さ

約 100㹫を 300㹫にᘏࡤしても一య型の࣮࣍スの長さ㸦20㹫㸧程度とྠࡌ回能

力がᚓられる。これは、┿✵回ࣉ࣏ࣥを回タഛഃにタ置でࡁ、回タഛから

㞳れたሙᡤにタ置したᅽ⦰機までの࣐スࣥࣛࣂスไᚚが┿✵㡿ᇦではなく、大気

ᅽ以上の㡿ᇦでไᚚでࡁるため、分㞳型でも回㛫の▷⦰が可能となった。一

య型回装置はに地上のኚ㟁タഛで⏝し、分型回装置は地ୗኚ㟁ᡤに

⏝する。地ୗでは、స業ス࣮࣌ス及び持㎸ࡳにไ㝈があるため、分型とし各ࣘ

 。化しているࢺࢡࣃࣥࢥをࢺࢵࢽ
 
㻌
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 ᚑ来装置 ⏦ㄳ装置 ഛ⪃ 
ྤฟᅽ力 3.62 *5.0 ༢㸸MPa    

回㈓ⶶᅽ力のẚ㍑ 
 スෆ࣮ࢣࢡࣥࣛࢡ ↓ ⏝ 有ࣝ࢜
ྤฟ࢞スྵࣝ࢜有

㔞㸦⢭〇能力㸧 
5  0  ppm 

  ↓ 有 ࢱࣝࣇࣝ࢜
෭機 有 ↓ ᾮ化さࡏるための機ჾ 
装置大ࡁさ 100 55㸣 Less య✚ẚ⋡ 
重㔞 100 25㸣 Less  
  ࣉࢱࣛࢻ Ἔ回㌿ᘧ ࣉ࣏ࣥ✵┿
 有 ㉳ື㟁ὶの๐減がฟ来る ↓ ࢱ࣮ࣂࣥ⏝ࣉ࣏ࣥ✵┿
回した࢞スの㈓ⶶᐜჾ ス࣋ࣥ࣎ ࢡࣥࢱࢪ࣮ࣞࢺ 保Ᏻ᳨査の๐減がฟ来る 

 *5.0MPa にすることにより、SF6  スをᖖ でもᾮ化することがฟ来る࢞
 

㸦㸰㸧⪏ஂ性 

本装置は、ᅽ⦰機・┿✵ࣉ࣏ࣥ➼の回㌿機とࣖࣛࢻ・࣮ࢱࣝࣇ➼のᐜჾ及び計ჾ㢮

でᵓ成されており、定期Ⅼ᳨を行ࡤ࠼、半Ọஂ的に⏝でࡁる装置である。 

 

㸦㸱㸧Ᏻ全性 

が一ල合が㉳ࡁたሙ合はᏳ全装置がసືし、⮬ື止するᵓ㐀となっている。 

 

㸦㸲㸧㐠㌿・᧯స性 

⟂య及び࣋ࣥ࣎に࣮࣍スを᥋続し、各㐠㌿㸦回・┿✵ᘬࡁ➼㸧を行う。各㐠㌿は㐠㌿

 。をᢲし、⤊は⮬ືで止するࣥࢱ࣎

㸦㸳㸧⥔持⟶理性 

高ᅽ࢞ス保Ᏻ法に基づࡁ⟶理するᚲ要がある。法定Ⅼ᳨を行うことにより、⣽㒊にரり

Ⅼ᳨がฟ来、ල合・事ᨾ➼をᮍ↛に防ࡄことがでࡁる。 

 

㸴㸬経済性 
本装置は、ᚑ来ရの装置とẚ㍑するとタ置ス࣮࣌スで 55%(య✚ẚ⋡)、重㔞で 25%๐減ฟ来

た。 
ᚑ来の装置は、ᅽ⦰機が 3.62MPa まで᪼ᅽする機械であるが、ᾮ化をさࡏるのに෭機が

ᚲ要である。5.0MPa ㎾᪼ᅽする事のฟ来るࣞࣝ࢜スᅽ⦰機が開発でࡁたことにより小型の

จ⦰機で SF6 ࢜、にしࣉࢱࣛࢻをࣉ࣏ࣥ✵┿た。また、回⏝のࡁスのᾮ化が実現で࢞

の๐減がฟ来ࢺスࢥࢢࣥࢽ᪉ᘧにすることによりࣛࣥࢱ࣮ࣂࣥを๐㝖し、さらにࢱࣝࣇࣝ

た。これらにより、装置のࢺࢡࣃࣥࢥ化、㍍㔞化が実現でࡁた。ᅽ⦰機のࣞࣝ࢜ス化とࣛࢻ

の᥇⏝により、回されたࣉ࣏ࣥ✵┿ SF6 ΰධは、ᚑ来装置㸸5ppm э 本ࣝ࢜ス中の࢞

装置㸸0ppm となった。 
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 ᚑ来装置 ⏦ㄳ装置 
 80 100 ࢺスࢥシࣕࣝࢽ

装置㈝⏝ 100 70 
 90 100 ࢺスࢥࢢࣥࢽࣥࣛ

㟁気௦ 100 90 
࣓ࣥテࣥࢼス㈝⏝ 100 *50㹼100 

 
࣓ͤࣥテࣥࢼス㈝⏝は、ึ回の開ᨺ᳨査で㒊ရの再⏝を᳨ウし、᭦なる๐減がฟ来る。 
 
 

2m3�0.7MPaG の࢞スがᑒධされている機械を回したሙ合のᚑ来機とのẚ㍑表 

 

 

 
㸵㸬将来性 
㐣ཤ 40 年にரり SF6 たが、⤥Ἔᘧの装置及び大型の装置で⪁ᮙࡁス回装置を㈍して࢞

化した機械がከくᏑᅾし、廃Ἔの処理、高ᅽ࢞ス保Ᏻ法のᑐ応にⱞ៖されている㢳ᐈがከくぢ

受ࡅられる。現ᅾ、こうした㢳ᐈの本装置のᑟධを᥎進しているとこࢁであり、ᾏእの㢳ᐈ

からのᘬࡁ合いにもᑐ応中である。 
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